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図 面 名 称 図 面 名 称 図 面 名 称

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

内部仕上表№２

内部仕上表№４

内部仕上表№３

内部仕上表№２＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜特別教室棟＞

改修前 改修後＜特別教室棟＞

改修前 改修後＜特別教室棟＞

１階平面図

２階平面図

３階平面図

４階平面図

Ｒ階平面図

１階平面図

２階平面図

３階平面図

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

北面・西面立面図

東面・南面立面図

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 断面図

改修後改修前 断面図

改修前＜管理教室棟＞ 矩計図

＜管理教室棟＞ 矩計図改修後

＜特別教室棟＞

配置図・付近見取図

外部・内部仕上表№１

外部・内部仕上表№１

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前＜管理教室棟＞ 改修後 外部階段詳細図№１

改修前＜管理教室棟＞ 改修後 外部階段詳細図№２

改修前＜管理教室棟＞

改修前＜管理教室棟＞

１階平面詳細図№１（すこやか学級４・３年４組）

１階平面詳細図№３（３年５組・作業室・資料室）

１階平面詳細図№２（校長室・応接室・職員室・放送室）

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前＜管理教室棟＞

１階平面詳細図№４（仮設職員室）

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前＜管理教室棟＞ １階平面詳細図№７（西男子便所・西女子便所）改修後

＜管理教室棟＞ 改修前 １階平面詳細図№８（生徒玄関・多目的教室２）

１階平面詳細図№６（仮設相談室１・仮設相談室２）

１階平面詳細図№９（生徒玄関・保健室）

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前 改修後
１階平面詳細図№１０

（東男子便所・女子便所、ＥＶピット）

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

改修後

改修前

改修前 １階平面詳細図№１１（職員玄関・資材室）

改修後

（仮設普通教室・応接室兼校長室・書庫・放送室）

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

改修後

改修前

改修後

改修前

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

改修後

改修前

改修後

改修前

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修前 改修後

改修前 改修後

３階平面詳細図№１（２年１組・２年２組）

３階平面詳細図№２（普通教室）

３階平面詳細図№３（多目的教室１・２年３組・通路）

３階平面詳細図№５（２年４組・多目的教室２）

３階平面詳細図№７（２年５組・すこやか学級５）

３階平面詳細図№９（西男子便所・西女子便所）

４階平面詳細図№１（西男子便所・西女子便所）

１階平面詳細図№３（家庭科準備室・美術準備室・第２美術室）

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

改修後

改修前

改修後

改修前

１階平面詳細図№１（すこやか学級３・家庭科被服室）

３階平面詳細図№１０

（東男子便所・東女子便所・ＥＶピット）

（東男子便所・東女子便所・ＥＶピット）

４階平面詳細図№２

１階平面詳細図№２（仮設普通教室）

１階平面詳細図№４（仮設普通教室）

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

改修後

改修前

改修前

２階平面詳細図№１（第１理科室）

２階平面詳細図№３（第２理科室・理科準備室）

＜特別教室棟＞ ２階平面詳細図№２（仮設すこやか学級・普通教室）

＜特別教室棟＞ 改修後

改修前＜管理教室棟＞ 改修後
（すこやか学級・仮設校長室・仮設応接室）
１階展開図№１

２階平面詳細図№４（仮設すこやか学級・普通教室）

２階平面詳細図№２

２階平面詳細図№３（仮設普通教室）

２階平面詳細図№４（保健室・通路）

２階平面詳細図№５（保健室・通路）

２階平面詳細図№６（応接室・小会議室）

２階平面詳細図№７

２階平面詳細図№８（職員室）

２階平面詳細図№９（職員室）

２階平面詳細図№１０（西男子便所･西女子便所）

２階平面詳細図№１１（生徒玄関・教材室）

２階平面詳細図№１２（生徒玄関・小会議室）

２階平面詳細図№１３（湯沸室・印刷室）

２階平面詳細図№１４（ＥＶピット・印刷室）

（放送室・カウンセリングルーム・更衣室・相談室・共同実施室）

２階平面詳細図№１（大会議室・普通教室）

１階平面詳細図№１２（仮設給湯室・仮設印刷室）

＜管理教室棟＞ 改修前 １階展開図№２（３年４組）

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

１階展開図№３（仮設職員室）

１階展開図№４（仮設放送室）

改修前＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前

１階展開図№５（３年５組）

１階展開図№６（仮設職員室）

１階展開図№７（作業室・資料室）

１階展開図№８（仮設職員室）

改修後 １階展開図№９（廊下）

改修後

改修後

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

改修前

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

１階展開図№１２（西女子便所）

１階展開図№１３（西女子便所）

１階展開図№１４（西男子便所）

１階展開図№１５（西男子便所）

１階展開図№１６（東女子便所）

１階展開図№１７（東男子便所）

１階展開図№１８（東男子・東女子便所）

２階展開図№１（大会議室）

２階展開図№３（放送室・カウンセリングルーム）

２階展開図№６（相談室Ａ・共同実施室）

２階展開図№７（共同実施室・保健室）

２階展開図№８（仮設普通教室）

２階展開図№９（保健室）

２階展開図№１０（保健室）

２階展開図№１１（保健室）

２階展開図№１２（保健室）

２階展開図№１３（相談室Ｂ）

２階展開図№１４（小会議室・書庫）

２階展開図№１５（仮設普通教室）

２階展開図№１６（書庫・通路・校長室）

２階展開図№１７（校長室・応接室）

２階展開図№１８（応接室兼校長室）

１階展開図№１０

１階展開図№１１
（資材倉庫・仮設給湯室・仮設印刷室）

２階展開図№２（仮設普通教室）

２階展開図№５（仮設普通教室）

２階展開図№４（カウンセリングルーム・女子更衣室）

＜管理教室棟＞ ２階展開図№１９（放送室）

＜管理教室棟＞ 改修後 ２階展開図№２０（書庫）

＜管理教室棟＞ 改修前 ２階展開図№２１（職員室）

＜管理教室棟＞ 改修前 ２階展開図№２２（職員室）

＜管理教室棟＞ 改修後 ２階展開図№２３（職員室）

＜管理教室棟＞ 改修後 ２階展開図№２４（職員室）

改修前

改修後

改修前

改修後

２階展開図№２５（生徒玄関）

２階展開図№２６（生徒玄関）

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

１階平面詳細図№５（倉庫）

（倉庫・仮設相談室）

３階平面詳細図№４（普通教室・給食保管庫・通路）

３階平面詳細図№６（普通教室）

３階平面詳細図№８（普通教室）
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Ａ－１５９

Ａ－１６０

Ａ－１６１

Ａ－１６２

Ａ－１６３

Ａ－１６４

Ａ－１６５

Ａ－１６６

Ａ－１６７

Ａ－１６８

Ａ－１６９

Ａ－１７０

Ａ－１７１

Ａ－１７２

Ａ－１７３

Ａ－１７４

Ａ－１７５

Ａ－１７６

Ａ－１７７

Ａ－１７８

Ａ－１７９

Ａ－１８０

Ａ－１８１

Ａ－１８２

Ａ－１８３

Ａ－１８４

Ａ－１８５

Ａ－１８６

Ａ－１８７

Ａ－１８８

Ａ－１８９

Ａ－１９０

Ａ－１９１

Ａ－１９２

Ａ－１９３

Ａ－１９４

Ａ－１９５

Ａ－１９６

Ａ－１９７

Ａ－１９８

Ａ－１９９

Ａ－２００

Ａ－２０１

Ａ－２０２

Ａ－２０３

Ａ－２０４

Ａ－２０５

Ａ－２０６

Ａ－２０７

Ａ－２０８

Ａ－２０９

Ａ－２１０

Ａ－２１１

Ａ－２１２

Ａ－２１３

Ａ－２１４

Ａ－２１５

Ａ－２１６

Ａ－２１７

Ａ－２１８

Ａ－２１９

Ａ－２２０

Ａ－２２１

Ａ－２２２

Ａ－２２３

Ａ－２２４

Ａ－２２５

Ａ－２２６

Ａ－２２７

Ａ－２２８

Ａ－２２９

Ａ－２３０

Ａ－２３１

Ａ－２３２

Ａ－２３３

Ａ－２３４

Ａ－２３５

Ａ－２３６

Ａ－２３７

（原図：A2）

図 面 名 称 図 面 名 称図 面 名 称

建 築 工 事

２階展開図№２７（生徒玄関）

２階展開図№２８（生徒玄関）

２階展開図№２９（小会議室）

２階展開図№３０（湯沸室）

２階展開図№２１（ＥＶピット）

２階展開図№３２（印刷室）

２階展開図№３３（印刷室）

２階展開図№３４（職員女子便所）

２階展開図№３５（西女子便所）

２階展開図№３６（職員男子便所）

２階展開図№３７（西男子便所）

２階展開図№３８（廊下）

２階展開図№３９（廊下）

３階展開図№１（２年１組）

３階展開図№２（普通教室）

３階展開図№３（２年２組）

３階展開図№４（普通教室）

３階展開図№５（多目的教室１）

３階展開図№６（多目的教室１）

３階展開図№７（２年３組）

３階展開図№８（普通教室）

３階展開図№９（２年４組）

３階展開図№１０（普通教室）

３階展開図№１１（多目的教室２）

３階展開図№１２（普通教室）

３階展開図№１３（２年５組）

３階展開図№１４（普通教室）

３階展開図№１５（すこやか学級５）

３階展開図№１６（すこやか学級）

３階展開図№１７（東女子便所）

３階展開図№１８（東男子便所）

３階展開図№１９（東男子便所）

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後 ３階展開図№２０（東女子便所）

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

３階展開図№２１（西女子便所）

３階展開図№２２（西女子便所）

３階展開図№２３（西男子便所）

３階展開図№２４（西男子便所）

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

３階展開図№２６（廊下）

３階展開図№２７（廊下）

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後 ４階天井伏図

２階天井伏図

１階天井伏図

３階天井伏図

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修後

３階展開図№２８（廊下）

４階展開図№１（東女子便所）

４階展開図№２（東女子便所）

４階展開図№３（東男子便所）

４階展開図№４（東男子便所）

４階展開図№５（西女子便所）

４階展開図№６（西女子便所）

４階展開図№７（西男子便所）

４階展開図№８（西男子便所）

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

２階天井伏図

１階天井伏図

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞ ３階天井伏図

１階建具符号図

２階建具符号図

３階建具符号図

４階建具符号図

屋上階建具符号図

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞ 改修前

＜管理教室棟＞

改修後

改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

撤去建具表№１＜カバー工法部分改修建具＞

撤去建具表№２＜カバー工法部分改修建具＞

撤去建具表№１

撤去建具表№２

撤去建具表№３

撤去建具表№４

撤去建具表№５

撤去建具表№６、引渡し建具表№１

新設建具表№１＜カバー工法部分改修建具＞

新設建具表№２＜カバー工法部分改修建具＞

新設建具表№１＜カバー工法部分改修建具＞

＜特別教室棟＞

＜管理教室棟＞

新設建具表№１

新設建具表№２

新設建具表№３

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 既設建具表№１＜カバー工法部分改修建具＞

＜管理教室棟＞ 既設建具表№２＜カバー工法部分改修建具＞

改修後 新設建具表№１＜カバー工法部分改修建具＞改修前

＜管理教室棟＞ 既設建具表№１

既設建具表№２＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜特別教室棟＞

１階建具符号図

２階建具符号図

改修前 改修後

改修前 改修後

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

建具表№１＜仮設戸入替建具＞

防水詳細図№１

防水詳細図№２

防水詳細図№３

防水詳細図№４

防水詳細図№５

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

改修後

改修後 各部詳細図№１

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞ 改修後

各部詳細図№２

各部詳細図№３

各部詳細図№４

改修前

＜管理教室棟＞ 改修前 撤去家具図№１

＜管理教室棟＞ 改修前 撤去家具図№２

＜管理教室棟＞ 新設家具図№１

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

新設家具図№２

新設家具図№３

新設家具図№４

新設家具図№５

改修後 外構配置図

改修後 外構各部詳細図№１

改修後 外構各部詳細図№２

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜特別教室棟＞

改修前 改修後＜特別教室棟＞

１階平面図　家具キープラン

２階平面図　家具キープラン

３階平面図　家具キープラン

４階平面図　家具キープラン

１階平面図　家具キープラン

２階平面図　家具キープラン

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

Ａ－２３９

Ａ－２３８

全体３階仮設計画図（着工～夏休み終了）

全体４階仮設計画図（着工～夏休み終了）

全体１階仮設計画図（仮設職員室工事完了～夏休み終了まで）

全体１階仮設計画図（夏休み後～完了）

全体２階仮設計画図（夏休み後～完了）

全体３階仮設計画図（夏休み後～完了）

全体４階仮設計画図（夏休み後～完了）

３階展開図№２５（廊下）

全体仮設計画図（着工～夏休み終了）

全体仮設計画図（夏休み後～完了）

全体１階仮設計画図（着工～仮設職員室工事終了）

全体２階仮設計画図（着工～仮設職員室工事終了）



空調設備（制御線）　２階平面図

給排水衛生設備　４階平面図

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝
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図 面 名 称

設 計 年 月 日
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項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

図面番号図面番号 図面番号

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 改修後

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後

改修前 改修後

改修後改修前

改修後

改修後

図 面 リ ス ト № ３

図面リスト№３

電気設備工事 機械設備工事

機械設備工事　特記仕様書１

機械設備工事　特記仕様書２

給排水衛生設備　機器表・器具表

改修前 改修後 給排水衛生設備　系統図

屋内消火栓設備　計算書

給排水衛生設備　全体配置図

改修前 給排水衛生設備　配置図

給排水衛生設備　配置図改修後

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

給排水衛生設備　２階平面図

給排水衛生設備　３階平面図

給排水衛生設備　屋根伏図

＜特別教室棟＞

給排水衛生設備　１階平面図

給排水衛生設備　１階平面図

給排水衛生設備　２階平面図

給排水衛生設備　３階平面図

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 給排水衛生設備　１階平面詳細図（西便所）

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 給排水衛生設備　１階平面詳細図（東便所）

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 給排水衛生設備　２階平面詳細図（西便所）

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 給排水衛生設備　２階平面詳細図（東）

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 給排水衛生設備　３階平面詳細図（西便所）

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 給排水衛生設備　３階平面詳細図（東便所）

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

給排水衛生設備　４階平面詳細図（西便所）

給排水衛生設備　４階平面詳細図（東便所）

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 給排水衛生設備　Ｒ階平面詳細図（高置水槽）

空調設備　機器表

空調設備　系統図

空調設備（制御線）　配置図

＜渡り廊下・特別教室棟＞ 改修前 改修後 空調設備　１階平面図

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 空調設備　１階平面図

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

空調設備　２階平面図

空調設備　３階平面図

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 空調設備　４階平面図

換気設備　機器表

換気設備　計算書

改修前 改修後＜管理教室棟＞ 換気設備　１階平面図

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

改修前 改修後＜管理教室棟＞

換気設備　２階平面図

換気設備　３階平面図

換気設備　４階平面図

改修後

Ｍ－００１

Ｍ－００２

Ｍ－００３

Ｍ－００４

Ｍ－００５

Ｍ－００６

Ｍ－００７

Ｍ－００８

Ｍ－００９

Ｍ－０１０

Ｍ－０１１

Ｍ－０１２

Ｍ－０１３

Ｍ－０１４

Ｍ－０１５

Ｍ－０１６

Ｍ－０１７

Ｍ－０１８

Ｍ－０１９

Ｍ－０２０

Ｍ－０２１

Ｍ－０２２

Ｍ－０２３

Ｍ－０２４

Ｍ－０２５

Ｍ－０２６

Ｍ－０２７

Ｍ－０２８

Ｍ－０２９

Ｍ－０３０

Ｍ－０３１

Ｍ－０３２

Ｍ－０３３

Ｍ－０３４

Ｍ－０３５

Ｍ－０３６

Ｍ－０３７
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（原図：A2）

改修前 改修後 幹線系統図

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

電気設備工事　特記仕様書１

電気設備工事　特記仕様書２

電気設備工事　特記仕様書３

配置図( 改修後)

配置図( 改修前)

屋外キュービクル単線結線図

分電盤結線図１

分電盤結線図２・自立型総合盤・照明器具姿図

弱電機器姿図１

弱電機器姿図２

幹線動力・コンセント設備　１階平面図

幹線動力・コンセント設備　２階平面図

幹線動力・コンセント設備　３階平面図

幹線動力・コンセント設備　４階平面図

空調電源設備　１・２階平面図

空調電源設備　３階平面図

電灯設備　１階平面図

電灯設備　２階平面図

電灯設備　３階平面図

電灯設備　４階平面図

図 面 名 称図 面 名 称図 面 名 称

給水設備　仮設図

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞ 拡声設備系統図

弱電系統図

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

弱電設備　１階平面図

弱電設備　２階平面図

弱電設備　３階平面図

弱電設備　４階平面図

＜管理教室棟＞ 改修前 改修後 電気設備　屋根伏図

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

＜管理教室棟＞

自動火災報知設備系統図

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

自動火災報知設備　１階平面図

自動火災報知設備　２階平面図

自動火災報知設備　３階平面図

自動火災報知設備　４階平面図

＜管理教室棟＞ 西立面図

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

＜特別教室棟＞

改修前 改修後

改修前 改修後

改修前 改修後

コンセント設備　１階平面図

コンセント設備　２階平面図

電灯設備　１階平面図

電灯設備　２階平面図

電灯設備　３階平面図

弱電設備　１階平面図

弱電設備　２階平面図

Ｅ－０４５

Ｅ－０４６

Ｅ－０４７

Ｅ－０４８

Ｅ－０４９

Ｅ－０５０

＜管理教室棟＞ 仮設電気設備　１階平面図

仮設構内情報通信網設備　１階平面図

仮設構内情報通信網設備　２階平面図

仮設構内情報通信網設備　３階平面図

仮設構内情報通信網設備　４階平面図

構内情報通信網設備　１階平面図

構内情報通信網設備　２階平面図

構内情報通信網設備　３階平面図

構内情報通信網設備　４階平面図



　使用権は発注者に移譲するものとする。また、製本２部（原図サイズ）により提出すること。

工 事 特 記 仕 様 書 （ 改 修 ）

Ⅰ．工事名称

Ⅱ．工事概要

　１　工事場所

　２　敷地面積

　３　工事内容

　　　　構造

　　　　棟名称

　　　　建築面積

　　　　延べ面積

　　　　工事項目

Ⅲ．建築改修工事仕様

　１　共通仕様

　２　特記仕様

　　　(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　　(2) 特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　　　(3) 項目欄に記載の（　）内表示番号は改標仕の該当項目等を示す。

章

１

項 目 特 記 事 項

一
 
般
 共
 
通
 事
 
項

　　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書」及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成28年版

　　　（以下「改修標準仕様書」という。）による。

 １　適用基準等 　１）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成28年版）

鉄筋コンクリート造

管理教室棟、特別教室棟

津市久居西鷹跡町　地内

34,914㎡

管理教室棟：4,328㎡　　特別教室棟：2,210㎡　　渡り廊下：133㎡

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

大規模改造

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成28年版）

３）建築工事標準詳細図

２）公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成28年版）

２

仮

設

工

事

　　設置する足場について、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平成21年４月）」により、「働きやすい安

　心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の

　作業は、「手すり先行工法による足場の組立等に関する基準」の２の(２)手すり据置き型方式又は(３)手すり先行専用足場方

　式により行うこと。

(2.2.1)

(表2.2.1)

　　内部足場の種別　・　脚立　　・　足場板　　・（　　　　　）

　　防護シート等による養生　　　・　適用する　　・　適用しない

(2.3.1)

　　　養生方法（　　　　　　　　　　）

　　既存ブラインド・カーテンの養生

　　　保管場所　・　構内既存施設内

　　固定された備品、机、ロッカーの移動

　　　・　行う　・　行わない

(2.3.2)

(表2.3.1)

　　屋内の仮設間仕切り　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　　　　　　　　　　　　　合板　厚さ　・　９㎜　　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　合板又は石こうボードの塗装　・　行う　　・　行わない

(2.4.1)

　・　構内建物内の一部を使用する。

　・　設置する　　・　設置しない

　　　監督員事務所の規模(単位:㎡)

　　　適用

　　　規模　　 　10程度　　　20程度　　　35程度　　　65程度　　 100程度

　　　監督員事務所の仕上げ

　　 　　部　位　等　　　　　　　　　　　　　　　　仕　上　げ

　　　　 　　床 　合板張り又はビニール床シート張り

　合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

　装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

　　　 　内壁・天井

　　　　　　屋根

組

足

個

台

着

個

個

個

台

個

個

台

個

台

台

　種類

　数量

　種類

　数量

　種類

　数量

 机・いす  温度計

 衣類ロッカー

 インターネット

 長靴

 消火器

 書棚

 雨合羽

 掃除具

 黒板・白板

 保護帽

 FAX
 受注者加入電話

 掛時計

 懐中電灯

 冷暖房機器

    備品等

(2.4.1)(b)

　　構内既存の施設 ６　仮設便所

 ５　監督員事務所の

 ４　監督員事務所

 ３　仮設間仕切り

 ２　既存部分の養生

 １　足場

　　・　利用できる　　・　利用できない

 ７　工事用水 　　構内既存の施設　

　　・　利用できる（　・　有償　・　無償）　・　利用できない

 ８　工事用電力 　　構内既存の施設　

　　・　利用できる（　・　有償　・　無償）　・　利用できない

　　有償利用の場合において、本工事で新規受電又は既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する電力料金は、本工事

　　に含まれる。

 ９　交通誘導警備員

　　既存部分の養生　　・　図示

　　取合い

　　施工範囲

　　　・　図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

　　　・　図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

　　　・　自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　　　・　駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び　操作スイッチ

　　施工図

　　　・　設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受けること。

　　工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、監督職員に報告するとともに承諾を受けて現状に準じて補

　修する。(1.3.13)

　　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事事故発生報告書を監督

　員が指示する期日までに、監督員に提出すること。

　　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

１７　設備工事との

１８　既存部分等へ

１９　事故報告

　　　　・本工事（　・　建築工事　　・　電気設備工事　　・　機械設備工事）　　・　別途工事

　２）　防火対象物使用開始届出書

　　　　書類の作成（電気設備図面の作成及び電気設備に関する部分の記入）を行うこと。

　１）　消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

    法に基づく労働

    災害防止措置

　　労働安全衛生法第30条第１項に規定する措置を講ずる必要がある場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の

　規定に基づき、本工事の請負者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することにより得ら

　れたものとみなす。

２０　消防提出書類

２１　労働安全衛生

　　用の禁止

　１）　一般事項

　３）　是正措置

　２）　調査の協力

　　　　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければならない。また、受注者は下請負者等

　　屋外広告物を設置する場合は、「三重県屋外広告物条例」第２３条に規定する屋外広告業の登録事業者であること。

　　　に不正軽油の使用が判明した場合は速やかに是正措置を講じるよう管理及び監督しなければならない。

　　　　市工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材等の搬出入車両を含む。）並びに建設機械等

　　　の燃料として、不正軽油(地方税法第144条の32(製造等の承認を受ける義務等)の規定に違反する燃料をいう。)を使用し

　　　てはならない。

　　　　受注者は、市が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければならない。また、受注者は下請負者等

　　　に同調査に協力するよう管理及び監督しなければならない。

２２　不正軽油の使

２３　屋外広告物

(1.3.12)　る法律」（平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令で定める建設工事の規模に関する基準

　　本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関す

　以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適正な措置を講

　ずることとする。

　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

造成等

基礎・基礎ぐい

上部構造部分・外装

屋根

その他

工程 作業の有無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

分別解体等の方法

建築設備・内装等

（　　　　　）

　　分別解体等の方法

　　・　特別管理産業廃棄物　　　・　有（　　　　　）　　処理方法（　　　　　）

 ３　発生材の処理等

　　・  アスベスト成形板等解体時の留意点

  　 　　1.手ばらし等、出来るだけ粉塵の発生しない方法で行うこと。

 　 　 　2.可能であれば湿潤状態（散水）として作業を進めること。

　　   　3.飛散されない様にすること。

　　   　4.保護具及び作業着を着用すること。

　   　　5.解体されたボード等は、蓋のある容器に入れること。

　  　　 6.事前に使用箇所や状況の調査を行い記録すること。

　　・　現場において再利用を図るもの　　（　　　　　）

　　・　再資源化を図るもの　　　・　コンクリート塊

　　　　　　　　　　　　　　　　・　アスファルトコンクリート塊

　　　　　　　　　　　　　　　　・　建設発生木材

　　引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し、監督員へ提出すること。

　　引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利用の

　促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従

　い適切に処理し、監督員にマニフェストA、B2、D票を提示すること。

　　交換システムの

　　利用

　　再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、受注者は受注時において工事請負代金額が１億円以上の工事については、

　工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」及び「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出

　すること。

　　また、工事着手前にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータを入力し、工事完了時にはシステムへ実績

　報告を行うこと。

     物税

　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の４月１日

　から８月31日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うこと

　ができる。

　　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請

　求することはできない。

(1.3.3)

　　適用する

　　職種別に可能なものについては、積極的に活用のこと。
(1.6.2)

　　調査範囲及び調査方法　　・　工種別の特記による

(1.5.2)

    破壊部分の補修

(1.5.3)

　　補修方法　　・　図示（図面番号：　　　　　）　・（　　　　　）

 ４　建設副産物情報

 ５　三重県産業廃棄

 ６　電気保安技術者

 ７　技能士

 ８　施工数量調査

 ９　調査のための

１０　建築材料等
　１）　本工事に使用する木材は、津市公共建築物等木材利用方針に基づき、木材の利用に努めること。

　２）　本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、F☆☆☆☆以上とする。

　　度測定

(1.6.9)

パラジクロロベンゼン

学校,教育施設

ホルムアルデヒド トルエン キシレン エチルベンゼン スチレン

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

その他

住宅

施設用途適用

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

　　測定方法（　・　パッシブ法　・　アクティブ法）

　　報告書提出部数　２部

　　工法

　　改修標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。

　　防止

　　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定された建設機械の使用に努めること。

１１　化学物質の濃

１２　特別な材料の

１３　騒音・振動の

１４　工事写真 　　営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部 (平成28年版)）に従い撮影する。

　　提出部数　１部　用紙は上質紙とする。

(1.8.2)

　　作成する　（　・　完成図　　・　保全に関する資料　　・（　　　　　））

　　完成図はＣＡＤにより作成することとし、著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む）にかかる

１５　完成図

１６　完成写真 　・ デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。

　　（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部

　　箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できない場合や枚数が多大になる場合には、監督員と協議するこ

　　と。写真は、着工前・施工中・完成を同一場所から、黒板なしで撮影すること。

　　完成図作図範囲（設計図を訂正）

　　・　引き渡しを要するもの　（・　無　　・　トイレブース　）

　　外部足場の種別　・　（　手摺先行枠組本足場　）

　　　　　　　　　　　　　種別　　　　・　Ａ種　　・　Ｂ種（南京錠付き）　　・　Ｃ種

　　　　　　　　　　　　　せっこうボード　厚さ　・9.5mm　・（　　　）

　　仮設扉　　　　　　　　設置箇所　　・　図示（　　　　　）

　　配置　　・　図示（　　　　）

 ２　施工条件 　施工方法及び検査に関する事項

　※　工事契約後、速やかに調査及び施工計画書等を作成し、現場着手までに市監督員の承諾を得ること。

　※　工事中の安全計画・消防計画等は、市監督員と十分協議し災害防止に努めること。

　※　本工事における諸官庁への届出、手続き及び書類等は、速やかに提出し工事の遂行に影響の無いよう努めること。

　※　特定作業に伴って発生する騒音は、低振動・低騒音に努め騒音規　制法に基づき関係機関への届出・打合せの上、作業に

　　着手する事とし又、周辺住民からの苦情があった時は、工事を一時中断し、誠意をもって地元調整を行い、工事の再開は市

　　監督員の承認を得てから行うこと。

　※　工事期間中、現場内入場者及び近隣関係者等へ危害を与えないよう注意し、かつ周道路等に資材を落下させたり、ほこり

　　等を飛散させないよう万全の注意を払うこと。

　※　場外退出時、車両足廻りの洗浄等を行い、汚損等しないようにすること。

　※　工事車両の出入りについては、登下校時間を避け、安全確保に十分配慮すること。

　　また、夏休み等学校指定休校日であっても、生徒等が利用している場合があるので、注意を払うこと。

　※　工事車両及び工事関係車両は、周辺道路に駐車しないこと。

　※　工事期間中、工事に起因し既存施設破損等を与えた場合は、工事請負者の責任において速やかに現状復旧するとともに市

　　監督員に報告書を提出すること。

　※　工事着手前には、現況状況把握の為に破損箇所等があれば、市監員立合いのもと写真に記録しておくこと。また、工事過

　　程に於いて、既設施設に破損等を与えた場合は、請負者の負担において速やかに復旧すると共に、市監督員に報告すること。

　※　設計図書に明記なくとも機能上及び構造上当然必要と認められるもの並びに、取り合いのはつり補修復旧は本工事に含む。

　　なお内訳書の数量は参考とし、当図面を優先する。

　※　作業着手までの校内調査は、事前に学校及び市監督員の承諾を得るものとし、学校の授業終了後、休日等の行事に影響を

　　与えない範囲とする。

　※　夏休み期間終了までに別紙のとおり、生徒・職員の登下校が安全に行えるよう外部仮設の変更を行うこと。

　※　工事用水、電力については校内既存の施設を無償で利用できる。但し、学校行事に影響しないよう事前に打合わせのうえ

　　計画し、施工すること。

　　測定対象室及び測定個所数　　・　図示（図面番号：A-015、016 ）　　・（　　　　　　）

　※　内部仮間仕切の変更も同様に行うこと。

　※　夏休み中も、屋内運動場等を利用する為、安全に十分配慮すること。なお、夜間開放も予定されている。

　※　別紙のとおり、夏休み終了までに工事を完了させ、市検査課の中間検査を受け、８月３１日までに引き渡すこと。

　※　工事作業については、学校運営に支障をきたさないよう工事の遂行に必要な施工体制を確保すること。

※　埋蔵文化財の掘削立会いがあるので、協力すること。

　　閉等により授業中の通風に配慮すること。但し、休日等授業の無い日に行う場合は学校及び市監督員と協議のこと。

　　また、２学期開始から１０月末までは、外壁の塗装・補修作業は行わないこととし、当該期間については養生シートの開

※　外壁改修工事について、管理教室棟北面（Ｙ３通りへのセットバック部分は除く）は、夏休み中に終えること。

　　（足場撤去も含む）

※　夏季休暇期間以外での斫り等騒音を伴う作業は土曜日に行うことを原則とする。

　※　工事期間中の学校敷地内は、工事作業員及び工事車両と生徒等との動線交錯が発生するため、安全確保に十分留意し、現

　　場作業日には終日誘導員を配置すること。

　※　屋外仮囲い、撤去工事等の現場への本格着手は７月２１日からとし、仮設保健室・仮設職員室・仮設放送室・仮設校長室

　　仮設応接室・仮設給湯室・仮設印刷室は、８月中旬までに引渡すこと。

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS改修特記仕様書№１

A-001
（原図：A2）

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



　　　　　種別

　　　　　・図示（　　　）

　　　　報告書　２部（立面図等に記載、必要に応じて写真添付）

　　　　調査方法　・　打診、目視及びクラックスケール等（　・　足場　　・　ゴンドラ）

　　　　　　　　　・　浮き部

　　　　　　　　　・　はがれ及びはく落部分

　　　　調査項目　・　ひび割れ部（・　幅0.2㎜　　・　0.2㎜～1.0㎜　　・　1.0㎜以上）

　　　　調査範囲　・　全面　　・（　　　　　）

　　・　行う　・　行わない １　施工数量調査４
　
外
 
壁
 改
 
修
 工
 
事

新規仕上げ・　塗り仕上げ外壁

　　外壁

・　タイル張り仕上げ

・　モルタル塗り仕上

　　げ外壁

・ マスチック塗材塗り

・ 各種塗料塗り

・ 可とう形改修用仕上塗材塗り

・ 複層仕上塗材塗り

・ 厚付け仕上塗材塗り

・ 薄付け仕上塗材塗り

・ 伸縮目地改修工法

・ 目地ひび割れ部改修工法

浮き部

目地

　・ エポキシ樹脂注入タイル固定工法

・ タイル部分張替え工法

・ タイル張替え工法

　・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　・ 全面エポキシ樹脂注入工法

　・ 部分エポキシ樹脂注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング

　・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　・ 全面エポキシ樹脂注入工法

　・ 部分エポキシ樹脂注入工法

・ アンカーピンニング

・ タイル張替え工法

・ タイル部分張替え工法
欠損部

ひび割れ部
・ Ｕカットシール材充填工法

・ 樹脂注入工法

浮き部

・　モルタル塗替え工法

・　充填工法

　・　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　・　全面エポキシ樹脂注入工法

　・　部分エポキシ樹脂注入工法

・　注入口付アンカーピンニング

　・　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

　・　部分エポキシ樹脂注入工法

　・　全面エポキシ樹脂注入工法

・　アンカーピンニング

欠損部

ひび割れ部

・　モルタル塗替え工法

・　充填工法

・　シール工法

・　Ｕカットシール材充填工法

・　樹脂注入工法

・　充填工法

・　シール工法

・　Ｕカットシール材充填工法

・　樹脂注入工法

欠損部

ひび割れ部

　　仕上げ外壁

・　コンリート打放し

改修工法種類外壁

(4.1.5)

(4.1.4)

２　改修工法の種類

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応したか固定金具の間隔固定方法等は施工計画書として提出する。

　　　　　　　笠木固定金具の工法　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　　　板材折曲げ形の笠木の取付方法　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　　　下地補修の工法　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　工法　　　既存笠木等の撤去　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　表面処理　　・（　　　　　　）

(3.9.3)

(3.9.2)(d)

　　固定方法　　・（　　　　　　）

　　固定金具の間隔（　　　　　㎜）(3.9.3)(b)

　　　・　板材折曲げ形（本体幅（　　　　　）㎜、板厚　・　2.0㎜　　・（　　　　　　））

　　　・　押出し350形

　　　・　押出し250形

　　部材の種類

(表3.9.1)

(3.9.2)(c)

    笠木

 ８　アルミニウム製

　　工法　　・　図示（図面番号：　　　　）

　　材種　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）　　・　配管用鋼管（白管）

　　　　　　・（　　　　　）
(表3.8.1)

(3.8.2)

 ６　シーリング

 ７　とい

　　　・　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験　　・　行わない

　　シーリング材の試験(3.7.8)

　　　　　（ボンドブレーカー幅　　㎜、エッジング材幅　　㎜）

　　　・　ブリッジ工法

　　　・　拡幅シーリング再充填工法

　　　・　シーリング再充填工法

　　　・　シーリング充填工法

　　工法(3.7.4～7)

・　SR-1

・　PU-2

・　PS-2

・　MS-2

・　SR-2

施工箇所

ポリウレタン系

ポリサルファイド系

変成シリコーン系

シリコーン系

シリコーン系

材種種類

　材料

(表3.7.1)

(3.7.2)

　　（L4X）　　　　　　　　　・　行う　・　行わない

　　（M4AS,M4ASI,M4C,M4DI）　・　行う　・　行わない

(3.2.6)(c)(6)

(3.2.6)(c)(2)
　　去

    の仕上塗装の除

 ５　既存防水層表面

　　保護層　・　図示（図面番号：　　　　）

　　・　Y-2　・　   　　　　・　P2Y
　　　　・　P1Y

　　　　施工箇所　　　　　種別　　　　　工法(3.6.3)(b)

　　　・　設けない

　　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　脱気装置

　　　　仕上塗料　　　　施工箇所

　 ・　X-1　・　X-2

　　　　　種別

　　　　・　L4X
　　　　・　P0X

　　　　　工法

(3.6.3)(a)

(3.6.3)

(表3.6.1)

 ４　塗膜防水

　　保護層の施工・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　増張り　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　目地処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　既存防水層下地がPCコンクリート部材の場合(3.5.4)

　　　・　設けない

　　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　脱気装置(3.5.3)

　　　　仕上塗料　　　　　種別　　　　 工法

・　S3SI

・　S-F1(SI-F1)

・　S-F2(SI-F2)

・　S3S 

(表3.5.3)

(表3.5.1)～

(3.5.3)

　　　材質、厚さ（　　　）

　　断熱工法の断熱材（P0SI,S4SI,S3SI,M4SI）

　　固定金具の材質及び寸法形状　・図示（　　　）

　　絶縁用シート　・　発泡ポリエチレンシート　

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.5.1)及び(表3.5.2)による　・（　　　　　）

　　ルーフィングシート

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.5.1)及び(表3.5.2)による　・（　　　　　）

(3.5.2)

   シート防水

 　ルーフィング

 ３ 合成高分子系

　　　・　設けない

　　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））
　　脱気装置

仕上塗料

・　AS-J2　　　　　 

・　AS-T1　・　AS-T2

施工箇所種別

・　M4AS

工法

(表3.4.3)

(表3.4.1)～

(3.4.3)

　　　図示　・（　　　　　）

　　　材質、厚さ（　　　　　）

　　断熱工法の断熱材（M3ASI,M4ASI,P0ASI）

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　粘着層付改質アスファルトシート及び部分粘着層付改質アスファルトシート

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　改質アスファルトシート

(3.4.2)

　　トシート防水

 ２　改質アスファル

　　　　　　　　　　　・　れんが（材種　・　JＩS　R1250）

　　立上り保護　　　　・　乾式保護材（　　　　　）

　　屋上排水溝の適用　・　適用する

　　保護層　　　　　　・　設ける　　・　設けない

　　　　　　　　　　　　　　　床タイル張り　・　水下60mm以上　　・（　　　　　）

　　保護コンクリートの厚さ　　こて仕上げ　　・　水下80mm以上　　・（　　　　　）(3.3.5)

　　・　仕上塗料　種類（　　　　　）　使用量（　　　　　）

　　・　設けない

　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　脱気装置（M3D,P0D,P0DI,M3DI,M4DI）

(3.3.3)(C)

(3.3.3)(b)(2)

　　　ルーフドレン回り及び立上がり部周辺断熱材の張りじまい位置　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　厚さ　・（　　　　　）

　　　　　　・　Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種２号

　　　　　　・　Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種１号

　　　　　　・　Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板３種ｂ（スキンあり）

　　　材質　・（　　　　　）

　　断熱工法の断熱材（P1BI,P2AI,T1BI,P0DI,M3DI,M4DI）(3.3.2)

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

　　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

　　改質アスファルトルーフィングシート

　　　・　E-1　・　E-2　　　   

　　　・　B-1　・　B-2　・　B-3

　　　　・　P2E

　　　　・　P1E

　　　　・　P1B

　　　　　施　工　箇　所　　　　　　　種　別　　　　 工　法

(表3.3.10)

(表3.3.3)～

(3.3.3)

(3.1.4)
　　水

 １　アスファルト防３
　
防
 水
 
改
 修
 
工
 事

(4.4.9)

(表4.5.4)

　　　・　行う（　・　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験）

　　　（位置　　　　　寸法　　　　　×　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数（　　　　　本）

　・　役物（　・　一体成形　　・　接着加工）

　　　検査　シーリング接着性試験　

　　　伸縮調整目地

　・　伸縮調整目地改修工法

　・　目地ひび割れ部改修工法

(4.5.16)

(4.2.2)(h)

　・　注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法(4.5.15)

　　　　 3～5

　　　　 3～4

下地側　 4～6

　　　　 4～7

　　　　 5～8

・　モザイクタイル貼り

・　マスク張り

・　改良圧着張り

・　改良積み上げ張り

・　密着張り

・　外装　タイル

・　ユニットタイル
・　小口未満

・　25mm角を超え小口未満

小口以上二丁掛け以下

タイル側 3～4

塗り厚(mm)工法タイルの大きさタイルの種別

　・　タイル張替え工法　

(4.5.8)

(4.2.2)(h)

標準・ 

　・　見本焼き　・　行う　・　行わない

　・　試験張り　・　行う　・　行わない

る区分　

用途によ 区分

Ⅰ類(磁器) Ⅱ類(せっ器) Ⅲ類(陶器)
役物

特注色 性有無

耐凍害
工法形状寸法施工箇所

　・　変成シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、ポリウレタン樹脂

　　　注入口付アンカーピンの本数及び注入口の配置　・　標準　　・（　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数及び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　　　　　・　注入口付アンカーピン（　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　））

　　　材料　　・　ポリマーセメントスラリー（　　　　　）

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　材料　　・　ポリマーセメントモルタル

　・　タイル部分張替え工法

(4.5.7)

(4.2.2)(h)

　・　注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法(4.2.2)(f)

(4.4.15)

(図4.4.4)

　・　注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

(図4.4.4)

(4.4.14)

(4.2.2)(f)

　・　注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

(図4.4.3)

(4.4.13)

(4.2.2)(f)

　・　アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

(図4.4.2)

(4.4.12)

(4.2.2)(e)

　・　アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

　・　アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

(図4.4.2)

(4.4.11)

(4.2.2)(e)

(図4.4.1)

(4.4.10)

(4.2.2)(e)

　　　仕上げ厚（　　　　　）

　　　材料　　・　既製目地材の適用及び形状（　　　　　）

　・　モルタル塗替え工法(4.2.2)(g)

　　　　　　・　行う　　・　行わない

　　　　　　　（　・ＰＵ－１　　・　ＰＵ－２　　・（　　　　　））

　　　　　　・　ポリマーセメントモルタル

　　　材料　・　エポキシ樹脂モルタル

　・　充填工法

(4.4.8)

(4.3.7)

(4.2.2)(d)

　　　材料　・　パテ状エポキシ樹脂

　　　　　　・　可とう性エポキシ樹脂

　・　シール工法

(4.4.7)

(4.3.6)

(4.2.2)(c)

　　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタル充填

　　　　　　・　可とう性エポキシ樹脂充填

　　　材料　・　シーリング用材充填

　・　Ｕカットシール材充填工法

(4.5.6)

(4.4.6)

(4.3.5)

(4.2.2)(b)

　　　　　　・　抜取り部分補修方法（　　　　　）

　　　　　　・　抜取り個数（　　　　　）

　　　コア抜取検査　・　行う　　・　行わない

　　　　　　・　低粘度形　　・　中粘度形

　　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入口間隔（　　　　　）

　　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入口間隔（　　　　　）

　　　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入間隔（　　　　　）

　　　材料　エポキシ樹脂JIS A6024(建築補修用注入エポキシ樹脂)

　　　　　　・　機械式エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　・　手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　種類　・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　・　樹脂注入工法

(4.5.5)

(4.4.5)

(4.3.4)

(4.2.2)(a)

３　改修工法等

・　S-M2

ガラス廻り

その他

　　　・　押出し280形

・　S4S

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS改修特記仕様書№２

A-002
（原図：A2）

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



(表4.2.4(その1)

(その2))

(4.2.2)(j)

種　類 呼び名

薄付け仕上塗材 ・　外装薄塗材Ｅ

・　外装厚塗材Ｃ

・　外装厚塗材Si

・　外装厚塗材Ｅ

仕上げ形状 工法

・　砂壁状

・　ゆず肌状

・　平たん状

・　ゆず肌状

・　さざ波状

・着色骨材砂壁状

ローラー

こて

吹付け

・　こて

・（　　　　　　） ・（　　　　　　）

・　凸部処理

・　平たん状

・　ひき起し

こて

吹付け

吹付け

・こて

・ローラー

・　吹放し

・　吹放し

・　凸部処理

・　平たん状

・　ひき起し

・　掻き落とし

・　吹付け

・　凹凸状

・　凹凸状

・　凹凸状

・（　　　　　　）

ローラー・　複層塗材Ｅ

・　防水形複層塗材Ｅ

・　ゆず肌状

・　凸部処理

・　凹凸模様
吹付け

・　複層塗材RE

・　防水形複層塗材RE

厚付け仕上塗材

ローラー

吹付け

・　可とう形改修塗材Ｅ ・　平たん状

・　さざ波状

・　ゆず肌状

・　可とう形改修塗材RE

・　可とう形改修塗材CE

複層仕上塗材

・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

仕上塗材

可とう形改修用

・（　　　　　　） ・（　　　　　　） ・（　　　　　　）

　・　外装厚塗Ｃの上塗材がセメントスタッコ以外の場合

　　　材所要量（　　　　　㎏／m2）

　・　マスチック塗材塗り　・　Ａ種　　・　Ｂ種

　　　　　　　　　　　　　仕上材塗り（　　　　　）

４　塗り仕上げ

(表4.2.5) 　複層仕上塗材の上塗材の種類

樹脂種類 溶媒種類 外 観

・　艶有　・　艶無　・　メタリック・　溶剤系

・　弱溶剤系 ・　艶有　・　艶無

・　水系 ・　艶有　・　艶無

・　シリカ系

・　アクリル系

・　水系 ・　艶無

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

・ ポリウレタン系

・　アクリル

　　シリコン系

・　ふっ素系

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

(4.6.3) 既存塗膜等の除去及び下地処理

・　水洗い工法

・　高圧水洗工法

・　サンダー工法

・　塗膜はく離剤工法

(4.6.4) 　下地調整

５

建

具

改

修

工

事

１　改修工法

(5.1.3)

　・　かぶせ工法

　・　撤去工法

２　防火戸

(5.1.4)

３　見本の製作

(5.1.5)

４　防犯建物部品

（5.1.7）

(5.1.6)(c)

５ ブラインドボッ

   クス等

６　アルミニウム製

　　建具

(表5.2.2) 　アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別

　・　外部に面する建具

　・　内部に面する建具

　・　C-1　　・　C-2　　・　CM-2　　・　E　　・（　　　　）

　　・　カバー工法　　・　持出し工法　　・　ノンシール工法

　　・　はつり工法　　・　引抜き工法

　・　例示仕様　　　　・　個別認定（認定番号：　　　　）

　・　自動閉鎖機構　　・　図示（図面番号：　　　　）

　・　製作する　　・　製作しない

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　再使用する　　・　再使用しない

　性能等級等　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　・　結露水の処理方法　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　・　B-1　　・　B-2　　・（　　　　）

　　　・　C-1　　・　C-2　　・（　　　　）

（注）　艶無及びメタリックは、可とう形複層塗材、防水形複層塗材、及び可とう形改修塗材には適用しない。

(5.2.2)

(表5.2.1)

(5.2.4) 　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

７　網戸

(5.2.3)(e) 　防虫網の材質

　網目

８　樹脂製建具 　性能等級等

９　鋼製建具 　鋼製建具の性能等級

　　・　簡易気密性ドアセット

　　・　外部に面する建具の耐風圧

(5.4.2)

１０　鋼製軽量建具 　鋼製軽量建具の性能等級

　　・　簡易気密性ドアセット

　・　H>2400又はW>950の建具

　表面仕上げ

　・　H>2400又はW>950の建具

　　・　塗装

　　・　ビニル被覆鋼板

　　・　カラー鋼板

　・　可動式　　・　固定式

　・　合成樹脂製　　・　ガラス繊維入り合成樹脂製　　・　ステンレス(SUS316)製

　・　16メッシュ　　・　18メッシュ

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　ガラス　　・　複層ガラス　　・（　　　　　）

　建具枠見込寸法　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　水切り　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　ぜん板　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　丁番　　・　改修標準仕様書(表5.7.3)による　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　・　めっき付着量　JIS G 3302　　・　Z12　　・　F12　　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　JIS G 3317　　・　Y08　　・（　　　　　）

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　　　鋼板類の厚さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　ステンレス鋼板（　・　HL　　・　鏡面）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

１１　ステンレス製

　　建具

(5.6.2)

(5.4.2)

　ステンレス製建具の性能等級

　　・　簡易気密性ドアセット

(5.6.3)

(5.6.4)

(5.6.5)

１２　建具用金物

(5.7.2)

(5.7.4)

　金物の見え掛かり部等の材質等

１３　自動ドア開閉

　　装置

(5.8.2)

(5.8.3)

(表5.8.3)

(5.8.3)(f)

　開閉装置の性能値

１４　自閉式上吊り

　　引戸装置

(5.9.3)

　自閉式上吊り引戸装置の性能値

１５　重量シャッタ

　　ー

(5.10.2)

　種類

　耐風圧強度（　　　　Pa以上）

　開閉機能(5.10.2)(c)

(表5.10.1)

　一般重量シャッターのシャッターケース

１６　軽量シャッタ

　　ー

(5.11.2)

(表5.11.1)

　開閉形式

　・　上部電動式（手動併用）　・　手動式 

　スラットの材質及び形状

　　・　外部に面する建具の耐風圧

　　　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　材料　・　SUS304　　・（　　　　　）

　表面仕上げ　・　HL仕上げ　　・（　　　　　）

　曲げ加工　・　普通曲げ　　・　角出し曲げ

　マスターキー　・　製作する　　・　製作しない

　引渡用鍵箱　　・　必要　　　　・　不要

　凍結防止措置　　・　あり　　・　なし

　　・　改修標準仕様書(表5.9.1)による　　・（　　　　　）

　　・　一般重量シャッター　　　・　外壁用防火シャッター

　　・　屋内用防火シャッター　　・　防煙シャッター

　　・　上部電動式（手動併用）　　・　上部手動式

　　・　設ける　　・　設けない

　　・　めっき付着量　・　Z12　　・　F12　・（　　　　　）

　耐風圧強度（　　　　　Pa以上）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　改修標準仕様書(表5.7.1)による

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　インターロッキング形　　　・　オーバーラッピング形

　　・　めっき付着量　JIS G 3312　・　Z06　　・　F06　　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　JIS G 3322　・　AZ90 　・（　　　　　）

(5.10.2)(f)

(5.10.3)

１７　オーバーヘッ

　　ドドア

(5.12.2)

　セクション材料

　型式及び機構

　開閉方式

　収納形式

(5.12.3) 　ガイドレール

１８　板ガラス

(5.13.4)

(5.13.2)(a)

１９　ガラス留め材

(5.13.2)(b)

２０　ガラス溝の寸

　　法、形状等

(5.13.3)

　・　改修標準仕様書（表5.13.1)　による

２１　ガラスブロッ

　　ク積み

(5.13.5)

　ガラスブロック

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施行計画書として提出する。

６ １　一般事項

(6.1.3)(b)

　既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲

改修部分

・　天井

・　床　

・　壁　

改 修 範 囲

(6.1.3)(c)

(6.1.3)(f)

　天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲

　天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修

　耐風圧強度（　　　　　Pa以上）

　・　シーリング　　・　ガスケット（　　　　　）

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　表面形状、寸法、厚さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

　金属枠、補強材　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　化粧カバー　・　図示（図面番号：　　　　　）

　工法　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　スチールタイプ　　・　アルミニウムタイプ　　・　ファイバーグラスタイプ

　　・　バランス式　　・　チェーン式　　・　電動式

　　・　スタンダード形　　・　ローヘッド形　　・　ハイリフト形　　・　バーチカル形

　　・　溶融亜鉛めっき鋼板　　・　ステンレス鋼板

    地補修

２　既存床撤去、下

(6.2.2)(a)(1)

　既存床仕上げ材の除去等

　浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

　合成樹脂塗り床材の除去等

　改修後の床の清掃範囲

　　・　施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲

    地補修

３　既存壁撤去、下

(6.3.2)

　既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法

４　木下地等

(6.5.1)(c)

(表6.5.1) 　木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）

部材名称

下地材

造作材

種 別

・　Ａ種　・　Ｂ種

・　Ａ種　・　Ｂ種

(6.5.2)(b)(1) 　製材

　「製材の日本農林規格」による製材

部位 樹種・寸法・形状 等級 含水率

下地用

針葉樹製材

造作用

針葉樹製材

広葉樹製材

・　図示

　（図面番号：　　　　）

・　図示

　（図面番号：　　　　）

・　図示

　（図面番号：　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

(6.5.2)(b)(2)

(表6.5.3)

　「製材の日本農林規格」以外の製材

　樹種

部 位 樹 種 県 産 材

(6.5.2)(c)(i)

　「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

　造作用集成材

樹 種 ・ 寸 法部 位 見付け材面の等級 厚さ

・　図示

　（図面番号：　　　　）
・（　　　　）

・　図示

　（図面番号：　　　　）
・（　　　　）

造作用集成材

化粧ばり造作用

集成材

化粧ばり構造用
・（　　　　）

・　図示

　（図面番号：　　　　）

　　・　行う　　・　行わない

　　・　機械的除去工法　　・　目荒し工法

　　・（　　　　　）

・（　　　　）

　造作材の材面の品質　・　Ａ種　　・（　　　　　）

　樹種、寸法、材面の品質、防虫処理、難燃処理及び含水率　・　図示（図面番号：　　　　　）

　代用樹種の使用　・　禁止する　　・　禁止しない

内

装

改

修

工

事

(表5.3.1)～

(表5.3.3)

(5.3.2)～(5.3.5)

(5.5.2)

(5.5.5)

(5.2.2)(b)

(5.5.3)

(5.5.4)

(5.7.3)(a)

(5.2.3)(a)

(4.7.2)

(表4.7.1)

(5.4.3)

(5.4.4)

　センサーの種類

(6.2.2)(c)

(6.2.2)(a)(2)

　表面仕上げ　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

(6.5.2)(a)(2)

(6.5.2)(b)(3)

造作用集成柱

(5.11.4)

(表6.5.2) 

(6.5.2)(b)(3)

　　　鋼板類の厚さ　・　図示

・　図示

・　図示

・　図示

　　・　図示　　・（　　　　　）

　　・　図示　　・（　　　　　）

・　高圧ポンプ（10～15MPa）

・　デッキブラシ

処理範囲工法

　　・　化粧鋼板

　　・（　建具、間仕切壁、見切り等撤去後モルタル充填 　）

　・　図示（A-190～196）

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS改修特記仕様書№３

A-003
（原図：A2）

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



・　押出法ポリスチレンフォーム

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

(6.5.2)(c)(ⅱ) 　「集成材の日本農林規格」以外の製材

(6.5.2)(d)(ⅰ)

　「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

　造作用単板積層材

部位 厚さ 表面の品質 防虫処理

造作用単板積層材 ・（　　　　） ・（　　　　）
・　図示

　（図面番号：　　　　）

(6.5.2)(d)(ⅱ) 　「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

(6.5.2)(e) 　・　床張り用合板等

部材名称 樹種名 接着の程度 等級 板面の品質 防虫処理等 厚さ

(6.5.5)(a) 　・　防腐、防蟻処理

(6.5.5)(b) 　・　防虫処理

５　軽量鉄骨天井下

　　地

(6.6.2)

(表6.6.1)

(6.6.3)

　野縁等の種類

　形式及び寸法

（6.6.4） 　既存埋込みインサート

　既存埋め込みインサート、あと施工アンカーの引き抜き試験

　耐震天井

６　軽量鉄骨壁下地

　樹種、寸法、見付け材面の品質　・　図示（図面番号：　　　　　）

　含水率　　・　１５％以下　　　・（　　　　　）

　含水率　・　１４％以下　　　・（　　　　　）

　厚さ、表面の品質、防虫処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　適用部位　図示（図面番号：　　　　　）

　　　保存処理性能区分（　　　　　）

　　　薬剤の塗布等の処理方法（　　　　　）

　　　ボード原料接着剤への防腐・防蟻処理（　　　　　）

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　屋外　　・　25形　　・（　　　　　）

　　・　ふところ≧1.5m　　・　改修標準仕様書(6.6.4)(h)　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　屋外　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　耐震天井　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　ふところ＞3m　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　使用する　　・　使用しない

　　・　行う（図示（図面番号：　　　　　））　　・　行わない

(6.7.3)

　スタッド、ランナー等の種類

７　ビニル床シート、

　　ビニル床タイル

　　及びゴム床タイ

　　ル張り

(6.8.2)

(6.8.2)(a)

　材料

　・　ビニル床シート【JIS A 5705（ビニル系床材）】

種類の記号 色柄 厚さ 備考

　・　ビニル床タイル【JIS A 5705（ビニル系床材）】

種類の記号 厚さ

2.0㎜

備考

半硬質ビニル床タイル

(6.8.2)(c)(1) 　・　帯電防止床シート又は床タイル

厚さ 備考種類 性能

(6.8.2)(c)(2) 　・　視覚障害者用床タイル

種類 形状 備考

(6.8.2)(c)(3) 　・　耐動荷重性床シート

種類 性能 厚さ 備考

(6.8.2)(c)(4)

種類 性能 厚さ 備考

(6.8.2)(e) 　・　ゴム床タイル

種類 厚さ 備考

　・　防滑性床シート又は床タイル

(6.8.3)(a) 　工法

(6.8.3)(b) 　ビニル床シート張り

　　熱溶接工法　・　適用する　　・　適用しない

　・　織じゅうたん

種別 帯電性 品質の程度

　・　Ａ種

　・　Ｂ種

　・　Ｃ種

　・　カットパイル

　・　ループパイル 　・（　　　　）

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。（以下同様）

パイルの形状

(6.9.3)(b)

(表6.9.2)

　・　タフテッドカーペット

パイルの形状 パイル長(㎜) 帯電性 工法 品質の程度

　・　人体帯電圧

・　人体帯電圧

　　　3KV以下

　　3KV以下

　・（　　　　）

・（　　　　）

・ グリッパー工法

・ 全面接着工法

　・　カット、ループ併用

・　カット、ループ併用

・　カットパイル

・　ループパイル

(6.9.3)(c) 　・　ニードルパンチカーペット

厚さ(㎜) 備考帯電性

　・　人体帯電圧

　　　3KV以下

　・（　　　　）

(6.9.3)(d)

(表6.9.2)

　・　タイルカーペット

種類 パイルの形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 品質の程度

・500×500 ・6.5

・（　　　　）

・（　　　　） ・（　　　　）
・（　　　　）

　・　カットパイル

　・　ループパイル

(6.9.3)(e)

(6.9.3)(f)

(6.9.4)(e) 　敷き方

平場

階段部分 ・　市松敷き　・　模様流し　・（　　　　）

・　市松敷き　・　模様流し　・（　　　　）

９　合成樹脂塗床

(6.10.3)(b)(1)

 (表6.10.4)

(6.10.3)(b)(2)

　　・　薄膜流し展べ仕上げ（・　平滑　・　防滑）　・　厚膜流し展べ仕上げ（・　平滑　・　防滑）

　　・　樹脂モルタル仕上げ（・　平滑　・　防滑）　・　薄膜型塗床仕上げ（・　平滑）

　・　釘留め工法

材料 種別 樹種

・　（　　　）

・　　なら　　
・　Ａ種

・　Ｂ種

・　Ｃ種

　・　フローリングボード

　　（根太張用）

　・　複合フローリング

　　（根太張用）

　見切り、押え金物　・　適用する（材質、種類及び形状　　・　図示（図面番号：　　　　　））

　下敷き材　　　　　・　第２種第２号、厚さ８㎜　　・（　　　　　）

　　・　平滑仕上げ　　・　防滑仕上げ　　・　つや消し仕上げ

　防湿処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　接着工法

材種 樹種 厚さ 大きさ

・複合１種フローリング

・複合２種フローリング

（直張用）

（直張用）

・複合３種フローリング

（直張用）

・　なら　　

・　フローリングブロック（直張用）

・　フローリングボード（直張用）　

・ モザイクパーケット （直張用）

　緩衝材　・　合成樹脂発泡シート　・　図示（図面番号：　　　　）

・（　　　）

・（　　　） ・（　　　） ・（　　　）

　塗装

　　・　ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

　　・　オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　　・　生地のままワックス塗り

　　・（　　　　）

１１　畳敷き

(6.12.2)

(表6.12.1)

(6.11.5)

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

１２　せっこうボー

　　ド、その他ボー

　　ド及び合板張り

(6.13.2)

(表6.13.1)

材種 種別 厚さ(mm)

壁

天
井

・　 9.5(準不燃)

・　12.5(不燃)

・　12.5(不燃)

・　 9.5(準不燃)

・　 9.5(準不燃)

・　 9.5(準不燃)

・　せっこうボード

・　化粧せっこうボード

・　ロックウール化粧吸音板

・　けい酸カルシウム板

・　トラバーチン模様

・　木目模様

・　普通

・　立体模様

・　タイプⅡ0.8FK

(6.13.2)(h) 　遮音シール材

(6.13.3)(e)(3) 　合板類の張付け

　　・　シーリング材　・　ジョイントコンパウンド

(6.13.3)(g)(1)

(表6.13.5)

　せっこうボードの目地工法

　　・　継目処理　・　突付け　・　目透し

１３　壁紙張り

(6.14.2)

施工箇所 品質 防火性能

・　不燃　・　準不燃

・　不燃　・　準不燃

・　不燃　・　準不燃

　種別　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

１４　モルタル塗り

(6.15.3)

１５　タイル張り

(6.16.2)

(6.16.3)

　伸縮調整目地

　タイルの種類

施工箇所 形状寸法 工法
用途によ

る区分　

耐凍害

性有無特注色
役物

Ⅲ類(陶器)Ⅱ類(せっ器)Ⅰ類(磁器)

区分 標準・ すべり

抵抗性

(6.16.3)(b)(1) 　試験張り　・　行う　・　行わない

　見本焼き　・　行う　・　行わない

１６　セルフレべリ

　　ング材塗り

(6.17.2)

　・　せっこう系　・　セメント系

　既製目地材　・　使用する（形状：　　　　　）

　床の目地　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　位置　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）　

(6.17.3)

１７　断熱材

(9.5.2)

　断熱材打込み工法

種類 種別 厚さ（㎜） 施工箇所

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム

・　フェノールフォーム

　断熱材現場発泡工法（吹付硬質ウレタンフォーム）

種類 施工箇所

・　Ａ種１

・　Ａ種３

・　窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版

・　Ａ種硬質ウレタンフォーム

・　Ａ種２

(9.5.3)

  下等、部分的に後張りとしなければならない箇所

７ １　材料

(7.1.3)(b)

　・　屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

２　下地調整

(7.2.1～7.2.7)

(表7.2.1）～

（表7.2.7)

　既存塗膜の除去範囲（塗り替えでＲＢ種の場合）

　種類　・　Ａ種　　・　Ｂ種

厚さ[㎜]

・（　　　　　）

・（　　　　　）

　・　次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　）

塗

装

改

修

工

事

　種別

下地 種別 ひび割れ部の補修

・　行う

・　行う

・　行う

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　木部

・　鉄鋼面

・　亜鉛めっき鋼面

・　モルタル、プラスター面

・　コンクリート、押出成形セメント板面

・　せっこうボード、その他ボード面

・　コンクリート、ＡＬＣパネル面

３　錆止め塗料塗り

(7.3.2)

　錆止め塗料種別

４　合成樹脂調合ペ

  イント塗り(SOP)

(7.4.2)

(7.4.3～7.4.5)

(表7.4.1)～

(表7.4.3)

　種別

下地 種別

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種・　亜鉛めっき鋼面

・　鉄鋼面

・　木部

５　クリヤラッカー

    塗り(CL)

(7.5.2)

(表7.5.1)

　木部　　・　Ａ種　・　Ｂ種

　種別

　　非水分散形塗料

　　(NAD)

(7.7.2)

(表7.7.1)

　種別

　　(DP)

(7.8.2)～

(7.8.4)

(表7.8.1)～

(表7.8.3)

　上塗り等級

　　・　１級（フッ素系）　・　２級（シリコン系）　・　３級（ポリウレタン系）

下地 種別

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ－１種　・　Ａ－２種

　・　Ｂ－１種　・　Ｂ－２種

　・　Ｃ－１種　・　Ｃ－２種

　塗料種別　　・　１種　　・（　　　　　）

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

８　カーペット敷き

(6.9.3)(a)

(表6.9.1)

(6.8.2)(b)

　弾性ウレタン樹脂系塗床の仕上げ種類、工程

　エポキシ樹脂系塗床の仕上げ種類

(表6.10.8)

(表6.11.3)

(表6.11.5)

(6.11.6)(2)

(表6.10.5)～

(6.10.3)(c)

１０　フローリング

　　張り

(6.11.4)

(表6.11.2)

(7.3.3) 　　　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種
(表7.3.3)～

(表7.3.4)
　錆止め塗料塗り種別

　　鉄鋼面　　　　　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　　亜鉛めっき鋼面　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

６　アクリル樹脂系

７　耐候性塗料塗り

　　・　亜鉛めっき鋼面

　　下地　　・　モルタル下地　　・　木下地　　・　その他（　OAフロア　）

・ 　12　　 

　　塗厚（　10、18　）㎜

　・　図示

　　・　屋内　　・　19形　　・（　梁型：25形　）

　　・　図示（　平面詳細図　）

単板　2mm）
（耐摩耗表面

・　耐水せっこうボード

・　強化せっこうボード

・　 12

・　 12.5

・　 12.5　　　・　 21

床捨張 12D以上2級Ⅰ類耐水合板

床捨張 D以上2級Ⅰ類耐水合板 15

ＦＳ 2.5㎜

2.5

壁 中級品

生徒用玄関 100×100

表面電気抵抗値 1.8×10 以下
9

ＦＯＡ

ＦＳ

標準

4.0

マーブル

湿式

２種ｂ ４０、５０、１００ 便所、生徒用玄関、屋上

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺
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　　・　コンクリート等を除去し鉄面を表す。

(8.23.7)

・　21

　　エマルションペ

　　イント塗り

　　(EP-G)

(7.9.2)～(7.9.5)

(表7.9.1)～

(表7.9.4)

　種別

コンクリート、モルタル、

プラスター、せっこうボード、

その他ボード面

木部（屋内）

鉄鋼面（屋内）

亜鉛めっき鋼面（屋内）

下地 種別

　しみ止め（　　　　）

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　　ルションペイン

　　ト塗り(EP)

　種別

　しみ止め　・（　　　　　　　　　　　　）

(7.10.2)

（表7.10.1)

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

８　つや有合成樹脂

９　合成樹脂エマ

　　ルション模様塗

　　料塗り(EP-T)

　種別

(7.11.2)

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

(表7.11.1)

１０　合成樹脂エマ

　種別

　　ワニス塗り(UC) 　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

(表7.12.1)

１１　ウレタン樹脂

(7.12.2)

　　メル塗り(LE)

(7.13.2)

(表7.13.1)

　種別

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

１２　ラッカーエナ

　　塗り(WP)

　種別

(7.15.2)

(表7.15.1)

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

１３　木造保護塗料

８

１

の

耐
震
改
修
工
事

共
通
事
項

（一般事項）

１ 適用範囲

　工事内容

　　・　現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

　　・　鉄骨ブレースの設置工事

　　・　柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

　　・　柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

　　・　柱補強工事（連続繊維補強工法）

　　・　耐震スリット新設工事

　　・　免震改修・制震改修工事

(8.1.1)

(8.1.2)

　工事種別

　　・　鉄筋工事

　　・　あと施工アンカー工事

　　・　コンクリート工事

　　・　鉄骨工事

　　・　グラウト工事

　　・　連続繊維補強工事

　　・　スリット新設工事

　　・　免震改修、制震改修工事

・　基礎工事

８

の

２

耐

震

改

修

工

事

１　既存部分の撤去

　　等

　撤去の範囲

　　・　新設のコンクリート、モルタル、グラウト材、鉄骨、連続繊維に接する部分

　　・　既存コンクリート撤去範囲に面する部分

　既存設備機器、配管撤去、新設、移設等処置

　本工事の範囲

　　・　本工事の範囲として図示された設備機器及び配管、盤類の撤去及び処分

　　・　設備機器及び配管、盤類の撤去及び処分は本工事の範囲としない。

２　既存構造体の撤

　　去

　既存構造体の撤去

　はつりだした鉄筋及び鉄骨の処置

　　・（　　　　　）

　　・（　　　　　）

　撤去範囲　　・　図示（図面番号：　　　　　） 

撤

去

工

事

(8.21.2)

(8.21.2)

(8.22.2)

(8.23.2)

(8.24.2)

　既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断

鉄筋の切断 範囲 適用

・既存鉄筋は切断せず残す

・全ての撤去部分

・コンクリートの撤去範囲の周囲

　より一定長さを残し切断する ・全ての撤去部分

・コンクリート撤去範囲の鉄筋は

　切断する

・切断せず残す範囲を除く撤去する既

　存鉄筋コンクリートの範囲

・図示（図面番号：　　　　　）

・（　　　　　）　・適用なし　

・（　　　　　）　・適用なし　

・（　　　　　）

　はつりだした鉄筋の処置

　　・　鉄筋に損傷を与えないよう適切な養生を施す。

　はつりだした鉄骨の処置

　　・（　　　　　）

　　・（　　　　　）

(既存部分の処理)

３　既存構造体コン

　　クリートの表層

　　目荒らし

　既存構造体コンクリート面の表層目荒らし

(8.21.3)

(8.22.3)

(8.23.3) 

８

の

３

耐

震

改

修

工

事

鉄

筋

工

事

１　鉄筋

(8.2.1)

(表8.2.1)

　材料　改修標準仕様書(表8.2.1)による

種別 径(㎜)

・　SD295A

・　SD345

・　SD390

２　溶接金網

(8.2.2)

　網目の形状、寸法及び鉄線の径

網目の形状、寸法 鉄線の径(mm)

３　加工

(8.3.2)

４　鉄筋の継手及び

　　定着

(8.3.4)

径 部位

・　Ｄ１９以上

・　Ｄ１６以下　重ね継手

　ガス圧接

　主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ

　継手位置

　　・　各部配筋参考図による

　先組み工法等

　　・　柱・梁主筋の継手を同一箇所に設ける

　鉄筋の定着長さ

　　・　改修標準仕様書(表8.3.4)による

　帯筋組立の形

・（　　　　　）

　90°未満の折曲げの内法直径　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

５　鉄筋のかぶり厚

　　さ及び間隔

(8.3.5)

　軽量コンクリートで土に接する部分

　　・　無し

　耐久性上不利な部分（塩害を受けるおそれのある部分等）

６　各部配筋

７ ガス圧接

(8.3.8)

　圧接完了後の試験

　割裂補強筋の適用(現場打ち鉄筋コンク

 リート壁の増設工事

８ 割裂補強筋

種類 材料 材種 適用箇所

　棒鋼

本数・ピッチ

（　　　　　）

スパイラルの径(㎜)

スパイラルのピッチ(㎜)

・図示

 (図面番号：　　　)

径

・　6Φ

・　9Φ

・　R235

・（　　　）

・はしご筋

・スパイラル筋

壁内方向筋

壁面外方向筋

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

・(　　)

・(　　)

・（　　　）

・（　　　）

・鉄筋コンクリート用

・鉄筋コンクリート用

　棒鋼(異形鉄筋)

・　10

　　・　有り　適用箇所（　　　　　）

　最小かぶり厚さ（　　　　　）㎜

　　・　無し

　　・　有り　適用箇所（　　　　　）

　最小かぶり厚さ（　　　　　　）mm

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　超音波探傷試験　　・　行う　　・　行わない

・（　　　　　）

・（　　　　　）

９　鉄筋の機械式継

　手及び溶接継手

(8.4.2)

(8.4.3)

　・　機械式継手

　　　工法　　　　　　（　　　　　　）

　　　種類　　　　　　（　　　　　　）

　　　品質の確認方法　（　　　　　　）

　・　溶接継手

　　　工法　　　　　　（　　　　　　） 　　　品質の確認方法　（　　　　　　）

　　・　改修標準仕様書(8.3.4)(c)(1)による

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

耐

震

改

修

工

事

４

の

８ (コンクリート工事一

 般事項)

１　コンクリートの

　　種類及び強度

(8.1.3)

(8.1.4)

　コンクリートの種別

　普通コンクリートの設計基準強度

(8.9.1)

(8.9.2)

(表8.9.1)

　軽量コンクリートの設計基準強度

設計基準強度Fc
種別 適用範囲

気乾単位

容積質量

所要気乾単位

容積質量
スランプ

設計基準強度Fc
適用範囲

気乾単位

容積質量
スランプ

[N/㎜2]

[N/㎜2]

２　構造体コンクリ

　　ートの仕上り

(8.1.4)

　合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別

(コンクリート)

３　コンクリートの

　　材料

(8.2.5)

(表8.2.3)

　　・　普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　　・　高炉セメントＢ種又はフライアッシュセメントＢ種

　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　　・（　　　　　）

　骨材

　アルカリシリカ反応性による区分

　　・　ＡＬ（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　　・　Ａ（安全と認められる骨材を使用）

　　なお、ＡＬで規制できない場合は、Ａとし、その試験は、施工着手前、工事中１回／６ヶ月かつ産地が変わった場合に信

　頼できる試験機関で行い、試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験を行う者が生コン工場のストックヤー

　ドから試料を採取して試験を行うこと。

　　・　再生骨材Ｈ

　　・　特殊な骨材の使用

　　・　フェロニッケルスラグ細骨材

　　・　銅スラグ細骨材

　　・　電気炉酸化スラグ骨材

４　混和材料

(8.2.5)

　・　混和剤

　　　混和剤の種類

　　　　・　改修標準仕様書(8.2.5)(d)(1)による

　・　混和材

　　　　・　改修標準仕様書(8.2.5)(d)(2)による

５　調合管理強度 　構造体強度補正値（S）

(8.2.5)

(8.8.3)

(8.10.2)

　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　混和材の種類

６　型枠

(8.2.7)

(8.7.8)

　材料

　　・　複合合板（厚さ　・　12㎜　　・（　　　））

 及び鉄骨ブレースの

 設置工事等)

(8.21.6)

　目荒らし程度

　　・　図示（図面番号：　　　　　)

　　・　平均深さ5～10㎜で最大深さ15㎜程度の凹凸を100㎜間隔程度で施す

　　・　Ⅰ類　　・　Ⅱ類

・　36 ・　１類

・　２類

　　・　材種（　　　　　）　規格（　　　　　　）

　スリーブ

　　・　改修標準仕様書(8.2.7)(g)(2)(ⅰ)による

　　・　改修標準仕様書(8.2.7)(g)(2)(ⅱ)による

７　暑中コンクリー

　　ト

(8.10.2)

構造体強度補正値（S）

８　無筋コンクリー

ト
(8.11.1)

構造体強度補正値（S）

スランプ
　・　15cm　　　・18cm　　　・（　　　　　）

(現場打ち鉄筋コンク

 リート壁の増設工事

 、溶接金網巻き工法

 及び溶接閉鎖フープ

 巻き工法)

　　打込み工法等

　部位別のコンクリートの打設工法の指定

補強工法 打設工法 部位

・全ての増設壁

・全ての増設壁

・全ての増設壁

・全ての増設壁

・全ての増設壁

・全ての増設壁

・流込み工法

・圧入工法

・工法指定なし

・流込み工法

・圧入工法

・工法指定なし

の増設工事

現場打ち鉄筋コンクリート壁

プ巻き工法

網巻き工法及び溶接閉鎖フー

鉄筋コンクリート柱の溶接金

・図示（図面番号：　　　　　）

・図示（図面番号：　　　　　）

・図示（図面番号：　　　　　）

・図示（図面番号：　　　　　）

・図示（図面番号：　　　　　）

・図示（図面番号：　　　　　）

・図示（図面番号：　　　　　）

・図示（図面番号：　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

９　コンクリートの

(8.21.8)

(8.23.5)

　改修標準仕様書(8.21.8)(a)(1)及び(b)

　改修標準仕様書(8.21.8)(a)(2)及び(c)

　改修標準仕様書(8.21.8)(a)(1)及び(b)

　改修標準仕様書(8.21.8)(a)(2)及び(c)

　柱頭柱脚の隙間部間の型枠

　　・　発泡プラスチック保温材等を埋込む

　柱頭柱脚の隙間寸法

　　・　図示（図面番号：　　　　　　）

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　打ち込みコンクリート又はグラウト材の厚さ

　　・（　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・　60㎜　　・（　　　　　）

(8.23.6)

(8.21.10)

１０　増設壁工事後の

　　仕上げ

(8.22.7)

　・　6N/mm2　　・（　　　　　）

　・　18N/mm2　　・（　　　　　）

・　295A

　セメントの種類

　　　適用箇所　（　　　　　）

　　　修正方法　　　　（　　　　　　）　　　　　　　　　　鉄筋相互のあき　（　　　　　　）mm

　　　修正方法　　　　（　　　　　　）　　　　　　　　　　鉄筋相互のあき　（　　　　　　）mm

　　・　図示

・図示

　撤去範囲　　・　図示

2.3t/m3程度

・　18

S=18

押エコン 1.9t/m3程度 S=18

　　・　３N/mm2　　・　６N/mm2　　・（　改修標準仕様書 表8.2.4による　）

2.3t/m3程度 S=18土間

ｽﾗﾌﾞ

・　18

D10・D13

150

50

φ6100×100

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS改修特記仕様書№５

A-005
（原図：A2）

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



 １　基礎工事

（8.28.2）

（8.28.3）

　既存杭の撤去

　・　図示（図面番号：　　　　　）

　埋戻し及び盛土の材料及び工法

　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　建設発生土の処理

　・自由処分

　・処分地指定　処分地（　　　　　　　　　　）

　・処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離　8km

　山留めの撤去

　・撤去

　・存置

 ２　地業工事

（8.28.4）

　杭の施工監理

　施工記録

　　　受注者は、杭の施工期間中は、１ 週間ごとに、その週に施工した杭の施工記録を取りまとめ、翌週以内に監督員に、

　　工事打合せ簿を添付したうえで提出し、確認を受けること。また電流値が記録されたチャート紙等の原本を合わせて提示し、

　　必ず監督員の確認を受けること。

　　　なお、取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代替する記録を確保するための手法については、

　　施工計画書に明記しておくこと。

　根拠資料

　　　共通仕様書、特記仕様書及びその他基準書等の定めにより作成した施工管理資料の根拠となる資料（施工記録の原本、

　　チャート紙、電子的な記録やプリントアウト紙等）は、受注者において全て適切に管理し、保管しなければならない。

　　保管期間は契約書第３１条第４項又は第５項（第３８条においてこれらの規定を準用する場合を含む。）の規定によ

　　る引渡しを受けた日から１０年とする。

　　　また、発注者から請求があった場合は、速やかにこれらを提出または提示しなければならない。

  

  

  

　試験杭及び試験掘

　　・ 試験杭　　位置、本数及び寸法は図示(図面番号：　　）による。

　　・ 試験掘　　位置、本数及び寸法は図示(図面番号：　　）による。

　　支持地盤の位置、種類　・ 図示(図面番号：　　　）　・（　　　　）

　杭の支持地盤

　水平方向のずれ

　　（     ）mm以下

　杭の載荷試験

　　試験方法　・ 鉛直載荷　　・ 水平載荷　　・ (        )

　　試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

　　位置　　　・ 図示(図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

　　報告書　　・ 提出部数　2部

　　（平成28年3月4日）

　　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準を適用する。

　　国土交通省告示第468号　「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置」

　適用基準

８

の

５

耐

震

改

修

工

事

あ
と
施
工
ア
ン
カー

工
事

一般型 一面せん断型

形状

記号

既存鉄筋の処理

・　図示（図面番号：　　　　　） 

・既存鉄筋はつり出し

・切断してよい

・　図示（図面番号：　　　　　） 

・　図示（図面番号：　　　　　） 

・（　　　　　）

・切断してよい

・（　　　　　）

・（　　　　　）

片側スリット 両面スリット

記号

形状

・　図示（図面番号：　　　　　） 

・　図示（図面番号：　　　　　） ・　図示（図面番号：　　　　　） 

・　図示（図面番号：　　　　　） ・　図示（図面番号：　　　　　） 幅Ｗ（㎜）

幅Ｗ（㎜）

・（　　　　　）

・（　　　　　）

目地部の残存厚さ

ts（㎜）

・　壁厚の1/2以下かつ70㎜以下 ・　壁厚の1/2以下かつ70㎜以下

・（　　　　　）

・（　　　　　）

既存鉄筋の処理 ・　存置する

・　既存鉄筋はつり出し

・　切断してよい

・（　　　　　）

・（　　　　　）

・　存置する

・　切断してよい

２ スリットの施工

 (あと施工アンカー)

　　 ーの材料

(8.2.4)

(表8.2.2)

　種類

　　・　金属系　セットの方式　・　本体打込み式（　・　改良型　　・　従来型）

　　　　引張耐力　　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　せん断耐力　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　接合筋の種類・径・長さ　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　接着系　カプセル型回転　・　打撃式　　・　有機系　　・　無機系

　　　　引張耐力　　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　せん断耐力　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　アンカー筋の種類　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　アンカー筋の新設壁内への定着長さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　あと施工アンカーの性能確認試験　・　行う　　・　行わない

　　ーの施工

(8.12.2)

　穿孔

　　埋込み配管等の探査の方法

　　・　鉄筋探知機(金属探知機)により検査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う。

　　・　はつり出しによる。

　　・（　　　　　）

　　あと施工アンカーの施工確認試験　　・　実施する　　・　実施しない

　　確認試験方法

　　　・　改修標準仕様書(8.11.5)による　　・（　　　　　）

　確認強度

　　・（　　　　　）

(場所打ちコンクリー

 ト壁の増設工事)

　場所打ちコンクリート壁の打増部に用いる既存部とのシアコネクタ

　　種類　　　・　金属系あと施工アンカーの異形差筋アンカー

　　　　　　　・　接着系あと施工アンカーの異形差筋アンカー

　　径[㎜]　　・　Ｄ１０

　　長さ[㎜]　・　増打壁厚－４０　・（　　　　　）

　　彫込み深さ[㎜]　・　５ｄ(d: シアコネクタの径)以上　・（　　　　　）

　　間隔[㎜]　・　５００×５００

　シアコネクタとセパレーターの兼用　・ 兼用してもよい　　・　兼用しない　　・（　　　　　）

８
の
６
　
耐
震
改
修
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事
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(8.1.5)

　㈱日本鉄骨評価センター又は㈱全国鉄骨評価機構の「鉄骨製作工事の性能評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣

　から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

　　・　Ｊ　　・　Ｒ　　・　Ｍ　　・　Ｈ　　・　Ｓ

　施工管理技術者（鉄骨製作管理技術者、鉄骨工事管理責任者等）の適用

(8.1.5)　　・　しない　　・　する

　材質・形状及び寸法　　・　図示（図面番号：　　　　　）

(8.2.8)

　高力ボルトの適用

(8.2.9)

(8.14.2)

(8.14.7)

　　・　トルシア形高力ボルト　２種（S10T)

　　・　JIS形高力ボルト２種（F10T）

　　・　溶融亜鉛めっき高力ボルト1種（F8T相当)

　高力ボルトの径

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　すべり係数試験

　　・　行う

　試験方法等

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　JIS形・ナット回転法かつボルト長がねじの５倍を超える場合の回転量

　　・　（　　　　　　°）

 １　鉄骨製作工場

 ２　施工管理技術者

 ３　鋼材

 ４　高力ボルト

 １　あと施工アンカ

 ２　あと施工アンカ

 ３　シアコネクター

　仮組の実施

　　・　実施する（　　　　　）　・　実施しない(8.13.10)

　溶接作業における技能資格者の技量付加試験

　　・　実施する（　　　　　）　・　実施しない(8.15.3)

 ５　仮組

 ６　技能資格者

 ７　溶接部の試験 　完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

(8.15.11)　工場溶接の場合

　　・　全数試験とする

　　・　公共建築工事標準仕様書(平成28年版)(7.6.11)(b)による。

 ８　溶接材料 　・　改修標準仕様書(8.2.10)(a)(b)以外の溶接材料

(8.2.10)　材料及び使用箇所　　・　図示（図面番号：　　　　　）

 ９　溶接接合

(8.15.4)

(8.15.7)

　開先の形状　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　スカーラップの形状　・　図示（図面番号：　　　　　）

１０　錆止め塗装

(8.17.3)

　鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る）

　　・　改修標準仕様書(7.3.2)(表7.3.1)　（　　　　　）種

  耐火被覆材の接着する面への塗装

　　・　行う　　・　行わない

　適用箇所　図示（図面番号：　　　　　）

　種類

　　・　改修標準仕様書(7.3.2)(表7.3.1)　（　　　　　）種

　 　

(8.18.2)

(8.18.3)

部位 種類 仕様

１２　ブレース設置

　　工事後の仕上げ

　・　図示（図面番号：　　　　　）

（グラウト工事）

　　ラウト材

(8.2.6)

(8.2.11)

(表8.2.5)

(表8.2.10)

(8.12.5)

(8.12.4)

　構造体用モルタル

　　・　改修標準仕様書(8.2.6)及び(8.2.11)による。

　無収縮モルタル

　　・　改修標準仕様書(8.2.11)(a)による

　　・（　　　　　）

　グラウト材

　　・　改修標準仕様書(8.2.11)(b)による。

(現場打ち鉄筋コンク

 リート壁の増設工事

 及び鉄骨ブレースの

 設置工事等)

　増設の現場打ち鉄筋コンクリート壁と既存構造体との隙間の処置方法

部位 処理方法 備考

・　増設壁の上部 ・　グラウト材を注入 ・　寸法は図示による

・（　　　　　）

・（　　　　　） ・（　　　　　） ・（　　　　　）

(8.21.9)

(8.22.7)

８
の
７
　
耐
震
改
修
工
事
　
グ
ラ
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ト
工
事

 ２　既存構造体との

　　 法
　　 取合部の処理方

 １　モルタル及びグ

８
の
８
　
耐
震
改
修
工
事
　
柱
補
強
工
事

(連続繊維補強工事)

 １　連続繊維シート

　　等による工法

(8.24.1)

　連続繊維による補強、補修工法

　　・　(財)日本建築防災協会の評価を受けた工法とする。

　　・（　　　　　）

２　連続繊維シート 　連続繊維の材料

　　及び含浸接着樹

　　脂等の材料

　　・（　　　　　）

　工法

(8.23.6)　　・（　　　　　）

　引張強度（含浸硬化後）

　　・（　　　　　）

　ヤング係数（含浸硬化後）

　　・（　　　　　）

３　連続繊維シート

　　の施工準備

　仕上げモルタルの除去

　　・（　　　　　）

　　・　モルタル除去は行わない

　　・　既存構造躯体面まで除去する

　既存モルタルの圧縮強度測定

　　・　行う（　　　　　）

　　・　行わない

　ひび割れ部の改修工法

　　・　樹脂注入工法

　　・　Ｕカットシール材充填工法

　　・　シール工法

 ４　鋼板巻き工法及 　柱頭柱脚の隙間寸法

　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　び帯板巻き付け

　　工法
（8.23.6）

 ５　耐震補強後の仕

　　上げ

（8.23.7）

（8.24.5）

　・　図示（図面番号：　　　　　）

６　炭素繊維シート

　　の施工

　炭素繊維の目付量

　炭素繊維シートの巻き数

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　200g/m2

　　・　300g/m2

　　・（　　　　　）

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　・　１巻き 

　　・　２巻き

　　・（　　　　　）

７　連続繊維補強材

　　の強度試験

(8.24.4)

　引張強度試験

　　・　実施する（JIS A1191に準拠する）

　　　　試験数量（　　　　　）

　　・　実施しない

１１　耐火被覆材の

　　種別及び性能

８
の
９
　
耐
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事
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(耐震スリット新設工

 事)

 １　スリットの種類

　付着強度試験

　　・　実施する（JIS A6909に準拠する）

　　　　試験数量（　　　　　）

　　・　実施しない(8.25.1)

(8.25.2)　耐震スリットの種類及び形状

　完全スリットの形状

　部分スリットの形状

　スリット部の配管等の調査

　　範囲　　・　スリット新設部に伴う鉄筋コンクリートの撤去範囲全て。

　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　　・（　　　　　）

　　方法　　・　鉄筋探査機（金属探知器）により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出しを行う。

　スリットの逃げ位置

　　壁上端部　　　　・　梁との接合部　　・（　　　　　）

　　壁の柱きわ部　　・　柱の仕上げを逃げたきわ部　　・（　　　　　）

　　壁下端部　　　　・　床仕上げ上部　・　床体上部　　・（　　　　　）

　撤去部の補修 

　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　充填材

　　・　耐火材　使用箇所（　　　　　）　　仕様（　　　　　）

　　・　遮音材　使用箇所（　　　　　）　　仕様（　　　　　）

(8.26.1)～

(8.26.17)

　免震改修、制震改修に関する仕様は、図示する。

８
の
１
０
　
そ
の
他
工
事

(8.12.5)

　　平均出検品質限界(AOQL)　・　4.0%　　・　2.5%　　・（　　　　　）

　　検査水準　・　第６水準　　・（　　　　　）

　　ロットの構成（　　　　　）

　工事現場溶接の場合 

　　・　全数試験とする

　　・　公共建築工事標準仕様書(平成28年版)(7.6.11)(b)による。

　　平均出検品質限界(AOQL)　・　4.0%　　・（　　　　　）

　　杭工事特記仕様書による。

　　　　径及び埋込み深さ　　　　　・　図示

　　　　径及び埋込み深さ　　　　　・　図示

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS

A-006

改修特記仕様書№６

（原図：A2）

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



　地盤の載荷試験

　　試験方法　・ 平板載荷　　・ （　　　　　）　　　　　

　　試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

　　位置　　　・ 図示(図面番号：　　　)　載荷荷重　（　　　　　kN）

　　報告書　　・ 提出部数　2部

　杭地業の工法、寸法

　　・図示（図面番号：　　　）

　杭頭処置

　　・行う　　　　　・行わない

　砂利及び砂地業

　　厚さ（mm）　　・60　　　・（　　　）

　捨てコンクリート地業

　　厚さ（mm）　　・60　　　・（　　　　）

９
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

 　の処理工事

 １アスベスト含有材

　・　アスベスト含有建材の事前調査

　施工調査

　　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によりアスベストを含有している吹き付け材、成形板、建築材料等の

　　使用の有無について調査し、監督職員に報告する。

　　調査範囲　　・　図示（図面番号：　　　　）　　・（　　　　　）

　　貸与資料　（　　　　　） 

　　　　・　JIS A 1481-3(建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第３部:アスベスト含有率のＸ線回析定量分析方法)によ

　　　　・　JIS A 1481-1（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第１部:市販バルク材からの試料採取及び定性的判定方

　　　　　法）による

　　　　　る

　　　　　ための定性分析方法）による

　　　　・　JIS A 1481-2（建材製品中のアスベスト含有率測定方法-第２部:試料採取及びアスベスト含有の有無を判定する

　　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

　　　分析方法

　　　分析対象

　・　分析によるアスベスト含有建材の調査

材料名 定性分析 定量分析

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

・　箇所数（　　　　　）

　 　 　

　　　サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　　　採取箇所　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・　（　　　　　）

（9.1.1）

　・　アスベスト粉じん濃度測定

　　　測定時期、場所及び測定点

適用 測定名称 測定時期 測定場所
測定点

（各施工箇所ごと）

・

・

・

・

・

・

・

・

測定１

測定２

測定３

測定４

測定５

測定６

測定７

測定８

処理作業後

(シート養生中)

処理作業後シー

以降

ト撤去後１週間

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内処理作業中

処理作業前

負圧・除じん装置の排出吹出

し口

処理作業室外（敷地境界）

処理作業室内

処理作業室内

調査対象室外部の付近

計　　点

計　　点

計　　点

出口吹出し風速1m/s

        以下の位置

計　　点

計　　点

計　　点

計　　点

計　　点

　測定方法

メンブレンフィルタ直径(㎜)

試料の吸引流量(L/min)

試料の吸引時間(min)

測定 3 測定 1,2,4,6,7,8 測定 5

25

・１　・（　　　）

・５　・（　　　）

25

・120 ・（　　　）

・５　・（　　　） ・10　・（　　　）

47

・240 ・（　　　）

　アスベスト含有建材の処理

　　・　アスベスト含有吹付け材の除去

　　　　除去対象範囲　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　）

　　　　除去工法　　　・　改修標準仕様書9.1.3(b)(1)による

　　　　除去したアスベスト含有吹付け材等の飛散防止
　　　　　・　密封処理　　・　湿潤化　　・　セメント固化

　　　　除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

　　　　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融施設）

(9.3.2)

 ３　外断熱改修工事 　断熱材

厚さ[㎜]種類

 ・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

 ・押出法ポリスチレンフォーム断熱材

 ・硬質ウレタンフォーム断熱材

 ・フェノールフォーム断熱材

 ・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

　（スキンなし）

　・保温板（2種b） 

　・保温板（3種b） 

・押出法ポリスチレンフォーム保温材

 ・A種硬質ウレタンフォーム保温材

・ロックウール 

・グラスウール 

　（3種2号を除く） 

 ・フェノールフォーム保温材

　　・　規制対象外　　・（　　　　　）

　ホルムアルデヒド放散量

　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　）

　施工箇所

　外装材

種類 防火性能 備考

・

　既存外壁の措置

　　既存外壁仕上げ材の撤去　　・　あり　　・　なし 

　　下地面の清掃　　　　　　　・　行う　　・　行わない 

　　欠損部の改修工法　　　　　・　改修標準仕様書(4.1.4)による　　・（　　　　　）

　工法

　　通気層の有無　　・　あり（　　　　　㎜）　　・　なし

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　　・　適用しない

　　断熱材の施工　　・　断熱材製造所の仕様による　　・（　　　　　）

　　外装材の施工　　・　外装材製造所の仕様による　　・（　　　　　）

　　　・　適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（　・　1　　・　1.15　・　1.3）倍の風圧力に対応した工法）

（9.3.3）

（9.3.4）

 ４　断熱・防露改修

　 　工事
(9.5.2)

　断熱材のホルムアルデヒド放散量　　・　規制対象外　　・（　　　　　）

　・　断熱材打込み工法

厚さ[㎜]種類

 ・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

 ・押出法ポリスチレンフォーム断熱材
　（スキンなし）

 ・フェノールフォーム断熱材

 ・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

 ・押出法ポリスチレンフォーム保温材
 　（スキンなし）

 ・硬質ウレタンフォーム断熱材

 ・A種硬質ウレタンフォーム保温材

 ・フェノールフォーム保温材
 　（3種2号を除く）

・保温板（3種b） 

・保温板（2種b） 

・25　・（　　　　　）

・25　・（　　　　　）

　施工箇所　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　）

　・　断熱材現場発泡工法

　　　断熱材の種類　　・　Ａ種１　　・　Ｂ種１

　　　厚さ（㎜）　　　・　25　　・　30　　・（　　　　　）

　　　施工箇所　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　現場発泡断熱材

　　　（品質・性能）

　　　　　工事建築材料等品質性能表による

　　　（試験方法）
　　　　　工事建築材料等品質性能表による

（9.5.3）

（9.5.4）　断熱材のホルムアルデヒド放散量　・規制対象外　　・（　　　）

　・断熱材後張り工法

 ・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

 ・押出法ポリスチレンフォーム断熱材

 ・硬質ウレタンフォーム断熱材

 ・フェノールフォーム断熱材

 ・硬質ウレタンフォーム保温材

 ・フェノールフォーム保温材

種類 せっこうボード等の張り付け

　・有　　　　　　　・無

　・有　　　　　　　・無

　・有　　　　　　　・無

　・有　　　　　　　・無

　・有　　　　　　　・無

　・有　　　　　　　・無

　・有　　　　　　　・無

　・有　　　　　　　・無

　厚さ［mm］

　　施工箇所　　・図示（図面番号：　　　　）　　・（　　　　　）

(9.6.1)

 ５　屋上緑化改修工

 　　事

(9.6.2)

（9.6.3）

　屋上緑化軽量システム

　植栽基盤及び材料

　　・　適用する　　・　適用しない

　　　　芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　）

　　　　見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　）

　工法

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・　適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（ ・　1　・　1.15　・　1.3）倍の風圧力及び積雪荷重に対応した工法）

　　・　適用しない

　かん水装置　　　　　・　設置する（種類　・　　　　　・　　　　　）

　既存保護層の撤去　　・　行う　　・　行わない 

６　透水性アスファ

　　ルト舗装改修工

　　事

(9.7.2)～

(9.7.7)

(9.7.9)

　既存舗装の撤去及び再利用　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　）

　路床

　　路床の材料

・図示（図面番号：　　　　　）

・（　　　　　）

種別 材料 厚さ[㎜]

　（7μmふるい通過量10％以下）

・図示（図面番号：　　　　　）

・（　　　　　）

 ・凍上抑制層

 ・フィルター層

 ・再生クラッシャラン　・クラッシャラン

 ・切込み砂利

 ・川砂、海砂又は良質な山砂

 ・（　　　　　）

 ・砂

 ・（　　　　　）

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種  ・Ｄ種

 ・建設汚泥から再生した処理土

 ・盛土 ・図示（図面番号：　　　　　）

・（　　　　　）

　路床安定処理

　・　添加材料による安定処理

　・　ジオテキスタイル

　　　単位面積質量　　・　60g/m2以上　　・（　　　　　）

　　　厚さ[㎜]　　　  ・　0.5～1.0　　　・（　　　　　）

　　　添加量（　　　　　㎏/m2）（目標CBR　・５以上　　・　　　　　）

　　　引張強さ　　　　・　98N/5㎝（10㎏f/5㎝）以上　　・（　　　　　）

　　  透水係数　　　　・　1.5×10^ -1㎝/sec 以上　　　・（　　　　　）

　　　　　　　・　生石灰（・特号　　・１号）　　・　消石灰（・特号　　・１号）

　　　種類　　・　普通ポルトランドセメント　　　・　フライアッシュセメントＢ種

　試験

　　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・　行う　　・　行わない

　　路床締固め度の試験　　　　　　　　・　行う　　・　行わない 

　路盤

　　路盤の構成及び厚さ　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・ （　　　　　）

　　路盤材料　　・　再生材のクラッシャラン 

　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　試験

　　路盤締固め度の試験　　・　行う　　・　行わない

　舗装

材料 厚さ[㎜]

ストレートアスファルト

・（　　　　　）

　試験

・図示（図面番号：　　　　　）

　　舗装の平たん性　　・　著しい不陸がないもの　　・（　　　　　）

　　　　　　　　・　クラッシャラン鉄鋼スラグ

　　　　　　　　・（　　　　　）

　　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・　行う　　・　行わない

　（スキンなし）

 ・ビーズ法ポリスチレンフォーム保温材

 ・押出法ポリスチレンフォーム保温材
　 　　・　アスベスト含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

　　　 　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融施設）

 ２　断熱アスファル

　 ト防水改修工事

(9.2.1)～

(9.2.3)

　改修特記仕様書３章による

（9.1.3）

（9.1.5）

（9.1.4）

　　　 ・　アスベスト含有成形板の除去

　　　　除去対象範囲　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　）

　　　　　・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融施設）

　　　　除去したアスベスト含有保温材の処分

　　・　アスベスト含有保温材の除去

　　　　除去対象範囲　・　図示　　・（　　　　　）

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS

A-007

改修特記仕様書№７

（原図：A2）

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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Ｗ１ 既設コンクリート下地 ＮＡＤ塗替（下地調整）

　　　２００×２３０×２５０　ＯＰ塗

外 部 仕 上 表

部 位 仕 上 部 位 仕 上 部 位 仕 上 部 位 仕 上

既　設 既　設

犬走り 生徒玄関階段
既　設 改修後 既設のまま 改修後

出入口：アルミ建具　見込１００、鋼製建具　見込８６
既　設

窓：アルミサッシ　オーダー　見込７０
屋 根 開口部

既　設 改修後 アルミサッシ、アルミサッシ（カバー工法）、スチールドア

水飲場・足洗場：人造石研出シ　Ｗ３８００×Ｄ５００×Ｈ１０００
改修後 既　設

足洗場：人造石研出シ　Ｗ１０００×Ｄ５００×Ｈ１０００
樋 水飲場・足洗場

改修後 既設のまま
改修用ルーフドレン：タテ引型・横引型　鋳鉄製　φ１００

中継用ドレン：鋳鉄製　φ１００
既　設 改修後 既　設 コンクリート打放シ

タテ樋：硬質塩化ビニル管（カラー）φ１００
花壇

飾枡：塩化ビニル製　φ１００用
改修後 改修後 既設のまま

既　設 既　設 人造石研出シ

軒裏 職員玄関
改修後 改修後 既設のまま

内 部 仕 上 表 № １

内
装
制
限

上段：既設室名 床 巾木 壁 梁型 天井
階 廻縁 ＣＨ 室名札 備 考

下段：改修後室名 記号 下地 仕上 記号 仕上 Ｈ 記号 下地 仕上 記号 下地 仕上 記号 下地 仕上

１
階

庇裏

ルーフドレン：タテ型　鋳鉄製　φ１００　撤去

　　　　　　　横引型　鋳鉄製　φ１００　撤去

　　　　　　　バルコニー型　鋳鉄製　φ１００　撤去

タテ樋：硬質塩ビ製　φ１００　撤去

飾枡：亜鉛引鉄板ァ１．２　内部コールタール塗　撤去

職員玄関 ２, ７００塩ビ大平板ァ４目スカシ張ＬＧＳ下地モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗コンクリート下地人造石研出シ人造石研出シ　真鍮目地モルタル下地

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗 ＰＢァ９　ＯＰ塗
米栂　ＯＰ塗

廊下 モルタル下地 ビニル床シート張 １００ ＬＧＳ下地 一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗 塩ビ ２, ７００
一部撤去 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

一部撤去
木組下地　一部撤去

ＯＳＷ塗

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

コンクリート下地 モルタルコテ押エ
ＡＶＰ塗

米栂　ＯＰ塗 １００ナラフローリングブロックァ１５モルタル下地作業室・資料室 ＬＧＳ下地 ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

塩ビ ３, ０５０

撤去：木製棚

移設：掃除具入、ﾛｯｶｰ

３年５組
ＯＳＷ塗

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

コンクリート下地 モルタルコテ押エ
ＡＶＰ塗

米栂　ＯＰ塗 １００ナラフローリングブロックァ１５モルタル下地 ＬＧＳ下地 ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

塩ビ ３, ０５０

木組下地　撤去 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗　撤去

木組下地　撤去 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗　撤去

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
ナラフローリングブロックァ１５ モルタルコテ押エ ＰＢァ９　ＯＰ塗

モルタル下地 １００ ＬＧＳ下地 塩ビ ３, ０５０
ＯＳＷ塗 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗 ＡＶＰ塗

一部撤去 一部撤去

撤去：黒板、掲示板、掃除具入、ｽｸﾘｰﾝﾎﾞｯｸｽ

移設：黒板、掲示板、掃除具入、ﾛｯｶｰ

木組下地　一部撤去

コンクリート下地３年４組

既設のまま 既設のまま ＢＢ１
ＬＧＳ下地

【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地

【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地 ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張（両面）

ＮＡＤ塗　ＧＷァ５０敷込

【仮設間仕切】

【仮設間仕切】

ＮＡＤ塗
強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張（両面）

Ｗ１

Ａ

Ｂ

Ｃ

【職員室】【放送室】

仮設利用

１００ 既設のまま

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
ナラフローリングブロックァ１５ モルタルコテ押エ ＰＢァ９　ＯＰ塗

モルタル下地 米栂　ＯＰ塗 １００ ＬＧＳ下地 塩ビ ３, ０５０
ＯＳＷ塗 ＡＶＰ塗 一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

木組下地 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

移設：金庫

撤去：掃除具入、黒板、掲示板、ﾛｯｶｰ

移設：ﾛｯｶｰ
コンクリート下地すこやか学級４

移設：黒板、上下黒板、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、上下ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

＜屋上＞平場：塩化ビニルシート防水機械固定工法（Ｓ－Ｍ２）

既　設
一部コンクリート打放シ

改修後

既　設 コンクリート打放シ

（生徒玄関・職員玄関）
改修後

既　設

天井換気パイプ：塩ビφ５０　防虫網付　既設のまま

モルタル刷毛引　吹付タイル

改修後

モルタル刷毛引　リシン吹付 既　設

根回り
改修後

外壁

バルコニー庇
水洗い

水洗い

水洗い

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

水洗い

下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ

水洗い

下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ

＜１階屋根＞平場・立上：ウレタン塗膜防水密着工法（Ｘ－２）

＜玄関庇＞平場：ウレタン塗膜防水密着工法（Ｘ－２）

＜バルコニー床＞平場・立上：ウレタン塗膜防水密着工法（Ｘ－２）

　　　　パラペット笠木：アルミ製Ｗ２８０

＜屋上＞平場・立上：均シモルタル下地ァ２５　塩化ビニル樹脂系シート防水一部撤去

　　　　パラペット笠木：アルミ製Ｗ２８０撤去

既設のまま

既設のまま ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗Ｃ１

＜バルコニー床＞平場・立上：防水モルタル塗　既設のまま

米栂　ＯＰ塗

＜１階屋根＞平場・立上：ウレタン塗膜防水 既設のまま

　　　　笠木：ポリマーセメント系塗布防水　既設のまま

＜玄関庇＞平場：防水モルタル塗　既設のまま

モルタル刷毛引　吹付タイル　既設のまま

階段壁：コンクリート打放シ　ノミハツリ仕上　既設のまま

外壁　：モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付　既設のまま

モルタル刷毛引　既設のまま

モルタルコテ押エ

　　　　立上：塩化ビニルシート防水密着工法（Ｓ－Ｆ２）

水洗い

天井換気パイプ：既設のまま

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

補強ブレース：下地調整の上、耐候性塗料塗り

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
モルタルコテ押エ

米栂　ＯＰ塗 １００ ＬＧＳ下地 ウズシオ不燃ボードァ９張 塩ビ ３, ０５０
シナベニヤ５．５　ＯＰ塗 ＡＶＰ塗

木組下地
一部１００角タイル張

ＬＧＳ下地 ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗
ＢＢ１ ソフト巾木 １００ Ａ 既設のまま 既設のまま

【仮設間仕切】 【仮設間仕切】

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
モルタルコテ押エ

多目的室２ １００ ＬＧＳ下地 ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗 塩ビ ２, ７００
ＡＶＰ塗

木組下地 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

Ｆ２ ビニル床シートァ２．５張 ＢＢ１ ソフト巾木 １００ 既設のまま 既設のまま

【給湯室】【印刷室】

【保健室】

撤去：木製棚

撤去：木製棚

モルタル下地

一部モザイクタイル張

モルタルァ３０　一部撤去

ジュータン張　撤去

移設：薬品庫、ﾌﾄﾝ棚、担架、ステン流し台、ガス台
製氷機（機械設備工事）

 

仮設利用

仮設利用
既設のまま

コンクリート下地　一部撤去

コンクリート下地　一部新設

コンクリート下地

コンクリート下地

資材倉庫

既設のまま ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗

既設のまま

Ｃ１

米栂　ＯＰ塗

ＬＧＳ下地 ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗
Ａ

【仮設間仕切】 【仮設間仕切】

既設コンクリート下地 ＮＡＤ塗替（下地調整）

下地調整の上

ソフト巾木

ＢＢ１ ソフト巾木
既設のまま 既設のままＣ１ ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗

【一部既設のまま】
既設のまま 既設のまま

【校長室】【応接室】

仮設利用
１００

応接室：モルタル金コテ押えの上ＮＡＤ塗【家具撤去跡】

玄関庇　鼻先

クリンカー１０８角タイル張

既設のまま

ビニル系タイル張　撤去（アスベスト含有）

ジュータン張　

ビニル系タイル張下地

一部撤去

一部撤去

特 一級建築士　第360917号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

前田　祐作記 （原図：A2）

事 ＜管理教室棟＞
図 面 名 称 縮 尺 NS

改修前 改修後　外部・内部仕上表№１項

A-009
一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社 前 野 建 築 設 計



撤去

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

記号 記号

床内
装
制
限下段：改修後室名

上段：既設室名
階

仕上下地

内 部 仕 上 表 № ２

１
階

Ｈ 記号 記号仕上

巾木

下地 仕上

壁

記号 下地

梁型

仕上下地
ＣＨ廻縁 室名札 備 考

天井

仕上

米栂　ＯＰ塗モルタル下地 １００ ＬＧＳ下地
ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ
コンクリート下地 塩ビコンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

ナラフローリングブロックァ１５

ＯＳＷ塗

カーペット敷　撤去

２, ７００

既設のまま既設のまま
【仮設間仕切】【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地 ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

モルタルコテ押エモルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗コンクリート下地１００倉庫 モルタルコテ押エ　目地切コンクリート下地
ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ

ＣＢァ１００下地　撤去

コンクリート下地

２, ７００
撤去

塩ビ
ＬＧＳ下地　撤去

撤去

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗

撤去

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

既設コンクリート下地

木組下地　撤去

１００モルタル下地
撤去

米栂　ＯＰ塗２
階

廊下

塩ビ
一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９ァ９　ＯＰ塗
ＬＧＳ下地モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗コンクリート下地

磁器クリンカー１０８角タイル張
人造石研出シモルタル下地生徒玄関

ビニル床シート張　撤去

一部ビニル床シート張

２, ７００

２, ８１０

ＮＡＤ塗耐火中空２重壁①

Ａ

Ｗ１

Ｗ２

教材室Ａ・Ｂ

生徒玄関 人造石研出シ

撤去
撤去

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗
磁器クリンカー１０８角タイル張

撤去

モルタル下地 磁器質１００角タイル張
磁器質１００角

タイル張

塩ビ

撤去

１００

生徒玄関 ＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張 塩ビ
２, ７００

モルタル下地　撤去

ＬＧＳ下地　撤去

ビニル床シートァ２．５張

一部ビニル床シート張　撤去

下地調整の上

コンクリート下地

木組下地　撤去モルタル下地

既設コンクリート下地

ＮＡＤ塗耐火中空２重壁②

２, ８１０

２, ７００

２, ８１０

ソフト巾木 １００小会議室

ＮＡＤ塗耐火中空２重壁②

既設コンクリート下地

ＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張 塩ビ ２, ７００

モルタル金コテ押エァ２８

大会議室 １００

コンクリート下地

３, ０５０

３, ０５０

コンクリート下地

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

共同実施室 １００

コンクリート下地

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

ウズシオ不燃ボードァ９張

撤去

塩ビ

塩ビ放送室

カウンセリングルーム
１００

有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

相談室Ａ

更衣室
１００

コンクリート下地

コンクリート下地

コンクリート下地

３, ０５０

３, ０５０

２, ６８０
フェルト下地　ジュータン敷　撤去

ロックウールァ５０　一部撤去

一部撤去

一部撤去

木組下地　一部撤去

木組下地　一部撤去

木組下地　一部撤去

【仮設間仕切】【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地 強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１　ＮＡＤ塗

Ｆ３

Ｆ４

ＢＢ１

ＢＢ１

ＢＢ２

Ｂ

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ３

Ｗ３

Ｃ２

Ｃ２

ソフト巾木 １００ 塩ビ

米栂　ＯＰ塗

撤去

ビニル系タイル張

ＬＧＳ下地 ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

撤去

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

撤去

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

撤去

塩ビ

保健室

保健室
ナラフローリングブロックァ１５

モルタル下地　撤去

モルタル下地　撤去
ＯＳＷ塗　撤去

１００

木組下地　撤去

コンクリート下地

ＬＧＳ下地　撤去

既設コンクリート下地

１００ソフト巾木 化粧ＰＢァ９．５張ＬＧＳ下地 塩ビビニル床シートァ２．５張モルタル金コテ押エァ２８

２, ７００

２, ７００不

２, ７００

塩ビ
２, ７００

ウズシオ不燃ボードァ９張

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗

シナベニヤ５．５

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタル下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地　撤去

コンクリート下地

１００

１００

相談室Ｂ

小会議室

一部撤去

メラミン化粧合板張　一部撤去

Ｆ７

ＢＢ１

ＢＢ１

Ｗ１

Ｗ４

Ｃ２

ソフト巾木 １００ 塩ビＢＢ１

２, ７００塩ビ１００ソフト巾木ＢＢ１

ＮＡＤ塗耐火中空２重壁②Ｗ３

ソフト巾木 ２, ７００塩ビＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張１００廊下
ビニル床シートァ２．５張

下地調整の上
Ｆ３ ＢＢ１ Ｃ２

モルタル下地

モルタル下地

ビニル床シート張

ナラフローリングブロックァ１５

ＯＳＷ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

ＮＡＤ塗耐火中空２重壁③Ｗ５

ＮＡＤ塗　【仮設間仕切】【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地 強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張（両面）
Ｂ

一部撤去
一部撤去

メラミン化粧合板張

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

一部撤去
一部撤去

 ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地
一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗
塩ビ

ＬＧＳ下地
一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗
塩ビ

ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ

ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ

ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

米栂　ＯＰ塗モルタル下地
ナラフローリングブロックァ１５

ＯＳＷ塗

モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地
ナラフローリングブロックァ１５

ＯＳＷ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

既設のまま

（アスベスト含有）撤去

塩ビ

撤去

３, ０５０

ＮＡＤ塗　【仮設間仕切】【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地 強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張（両面）
Ｂ

ＮＡＤ塗　【仮設間仕切】【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地 強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張（両面）
Ｂ

既設のまま

既設のまま

既設のまま

木組下地　撤去 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗　撤去

Ｗ２Ａ 耐火中空２重壁① 素地のまま

既設のまま

既設フローリング研磨

下地調整の上

ソフト巾木
下地調整の上

下地調整の上

【相談室１・２】

【普通教室】

【普通教室】

仮設利用

仮設利用

仮設利用

ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ
コンクリート下地

下地

既設コンクリート

ＮＡＤ塗

ＰＢァ９．５張ＷＧ１

ＯＳＷ塗

ナラフローリングブロックァ１５

ソフト巾木ＢＢ１ １００

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

ＮＡＤ塗替（下地調整）

ＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張Ｃ２ ３, ０５０

既設のまま

既設のまま

【普通教室】

【普通教室】

仮設利用

仮設利用

（Ｘ２－４間）

（Ｘ４－６間）

ＬＧＳ下地　撤去

ＬＧＳ下地　撤去

（アスベスト含有）　撤去

ＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張Ｃ２

ＮＡＤ塗替（下地調整）

相談室Ａ　ジュータン敷　撤去

軽量コンクリートァ９０

下地調整の上　ビニル床シートァ２．５張Ｆ３

ァ４０＋４０

押出法ポリスチレンフォーム
溶接金網φ６×１００×１００Ｆ５ ビニル床シートァ２．５張

ビニル系タイル張

撤去（アスベスト含有）

倉庫

ＬＧＳ２５型下地

ＦＡ

ＮＡＤ塗替（下地調整）

ＮＡＤ塗替（下地調整）

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS
改修前 改修後

＜管理教室棟＞

　内部仕上表№２

（原図：A2）
A-010

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

撤去：木製棚

移設：薬品庫、ﾌﾄﾝ棚、担架、流し台、ガス台

移設：担架

新設：ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

移設：黒板、掲示板、整理棚、掃除具入、ﾛｯｶｰ

撤去：掲示板、ウォータクーラ、下足入

新設：ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、下足入、掲示板、掃除具入

移設：展示棚、壁掛け時計、下足入

移設：展示棚、壁掛け時計

移設：掲示板

移設：掲示板（高さ変更）

撤去：スチールロッカー

移設：黒板、掲示板、整理棚、掃除具入、ﾛｯｶｰ

移設：黒板

撤去：黒板

新設：収納棚、掃除具入、布団入、ｷｯﾁﾝ、吊ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

 撤去：ｶｳﾝﾀｰ棚、掲示板、面台、
 　　　手洗い（機械設備工事）

移設：黒板、掲示板、整理棚、掃除具入、ﾛｯｶｰ

移設：下足入

撤去：掲示板

株式
会社 前 野 建 築 設 計



撤去

【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地

ＯＳＷ塗　の上カーペット敷

記号 記号

床内
装
制
限下段：改修後室名

上段：既設室名
階

仕上下地 Ｈ 記号 記号仕上下地

壁

仕上

巾木

下地 下地記号
室名札廻縁 ＣＨ

仕上

天井梁型

仕上

内 部 仕 上 表 № ３

２
階

書庫

応接室

校長室 モルタル下地　撤去

ナラフローリングブロックァ１５

ＯＳＷ塗

一部モルタルコテ押エ

撤去

ナラフローリングブロックァ１５

ＯＳＷ塗

ナラフローリングブロックァ１５

撤去

撤去

米栂　ＯＰ塗

撤去

米栂　ＯＰ塗

撤去

米栂　ＯＰ塗

撤去

校長室兼応接室

書庫 １００

１００

１００

１００

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

モルタル下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地　撤去

木組下地　撤去

コンクリート下地

コンクリート下地

ＰＢァ１２．５

ＮＡＤ塗

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

メラミン化粧合板張　撤去

撤去

撤去

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

メラミン化粧合板張

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

シナベニヤ５．５

化粧ＰＢァ９．５張

化粧ＰＢァ９．５張

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

撤去

撤去

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ウズシオ不燃ボードァ９張

ＬＧＳ下地　撤去

ＬＧＳ下地　撤去

ＬＧＳ下地　撤去

塩ビ

塩ビ

撤去

撤去

撤去

塩ビ

塩ビ

塩ビ

既設コンクリート下地

既設コンクリート下地
ＰＢァ１２．５（ＧＬ工法）

ソフト巾木

ソフト巾木 １００

ビニルクロス張

ビニルクロス張

ビニルクロス張

セルフレベリングァ１８

モルタル下地　撤去

モルタル下地　撤去

ビニル床シートァ２．５張モルタル金コテ押エァ２８ 耐火中空２重壁①

耐火中空２重壁①

グラスウールボードァ２５張

（ガラスクロス押エ）

グラスウールボードァ２５張

（ガラスクロス押エ）

備 考

耐火中空２重壁①

２, ７００

２, ７００

２, ６８０

２, ６８０

２, ６８０

複合フローリングァ１２直張

既設コンクリート下地

放送室 １００ソフト巾木ビニル床シートァ２．５張モルタル金コテ押エァ２８ ＬＧＳ下地 塩ビ ２, ７００
ロックウール化粧吸音板ァ１２

ＰＢァ９．５捨張

ビニル床シート張　撤去

コンクリート下地　一部撤去

コンクリート下地

木組下地　撤去

下地

既設コンクリート
ソフト巾木

樹脂製ＯＡフロア　Ｈ５０
塩ビＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張１００職員室

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗ＬＧＳ下地

ソフト巾木
樹脂製ＯＡフロア　Ｈ５０

ＬＧＳ下地　撤去
木組下地　撤去

１００ ＬＧＳ下地　撤去

塩ビ

撤去

石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

杉柾合板　目スカシ張

撤去

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

撤去

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

撤去
コンクリート下地

木組下地　撤去

撤去
撤去

撤去

タタミ寄
一部桧フローリング張

タタミ敷

モルタルコテ押エ　目地切

撤去

米栂　ＯＰ塗

塩ビ

塩ビ

ＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張

ＬＧＳ下地　撤去
撤去

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

１００

１００
撤去

米栂　ＯＰ塗

印刷室

印刷室

ＮＡＤ塗

撤去

モルタルコテ押エ

ＡＶＰ塗コンクリート下地

耐火中空２重壁①

３, ０５０
撤去

塩ビ
ＬＧＳ下地　撤去

撤去

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗

撤去

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

既設コンクリート下地

木組下地　撤去

コンクリート下地

１００
米栂　ＯＰ塗

ＯＳＷ塗　撤去
モルタル下地　撤去職員室

ナラフローリングブロックァ１５

撤去

２, ７００

２, ７００

２, ４００

２, ３７０

（アスベスト含有）　撤去

不

撤去のままＥＶピット 撤去のまま 撤去のまま

廊下
３
階

１００

コンクリート下地

２, ７００

撤去

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

米栂　ＯＰ塗

木組下地　撤去

ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗
塩ビ

モルタル下地

３, ０３５

コンクリート下地

ＣＢ下地

既設コンクリート下地

既設ＣＢ下地

ジュラクサテン吹付

シナベニヤ５．５　撤去

Ｆ８

Ｆ７

Ｆ７

Ｆ９

Ｆ９

ＢＢ１

ＢＢ１

ＢＢ１

ＢＢ１

ＢＢ１

Ｗ６

Ｗ７

Ｗ８

Ｗ１

Ｗ２

Ｗ４

Ｗ９

Ｗ１０

Ｗ１

Ｗ２

Ｗ４

Ｗ１

Ｗ１１

ＷＧ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ２

Ｃ２

Ｃ２

ビニル床シート張　一部撤去
一部撤去

一部撤去 ＬＧＳ下地

一部撤去
一部撤去

一部撤去

既設のまま既設のまま既設のまま 既設のまま

既設コンクリート下地

普通教室 １００

コンクリート下地ナラフローリングブロックァ１５

ＯＳＷ塗

１００ソフト巾木 ＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張

コンクリート下地
米栂　ＯＰ塗

一部撤去
木組下地　撤去

撤去

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

一部撤去
ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

撤去

塩ビ

撤去
ＬＧＳ下地　撤去

既設コンクリート下地

ＬＧＳ下地 ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

ビニル床シートァ２．５張

下地調整の上

耐火中空２重壁① ＮＡＤ塗

１００セルフレベリングァ１８ ＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張 塩ビ ３, ０５０
既設コンクリート

下地
複合フローリングァ１２直張

【仮設間仕切】

強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１　ＮＡＤ塗

Ｆ８

Ｆ３ ＢＢ１

ＢＢ１

Ｗ１

Ｄ

Ｗ１

Ｗ４

Ｗ２

ＷＧ１

Ｃ２

Ｃ２

２, ７００廊下

塩ビ

既設のまま

下地調整の上

下地調整の上

下地調整の上

下地調整の上

下地調整の上

下地調整の上

ＬＧＳ下地

【仮設間仕切】 【仮設間仕切】

強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１　ＮＡＤ塗
Ｄ

モルタル下地　撤去

下地調整の上
ソフト巾木

ＮＡＤ塗

ＰＢァ９．５張

ＮＡＤ塗

ＰＢァ９．５張

ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ

帯電防止置敷ビニル床タイルァ４．０張

（アスベスト含有）　撤去

ＮＡＤ塗替（下地調整）

ＮＡＤ塗替（下地調整）

セルフレベリング１０

セルフレベリング１０

撤去

モルタル下地　撤去

多目的教室１のみ　既存のまま

多目的教室１のみ　既存のまま

帯電防止置敷ビニル床タイルァ４．０張

既設仕上下地調整の上　ＮＡＤ塗

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
ＰＢァ９　ＯＰ塗

給食保管庫 モルタル下地 米栂　ＯＰ塗 １００ ＬＧＳ下地 塩ビ
一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

ビニル床シートァ２．５張

ＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張 塩ビ ３, ０５０
（簡易改修）

１００既設のまま
既設フローリング研磨の上

ウレタン塗装 ウレタン塗装

既設下地調整の上
耐火中空２重壁① ＮＡＤ塗

木組下地

Ｆ１０ ＢＢ３

Ｗ２

Ｗ１２

Ｃ２ＰＢァ９．５張

ＮＡＤ塗

ＷＧ１
多目的教室１

耐水合板ァ9 掲示クロス張（壁見切から梁下まで）

ＬＧＳ２５型下地

ＬＧＳ２５型下地

ＬＧＳ２５型下地

（全面改修）

普通教室

すこやか学級

ＮＡＤ塗替（下地調整）

ＮＡＤ塗替（下地調整）

ＮＡＤ塗替（下地調整）

ＮＡＤ塗替（下地調整）

既設モルタル金コテ押エ

用務員室

湯沸室

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS
改修前 改修後

＜管理教室棟＞

　内部仕上表№３

（原図：A2）
A-011

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

撤去：行事黒板、飾り枠、面台

移設：展示棚

移設：金庫

移設：行事黒板

移設：展示棚

新設：窓下収納棚

移設：金庫

新設：書架

新設：開架式書庫、収納棚、ｷｯﾁﾝ、掲示板、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

移設：製氷機

撤去：地図掛け、スチール棚、木製棚

移設：収納棚

撤去：上部吊戸棚
撤去：温水器、ガス台、調理台、ｽﾃﾝﾚｽ流し台、

移設：黒板、掲示板、整理棚、掃除具入、ﾛｯｶｰ

株式
会社 前 野 建 築 設 計



記号 記号

床内
装
制
限下段：改修後室名

上段：既設室名
階

仕上下地 Ｈ 記号 記号仕上下地

壁

仕上

巾木

下地 下地記号
室名札廻縁 ＣＨ

仕上

天井梁型

仕上

内 部 仕 上 表 № ４

備 考

４
階

モルタル下地 米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗モルタル下地
ナラフローリングブロックァ１５

ＯＳＷ塗

廊下

普通教室

給食保管庫

１００

１００

コンクリート下地

木組下地

木組下地

コンクリート下地

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗
ＬＧＳ下地

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗
ＬＧＳ下地

塩ビ

塩ビ

モルタル下地 米栂　ＯＰ塗 １００

木組下地

コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗
一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗
ＬＧＳ下地 塩ビ

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗人造石研出シ張　真鍮目地

ビニル床シート張

ビニル床シートァ２．５張

各
階

洗面所
撤去

モルタル下地　一部撤去
人造石研出シ

撤去
１００

コンクリート下地
ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗 塩ビ

撤去
ＬＧＳ下地　撤去

撤去

既設コンクリート下地

モルタル下地 ビニル床シートァ２．０張 ＣＢ下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モザイクタイル張　撤去
軽量コンクリート　撤去

アスファルト防水　撤去

均シモルタルァ２５　撤去

モルタル下地　撤去 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

撤去

１００角タイル張

撤去

石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

（アスベスト含有）　撤去

塩ビ

撤去

コンクリート下地

モルタル下地　撤去

ＣＢァ１００　モルタル下地　撤去

ＣＢァ１００下地　撤去
ＬＧＳ下地　撤去

２, ７００

２, ６３５

２, ７００

２, ７００

３, ０５０

西男子便所

西女子便所

東女子便所

Ｗ１

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

耐水ＰＢァ１２．５＋耐水ＰＢァ１２．５（両面）

ＧＷァ５０

ＬＧＳ下地Ｗ１４

既設コンクリート下地Ｗ１３

Ｗ１２

耐水ＰＢァ１２．５（ＧＬ工法）

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

ＬＧＳ下地Ｗ１５

ＬＧＳ下地Ｗ１６ 耐水ＰＢァ１２．５＋耐水ＰＢァ１２．５（両面）

ＮＡＤ塗

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１（片面）

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗ＬＧＳ下地Ｗ４

塩ビＬＧＳ下地 化粧ＰＢァ９．５張

サイン

ピクト
２, ５６０

２, ７００
Ｃ２

ビニル床シートァ２．５張

トイレ用防滑性ノーワックス

金コテ押エ

押出法ポリスチレンフォーム

均シモルタルァ１０

ァ４０＋５０

軽量シンダーコンクリートァ８０

Ｆ１２ ＢＢ４ ２００同材巻上

ＢＢ１ １００ソフト巾木Ｆ１１
トイレ用防滑性ノーワックス

ビニル床シートァ２．５張
モルタル金コテ押エァ２８

下地調整の上

ＮＡＤ塗替（下地調整）

ＮＡＤ塗替（下地調整）

溶接金網φ６×１００×１００

・ビニル床シート張りは、熱溶接工法とする。

・特記なき床ステンレス沓摺は、

　ＳＵＳ３０４　　 ４０×２０×２（ＨＬ仕上）とする。

　また、床仕上が異なる部分には、床ステンレス沓摺を入れること。

・木工事造作材（枠材、見切縁等）は特記なき限りタモとする。

＜特記事項＞

　高さ４．０ｍを超える部分はＷ１００とする。

・ＬＧＳ間仕切壁下地は、特記なき限りＷ６５とし、

　ジョイントコンパウンド塗とする。

・ボード類　壁コーナー処理は、特記なき限りコーナー保護金物の上、

　（寒冷紗・ジョイントテープ張処理）

・壁ボード張部分は、ジョイントレス大壁工法とする。

・床と巾木は床勝ちの納まりとすること。

名称

【防火認定番号】

軽量鉄骨下地

グラスウール

石膏ボード

ヘアライン

ＬＧＳ

ＧＷ

ＰＢ

ＨＬ

記号

【記号略号】

　（天井、壁、家具、建具仕上材、接着剤、下地共）

・使用建材：Ｆ☆☆☆☆

名称ＪＩＳ番号記号

【仕上記号略号】

・クロルピリホス使用なし

・内部塗料は、Ｆ☆☆☆☆品　家具等Ｆ☆☆☆☆品

【シックハウス対応策】

※ＤＰ　鉄鋼面：１級　　押出成形セメント板：Ｂ種  

＜不燃＞：ＮＭ ８６１９ＰＢ（石膏ボード）ァ１２．５

＜準不燃＞：ＱＭ ９８２４

：ＮＭ １８６４ ＜不燃＞不燃化粧ＰＢァ９．５

化粧ＰＢァ９．５

＜不燃＞：ＮＭ ８５７８

＜不燃＞：ＮＭ－２１８３

ケイカル板

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

＜不燃＞
：ＮＭ ０３２６

：ＮＭ ８６１９

：ＱＭ ９４０５

無機質クロス張

ＰＢ下地

ビニルクロス張

ＰＢ下地
＜準不燃＞

＜不燃＞：ＮＭ－８５８５塗料一般（ＮＡＤ）

非水分散形塗料

アクリル樹脂系
ＮＡＤ Ｋ５６７０

Ｋ５５３１

耐候性塗料塗

クリアラッカー塗ＣＬ

Ｋ５６５８ＤＰ

・手すり、設備機器などの取付壁面補強下地は耐水合板ァ１２とする。

　１１４条区画（ＬＧＳ間仕切）への補強は、スチールプレートとする。

　監理者の承諾を受けること。

・タイル使用箇所は、タイル割付図作成の上、

・ＷＣ内手摺は設備工事（下地補強建築工事）とする。

・参考メーカー品番及び認定番号は同等品以上とする。

仕上、下地共準不燃材以上

仕上不燃材

仕上、下地共不燃材

【内装制限凡例】

【１１４条区画】

仕上難燃材以上

仕上準不燃材以上

・木組床下地の不陸調整はモルタルダンゴにて行うこと。

・使用建築材料：特記なき限りＪＩＳ・ＪＡＳ認定品を使用すること。

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４
強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５（両面）

耐火中空２重壁①　　　ＬＧＳ下地　６５、９０

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５（両面） ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

ＧＷァ５０　２４kg品

耐火中空２重壁②　　　ＬＧＳ下地　６５、９０

強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１
ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

耐火中空２重壁③　　　ＬＧＳ下地　１００

鉄板＋ロックウールァ３０吹付 ＦＰ０６０ＮＥ－９３０５耐火構造

撤去

モザイクタイル張　撤去
軽量コンクリート　撤去

アスファルト防水　撤去

均シモルタルァ２５　撤去

モルタル下地　撤去

石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

（アスベスト含有）　撤去

塩ビ

撤去
ＬＧＳ下地　撤去

コンクリートァ１２０　一部撤去

ＥＶピット

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

撤去

コンクリート下地

ＣＢァ１００下地　撤去

１００角タイル張

撤去

モルタル下地　撤去

ＣＢァ１００　モルタル下地　撤去

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗人造石研出シ張　真鍮目地

撤去
モルタル下地　一部撤去

モルタル下地 ビニル床シートァ２．０張

人造石研出シ

撤去
１００

コンクリート下地
ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗 塩ビ

撤去
ＬＧＳ下地　撤去

撤去

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗ＬＧＳ下地 塩ビ

段裏モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗ＬＧＳ下地

人造石研出シモルタル下地 アートフロアー１．８　ＫＰ型階段 １００ コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

２, ６３５

２, ７００

東男子便所

【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地 強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１　ＮＡＤ塗
Ｄ

Ｆ１３ コンクリートァ１２０

【仮設間仕切】（天井裏まで）

躯体あらわし

東洗面所
湯沸室

ＣＢ下地撤去
モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
撤去

躯体あらわし

躯体あらわし

ＧＷァ５０

同　上 同　上 同　上 同　上 同　上 同　上 同　上同　上
西女子便所

西男子便所

東女子便所

東男子便所
Ｆ１３

ビニル床シートァ２．５張

トイレ用防滑性ノーワックス

（１階のみ）

・塗装等の仕上げは、天井までとすること。（天井内仕上不要）

西女子便所

西男子便所

東女子便所

東男子便所

（３，４階）

（２階）

職員男子便所

職員女子便所

準

不

不

難

準

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS
改修前 改修後

＜管理教室棟＞

　内部仕上表№４

（原図：A2）
A-012

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

新設：手洗い、汚垂タイル、トイレブース

撤去：手洗い、掃除流し

モルタル金コテ押エァ２８

土間コンクリートァ１５０

Ｄ１０＠２００シングル

再生切込砕石ァ１００

防湿ポリエチレンフィルムァ０．１５

新設：手洗い、汚垂タイル、トイレブース

株式
会社 前 野 建 築 設 計



部 位

外 部 仕 上 表

仕 上

屋 根
（渡り廊下棟）

既　設
平場・立上：均シモルタル下地ァ２０　ウレタン塗装防水

笠木：ポリマーセメント系塗布防水

既　設

　　　　笠木：金属笠木

　　　　笠木：ポリマーセメント系塗布防水

＜１階屋根＞平場・立上：均シモルタル下地ァ２０　ウレタン塗膜防水

＜バルコニー＞平場・立上：防水モルタル塗

＜小庇＞平場：防水モルタル塗

屋 根
（特別教室棟）

＜屋上＞平場・立上：均シモルタル下地ァ２５　塩化ビニル樹脂系シート防水

部 位 仕 上 部 位 仕 上

玄関床 既　設 クリンカー１０８角タイル張

既　設
出入口：アルミ建具　見込１００、鋼製建具　見込８６

窓：アルミサッシ、レディオーダー　見込７０
開口部

既　設

ルーフドレン：タテ型　鋳鉄製　φ１００

　　　　　　　横引型　鋳鉄製　φ１００

　　　　　　　バルコニー型　鋳鉄製　φ１００

タテ樋：硬質塩ビ製　φ１００

　　　２００×２３０×２５０　ＯＰ塗

飾枡：亜鉛引鉄板ァ１．２　内部コールタール塗

樋

犬走り 既　設 モルタルコテ押エ

玄関庇 既　設 モルタル刷毛引　リシン吹付

既　設
モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付

天井換気パイプ：塩ビφ５０　防虫網付
壁

ベランダ庇 既　設
モルタル刷毛引　吹付タイル

一部コンクリート打放シ

根回り 既　設 モルタル刷毛引

軒裏 既　設 モルタル刷毛引　リシン吹付

モルタル刷毛引　吹付タイル既　設小庇裏

記号下段：改修後室名

上段：既設室名

下地

１
階

階

内 部 仕 上 表 № １

内
装
制
限

生徒玄関
磁器クリンカー１０８角タイル張

モルタル下地

記号 記号

ＬＧＳ下地
ＰＢァ９ァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＣＨ廻縁 室名札

塩ビ

仕上 下地下地

梁型 天井

仕上
備 考

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

壁

Ｈ 記号

コンクリート下地

記号

人造石研出シ

仕上

床 巾木

仕上 下地 仕上

美術準備室

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

一部モザイクタイル張

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗モルタル下地

モルタル下地すこやか学級２

すこやか学級１

すこやか学級３

ナラフローリングブロックァ１５

ポリウレタン塗
モルタル下地

木組
タタミ敷

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗モルタル下地被服室

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗モルタル下地被服準備室

第１美術教室
ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

一部人造石研出シ張
モルタル下地

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗モルタル下地

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

一部人造石研出シ張
モルタル下地第２美術室

既設のまま

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地
一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地
ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

既設のまま

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

一部１００角タイル張

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

一部撤去

一部撤去

一部撤去

一部撤去

コンクリート下地

木組下地

コンクリート下地

木組下地

コンクリート下地

１００

１００

１００

コンクリート下地

１００

コンクリート下地

１００

コンクリート下地

木組下地

１００

コンクリート下地

１００

コンクリート下地

木組下地

１００

木組下地　一部撤去

木組下地　一部撤去

木組下地　一部撤去

木組下地　一部撤去

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

一部撤去

米栂　ＯＰ塗

一部撤去

米栂　ＯＰ塗

一部撤去

米栂　ＯＰ塗

一部撤去

既設のまま

コンクリート下地

コンクリート下地

モルタルコテ押エ

モルタルコテ押エ

モルタルコテ押エ　目地切

モルタルコテ押エ　目地切生徒会室

美術工作室

コンクリート下地 モルタルコテ押エモルタルコテ押エ　目地切工作室（外部）

１００

１００

コンクリート下地

コンクリート下地

１５０ コンクリート下地

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

コンクリート打放シ

塩ビ

塩ビ

湯沸室 コンクリート下地 モルタルコテ押エモルタルコテ押エ　目地切 １００ コンクリート下地 ＬＧＳ下地 石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗 塩ビ

コンクリート下地倉庫 モルタルコテ押エモルタルコテ押エ　目地切 １００ コンクリート下地 モルタルコテ押エ モルタルコテ押エ

ビニル床シート張

【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地

【仮設間仕切】

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５

ＮＡＤ塗　　ＧＷァ５０敷込

ＮＡＤ塗　　ＧＷァ５０敷込

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５

【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地

【仮設間仕切】

一部フローリングァ１２張　撤去

１００

撤去のまま撤去のまま

既設のまま １００

既設のまま

３, ０５０

Ｃ

Ｃ

ＢＢ１

ＢＢ１

【普通教室】

【普通教室】

【普通教室】

【普通教室】

仮設利用

仮設利用

仮設利用

仮設利用

Ｆ６ モルタル木コテ押エァ３０

既設のまま

一部ビニル巾木

一部ビニル巾木

一部モルタル木コテ押エァ３０
既設のまま

化粧ＰＢァ９．５張　撤去

化粧ＰＢァ９．５張（木目調）撤去

ＰＢァ９　ＯＰ塗　撤去

一 部 有 孔 Ｐ Ｂ ァ ９ 目 ス カ シ 　 Ｏ Ｐ 塗 　 撤 去

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗　撤去

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗　撤去

塩ビ既設のまま

３, ０５０

２, ７００

化粧ＰＢァ９. ５　

３, ０５０塩ビ既設のまま 化粧ＰＢァ９. ５　

塩ビ既設のまま 化粧ＰＢァ９. ５　 ２, ６８０

２, ６８０

２, ６８０

３, ０５０

渡り廊下

渡り廊下

コンクリート下地 モルタルコテ押エモルタルコテ押エ　目地切 １００ コンクリート下地

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗

塩ビＬＧＳ下地

既設のまま 既設のまま 既設のまま 既設のまま ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗　一部新設

ＰＢァ９　目スカシ張　ＯＰ塗　一部撤去

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS
改修前

＜特別教室棟＞

　外部・内部仕上表№１改修後

（原図：A2）
A-013

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



記号下段：改修後室名

上段：既設室名

下地
階

内
装
制
限 記号

内 部 仕 上 表 № ２

Ｈ 記号 記号 記号仕上 下地下地仕上

壁

下地仕上

巾木

仕上

床 梁型
ＣＨ廻縁 室名札

天井
備 考

仕上

２
階

第１理科室

第２理科室

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地

調理室

調理準備室

コンクリート下地

木組下地

１００

コンクリート下地

木組下地

１００

コンクリート下地

１００

１００

コンクリート下地

木組下地

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

一部撤去

一部撤去

米栂　ＯＰ塗ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗モルタル下地 １００

コンクリート下地

木組下地 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

ＬＧＳ下地
ＰＢァ９　ＯＰ塗

一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗
塩ビ

理科準備室

理科準備室

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗暗室

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗モルタル下地

モルタル下地

モルタル下地 １００

１００

コンクリート下地

木組下地

コンクリート下地

木組下地

モルタル下地

木組下地

木組下地　ラスボード

１００

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

１００角タイル張

石綿板ァ４　ＥＰ塗

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

塩ビ

塩ビ

塩ビ

第３理科室

既設のまま既設のまま 既設のまま 既設のまま

【仮設間仕切】

強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１　ＮＡＤ塗ＬＧＳ下地

【仮設間仕切】

既設のまま ３, ０５０

３, ０５０

Ｃ１ 塩ビ

Ｄ

ＬＧＳ下地

【仮設間仕切】

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

【仮設間仕切】
Ａ

ＬＧＳ下地
強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５

ＮＡＤ塗　　ＧＷァ５０敷込

【仮設間仕切】

Ｃ１００ＢＢ１

【すこやか学級】

【普通教室】

仮設利用

【第１理科室】

仮設利用

既設のまま 化粧ＰＢァ９. ５　

撤去

撤去

３
階

第１音楽室 モルタル・ベニヤ下地

米栂　ＯＰ塗ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

１００ 木組下地

１００ 木組下地

有孔ベニヤ５．５　ＯＰ塗

有孔ベニヤ５．５　ＯＰ塗

ロックウールァ２５

ロックウールァ２５

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ウズシオ不燃ボードァ９張

一部クロス張

ウズシオ不燃ボードァ９張

塩ビ

塩ビ

クロス張

ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ

モルタルコテ押エ

音楽準備室 米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

ビニル系シートァ２．５張
モルタル下地

モルタル下地 １００

１００

コンクリート下地

木組下地

木組下地

シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

有孔ベニヤ５．５　ＯＰ塗

ロックウールァ２５

ＬＧＳ下地

ＬＧＳ下地

ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

ウズシオ不燃ボードァ９張

塩ビ

塩ビ
ＡＶＰ塗

モルタルコテ押エ

既設のまま既設のまま 既設のまま 既設のまま

米栂　ＯＰ塗

ベニヤ下地

木組下地

モルタル下地 ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

ビニル系シートァ２．５張

１００

コンクリート下地

木組下地 シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

ＬＧＳ下地 ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗 塩ビ

第２音楽室

既設のまま既設のまま 既設のまま 既設のまま

既設のまま既設のまま 既設のまま 既設のまま

仮設利用

【すこやか学級】

パソコン室

パソコン室準備室

渡り廊下

渡り廊下

１００ コンクリート下地 モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗 塩ビＬＧＳ下地

既設のまま 既設のまま 既設のまま 既設のまま

ビニル系シートァ２．５張

ビニル系シートァ２．５張

モルタル下地

モルタル下地

ソフト巾木

米栂　ＯＰ塗

米栂　ＯＰ塗

ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗　一部新設

ＰＢァ９　目スカシ張　ＯＰ塗　一部撤去

【仮設間仕切】
【仮設間仕切】

黒板塗替

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

NS
改修前

＜特別教室棟＞

改修後　内部仕上表№２

（原図：A2）
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会社 前 野 建 築 設 計
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1/200１ 階 平 面 図

1/200１ 階 平 面 図

【保健室】

【給湯室】

廊下

倉庫

生徒玄関

倉庫

男子便所女子便所

ＰＳ

階段階段小荷物専用昇降機
多目的トイレ

配膳室

仮
設

間
仕

切

仮設間仕切

仮設間仕切：１１４条区画
（天井裏まで）

仮
設

間
仕

切

【校長室】

仮
設

間
仕

切

【相談室１】 【相談室２】 【印刷室】

【応接室】

普通教室 普通教室 普通教室多目的室

ＰＳ

簡易改修範囲を示す

夏休み工事を示す

全面改修範囲を示す

一部改修（仮設教室）を示す

廊下

職員玄関

倉庫

生徒玄関

倉庫

男子便所 女子便所男子便所女子便所

ＰＳＰＳ

階段階段

３年３組３年２組３年１組

小荷物専用昇降機

配膳室

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

※消防用設備等については、

　消防法施行令及び同規則の

　通り設置する。

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す

防火設備を示す

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す（遮煙）

屋内消火栓（機械設備工事）

多目的便所

∪∪

∪∪

多目的教室１

洗面所

３年５組３年４組 資料室作業室すこやか４

資材倉庫多目的教室２

男子便所

女子便所

【放送室】

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁

（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

耐火中空二重壁①：

耐火中空二重壁②：

一部改修のまま（仮設教室）を示す

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

耐火中空二重壁③：

ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９
仮設間仕切

（天井裏まで）

ＥＶピット

仮設利用 仮設利用

仮設利用

仮設利用仮設利用仮設利用 仮設利用

仮設利用

洗面所

仮設間仕切　１１４条区画

( 天井裏まで)

職員玄関

【職員室】

仮設利用
仮設利用

【職員室】

仮設利用

【職員室】

Ｄ

Ｄ

倉庫

凡 例

既設のままを示す

既設のままを示す

改修完了諸室を示す

凡 例

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

防

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４

北

北

消

消 消

消

消

消

消

消

特

特煙

消

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前 改修後

＜管理教室棟＞

　１階平面図

（原図：A2）
A-015
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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1/200２ 階 平 面 図

1/200２ 階 平 面 図

保健室
職員室

簡易改修範囲を示す

夏休み工事を示す

全面改修範囲を示す

一部改修（仮設教室）を示す

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

※消防用設備等については、

　消防法施行令及び同規則の

　通り設置する。

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す

防火設備を示す

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す（遮煙）

屋内消火栓（機械設備工事）

階段

生徒玄関

ＰＳＰＳ

書庫放送室

階段

校長室

印刷室

職員室
保健室

小荷物専用昇降機

職員男子便所職員女子便所

カウンセリングルーム

共同実施室

相談室Ａ

小会議室 応接室

給湯室

更衣室

相談室Ｂ

教材室Ａ

教材室Ｂ

階段

生徒玄関

ＰＳ

階段小荷物専用昇降機

大会議室

印刷室
男子便所女子便所

ＥＶピット

会議室

Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

洗面所

放送室

書庫

校長室兼応接室

小会議室

ＰＳ

仮
設

間
仕

切
：

１
１

４
条

区
画

（
天

井
裏

ま
で

）

（天井裏まで）
仮設間仕切：１１４条区画

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁

一部改修のまま（仮設教室）を示す

（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

耐火中空二重壁①：

耐火中空二重壁②：

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

耐火中空二重壁③：

ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

【普通教室】

仮設利用

廊下

廊下

洗面所

【普通教室】【普通教室】

仮設利用 仮設利用
仮設利用

【普通教室】

（鉄骨下地既設のまま）
※折半屋根撤去

金属庇新設

（
天

井
裏

ま
で

）
仮

設
間

仕
切

：
１

１
４

条
区

画

凡 例

既設のままを示す

既設のままを示す

改修完了諸室を示す

凡 例

防

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４

北

北

Ｄ
１４

Ｄ
１４

消

特

特煙

消 消

消

消消 消

消

消

消

消

消

消

消

消

消

消 消

消

消

消

＜管理教室棟＞

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前 改修後　２階平面図

（原図：A2）
A-016
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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1/200３ 階 平 面 図

1/200３ 階 平 面 図

すこやか５

給食保管

湯沸室

２年１組 ２年２組 多目的教室１ ２年３組 ２年４組 多目的教室２ ２年５組

廊下

小荷物専用昇降機 階段

ＰＳ

男子便所

ＰＳ

女子便所 男子便所

階段

女子便所

簡易改修範囲を示す

夏休み工事を示す

全面改修範囲を示す

一部改修（仮設教室）を示す

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

※消防用設備等については、

　消防法施行令及び同規則の

　通り設置する。

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す

防火設備を示す

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す（遮煙）

屋内消火栓（機械設備工事）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁

一部改修のまま（仮設教室）を示す

給食保管

小荷物専用昇降機 階段 階段

普通教室普通教室普通教室普通教室普通教室普通教室

ＥＶピット

すこやか学級多目的室

洗面所

ＰＳ

女子便所

男子便所

女子便所

男子便所

廊下

ＥＶピット

（天井裏まで）
仮設間仕切：１１４条区画

ＰＳ

（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

耐火中空二重壁①：

耐火中空二重壁②：

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９９

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９８

洗面所

凡 例

既設のままを示す

既設のままを示す

改修完了諸室を示す

凡 例

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｘ１４Ｘ１３Ｘ１２Ｘ１１Ｘ１０Ｘ９Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１

防

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｘ１４Ｘ１３Ｘ１２Ｘ１１Ｘ１０Ｘ９Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１

北

北

消消

消消

消

特

特煙

消消

消消

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修前 改修後　３階平面図

（原図：A2）
A-017
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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1/200４ 階 平 面 図

1/200４ 階 平 面 図

普通教室 普通教室

給食保管

湯沸室

１年１組 １年２組 １年３組 １年４組 １年５組 １年６組 多目的教室２多目的教室１

廊下

小荷物専用昇降機

ＰＳ

女子便所男子便所

階段

ＰＳ

女子便所 男子便所

階段

簡易改修範囲を示す

夏休み工事を示す

全面改修範囲を示す

一部改修（仮設教室）を示す

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

※消防用設備等については、

　消防法施行令及び同規則の

　通り設置する。

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す

防火設備を示す

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す（遮煙）

屋内消火栓（機械設備工事）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁

一部改修のまま（仮設教室）を示す

給食保管

廊下

小荷物専用昇降機

ＰＳ

階段

ＰＳ

女子便所 男子便所

階段

ＥＶピット

すこやか学級普通教室普通教室普通教室普通教室 多目的室

洗面所

（天井裏まで）
仮設間仕切：１１４条区画

女子便所

男子便所

（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

耐火中空二重壁①：

耐火中空二重壁②：

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９９

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９８

凡 例

既設のままを示す

既設のままを示す

改修完了諸室を示す

凡 例

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｘ１４Ｘ１３Ｘ１２Ｘ１１Ｘ１０Ｘ９Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１

防

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｘ１４Ｘ１３Ｘ１２Ｘ１１Ｘ１０Ｘ９Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１

北

北

消

消消

消

消

特

特煙

消

消消

消

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修前 改修後　４階平面図

（原図：A2）
A-018
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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改修用ルーフドレン：タテ引型　鋳鉄製　φ１００

既設高置水槽

撤去

水槽基礎立上

＜陸屋根＞防水平面図による

水
勾

配
水

勾
配

パラペット笠木：金属Ｗ２８０

（機械設備工事）
新設高置水槽

（機械設備工事）
新設消火用充水槽

高置水槽・充水槽基礎

※ルーフドレインφ１００

※通気ガラリ基礎立上　撤去（カッター入れ）※通気ガラリ基礎立上　撤去（カッター入れ）

※パラペット笠木：アルミ製Ｗ２８０

※パラペット笠木：アルミ製Ｗ２８０

1/200

1/200屋 根 伏 図

屋 根 伏 図

簡易改修範囲を示す

夏休み工事を示す

全面改修範囲を示す

一部改修（仮設教室）を示す

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

※消防用設備等については、

　消防法施行令及び同規則の

　通り設置する。

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す

防火設備を示す

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す（遮煙）

屋内消火栓（機械設備工事）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁

一部改修のまま（仮設教室）を示す

（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

耐火中空二重壁①：

耐火中空二重壁②：

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９９

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９８

＜陸屋根＞防水平面図による

解体撤去を示す※

凡 例

既設のままを示す

既設のままを示す

改修完了諸室を示す

凡 例
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修前 改修後

（原図：A2）
A-019

　Ｒ階平面図一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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１ 階 平 面 図 1/200

１ 階 平 面 図 1/200

簡易改修範囲を示す

夏休み工事を示す

全面改修範囲を示す

一部改修（仮設教室）を示す

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

※消防用設備等については、

　消防法施行令及び同規則の

　通り設置する。

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す

防火設備を示す

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す（遮煙）

屋内消火栓（機械設備工事）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁

一部改修のまま（仮設教室）を示す

渡り廊下

工作室

美術工作室

倉庫

すこやか学級１すこやか学級２

生徒会室

ＤＳ

男子便所

女子便所

階段室

生徒玄関

すこやか学級３

第１美術室

渡り廊下

美術工作室

倉庫

生徒会室

ＤＳ

男子便所

女子便所

階段室

生徒玄関

多目的便所

多目的便所

すこやか学級１すこやか学級２ 【普通教室】 【普通教室】工作室

第１美術室
仮

設
間

仕
切

：
１

１
４

条
区

画
（

天
井

裏
ま

で
）

洗面所

洗面所

被服室 第２美術室美術準備室被服準備室

（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

耐火中空二重壁①：

耐火中空二重壁②：

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９９

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９８【普通教室】【普通教室】

仮設利用 仮設利用 仮設利用 仮設利用

凡 例

既設のままを示す

既設のままを示す

改修完了諸室を示す

凡 例

防
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前 改修後　１階平面図

＜特別教室棟＞

（原図：A2）
A-020

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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1/200２ 階 平 面 図

1/200２ 階 平 面 図

【すこやか学級】

簡易改修範囲を示す

夏休み工事を示す

全面改修範囲を示す

一部改修（仮設教室）を示す

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

※消防用設備等については、

　消防法施行令及び同規則の

　通り設置する。

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す

防火設備を示す

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す（遮煙）

屋内消火栓（機械設備工事）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁

一部改修のまま（仮設教室）を示す

廊下

ＤＳ

女子便所

男子便所

階段室

暗室

調理室

理科準備室 理科準備室

調理準備室

渡り廊下

廊下
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女子便所
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仮
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間
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井
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ま
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（
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井
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【普通教室】【普通教室】 【すこやか学級】

洗面所

洗面所

第１理科室 第２理科室

第３理科室

（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

耐火中空二重壁①：

耐火中空二重壁②：

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９９

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９８

第３理科室

仮
設

間
仕

切

仮設利用仮設利用仮設利用仮設利用

既設のままを示す

改修完了諸室を示す

既設のままを示す

凡 例

凡 例

防
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前 改修後　２階平面図

＜特別教室棟＞

（原図：A2）
A-021

改修前

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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1/200３ 階 平 面 図

1/200３ 階 平 面 図

書庫

簡易改修範囲を示す

夏休み工事を示す

全面改修範囲を示す

凡 例

既設のまま（仮設教室）を示す

一部改修（仮設教室）を示す

既設のままを示す

室内空気汚染物質測定箇所を示す

消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

※消防用設備等については、

　消防法施行令及び同規則の

　通り設置する。

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す

防火設備を示す

特定防火設備を示す

特定防火設備を示す（遮煙）

屋内消火栓（機械設備工事）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁

既設のままを示す

改修完了諸室を示す

既設のまま（仮設教室）を示す

一部改修のまま（仮設教室）を示す

凡 例

女子便所

男子便所

廊下

書庫

ＤＳ

階段室

楽器庫

第１音楽室

渡り廊下

ＤＳ

女子便所

男子便所

廊下

ＤＳ

階段室

楽器庫

第１音楽室

渡り廊下

ＤＳ

音楽準備室

音楽準備室

図書室

図書室

洗面所

洗面所

第２音楽室

（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

耐火中空二重壁①：

耐火中空二重壁②：

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９９

ＦＰ０６０ＮＰ ０１９８

パソコン室 パソコン準備室

パソコン室 パソコン準備室
【すこやか学級】

仮設利用
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Ｙ１

Ｙ３

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ４

管理教室棟柱芯

Ｘ３ Ｘ４

特別教室棟柱芯

Ｙ３

消

特

特煙

消

消

消

消

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前 改修後　３階平面図

＜特別教室棟＞

（原図：A2）
A-022

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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＜管理教室棟＞工事仕様

部位 記号

改修前

庇

改修前

軒裏

改修前

改修前

玄関庇

【註記】

　・ひび割れ補修等は、施工数量調査を行い、市監督員による確認後施工すること。

1/200西 面 立 面 図

アルミサッシ斫り撤去後アルミサッシ新設

アルミサッシ斫り撤去後アルミサッシ新設

1/200北 面 立 面 図

躯体ひび割れの改修方法

躯体浮きの改修方法

躯体欠損、爆裂の改修方法

・鉄筋防錆の上、樹脂モルタル充填

・自動式低圧エポキシ樹脂注入工法（1ｍｍ以下）

・Ｕカットシール材充填工法（1ｍｍ以上）

躯体の改修について( パラペット・庇・外壁）

バルコニー庇

仕上 部位 記号 仕上

　壁　：モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付
モルタル刷毛引　吹付タイル 改修前

階段壁：コンクリート打放シ　ノミハツリ仕上
外壁

水洗い 水洗い

モルタル刷毛引　リシン吹付 改修前 モルタル刷毛引

根回り
水洗い

水洗い

モルタル刷毛引　吹付タイル ルーフドレン：タテ型・横引型　鋳鉄製　φ１００　撤去

一部コンクリート打放シ タテ樋：硬質塩ビ製　φ１００　撤去
改修前

水洗い 飾枡：亜鉛引鉄板ァ１．２　内部コールタール塗　撤去

　　　２００×２３０×２５０　ＯＰ塗

コンクリート打放シ ルーフドレン：タテ引型・横引型　鋳鉄製　φ１００

タテ樋：硬質塩化ビニル管（カラー）φ１００
水洗い

飾枡：塩化ビニル製、改修用ドレン（ヨコ型）φ１００

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ吹付

タ テ 樋

アルミサッシ撤去後無収縮モルタル注入ァ２５０

　・補強ブレースについては、下地調整の上、耐候性塗料塗りとする。

枠：Ｈ-２５０×２５０×９×１４

斜材：φ２４４．５×１２

枠芯▽

枠芯△

△

△

枠芯 枠芯

２, ３階補強ブレース姿図　ＳＣ１：１００

Ｇ. ＰＬ－２２　　Ｒ. ＰＬ－１６

・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（１６本/㎡、２５ｍｌ/穴 ）

　・サッシ廻りのシーリングは撤去とし、サッシ廻り取付後シーリングとする。

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

水上梁天端

水下梁天端

４ＦＬ

３ＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ
ＧＬ

Ｙ４ Ｙ３ Ｙ２ Ｙ１

水上梁天端

水下梁天端

４ＦＬ

３ＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ
ＧＬ

Ｘ１４ Ｘ１３ Ｘ１２ Ｘ１１ Ｘ１０ Ｘ９ Ｘ８ Ｘ７ Ｘ６ Ｘ５ Ｘ４ Ｘ３ Ｘ２ Ｘ１

特 一級建築士　第360917号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

前田　祐作記 （原図：A2）

事 ＜管理教室棟＞
図 面 名 称 縮 尺 1/200

北面・西面立面図項

A-023
一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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枠芯△1/200東 立 面 図

1/200南 立 面 図

＜管理教室棟＞工事仕様

部位 記号

改修前

庇

改修前

軒裏

改修前

改修前

玄関庇

【註記】

　・ひび割れ補修等は、施工数量調査を行い、市監督員による確認後施工すること。

躯体ひび割れの改修方法

・自動式低圧エポキシ樹脂注入工法（1ｍｍ以下）

・Ｕカットシール材充填工法（1ｍｍ以上）

躯体の改修について( パラペット・庇・外壁）

バルコニー庇

仕上 部位 記号 仕上

　壁　：モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付
改修前

階段壁：コンクリート打放シ　ノミハツリ仕上
外壁

水洗い 水洗い

モルタル刷毛引　リシン吹付 改修前 モルタル刷毛引

根回り
水洗い

水洗い

ルーフドレン：タテ型・横引型　鋳鉄製　φ１００　撤去

タテ樋：硬質塩ビ製　φ１００　撤去
改修前

水洗い 飾枡：亜鉛引鉄板ァ１．２　内部コールタール塗　撤去

　　　２００×２３０×２５０　ＯＰ塗

コンクリート打放シ ルーフドレン：タテ引型・横引型　鋳鉄製　φ１００

タテ樋：硬質塩化ビニル管（カラー）φ１００
水洗い

飾枡：塩化ビニル製、改修用ドレン（ヨコ型）φ１００

タ テ 樋

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ吹付

下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

　・補強ブレースについては、下地調整の上、耐候性塗料塗りとする。

躯体浮きの改修方法

躯体欠損、爆裂の改修方法

・鉄筋防錆の上、樹脂モルタル充填

枠：Ｈ-２５０×２５０×９×１４

斜材：φ２４４．５×１２

枠芯▽

枠芯△

△

△

枠芯 枠芯

２, ３階補強ブレース姿図　ＳＣ１：１００

Ｇ. ＰＬ－２２　　Ｒ. ＰＬ－１６

△

枠芯

枠芯▽

△ 枠芯

枠：Ｈ-２５０×２５０×９×１４

斜材：φ２４４．５×１２

Ｇ. ＰＬ－３６　　Ｒ. ＰＬ－１６

１階補強ブレース姿図　ＳＣ１：１００

・アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法（１６本/㎡、２５ｍｌ/穴 ）

　・サッシ廻りのシーリングは撤去とし、サッシ廻り取付後シーリングとする。

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

水上梁天端

水下梁天端

４ＦＬ

３ＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ
ＧＬ

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４

水上梁天端

水下梁天端

４ＦＬ

３ＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ
ＧＬ

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４

特 一級建築士　第360917号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

前田　祐作記 （原図：A2）

事 ＜管理教室棟＞
図 面 名 称 縮 尺 1/200

項

A-024
一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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1/200断 面 図

廊下

職員室

廊下

廊下

２年５組

３年３組３年２組３年１組 多目的教室１ 廊下

放送室
更衣室 相談室Ａ 保健室共同実施室 相談室Ｂ 小会議室 職員室応接室書庫廊下

２年５組多目的教室２２年４組２年３組多目的教室１２年２組２年１組 すこやか５給食保管 廊下

１年１組 １年２組 １年３組 １年４組 １年５組 １年６組 多目的教室２多目的教室１ 給食保管 廊下

既設のままを示す 一部改修（仮設教室）を示す 簡易改修範囲を示す

凡 例

1/200断 面 図

職員室

廊下

廊下

廊下

保健室 職員室廊下

給食保管 廊下

給食保管 廊下

普通教室 普通教室 普通教室多目的室

放送室

書庫
校長室兼応接室

普通教室 普通教室 すこやか学級普通教室普通教室普通教室普通教室 多目的室

【職員室】

普通教室

１年６組

３年５組３年４組 資料室作業室すこやか４ ３年５組

改修完了諸室を示す

既設のままを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁
（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す
耐火中空二重壁①

耐火中空二重壁②

凡 例

【普通教室】

仮設利用

【普通教室】【普通教室】【普通教室】

【普通教室】 【普通教室】 【普通教室】 【普通教室】 【普通教室】 【普通教室】 【普通教室】 【普通教室】

仮設利用 仮設利用 仮設利用

【校長室】

仮設利用 仮設利用

【応接室】 【職員室】

仮設利用

【職員室】

仮設利用 仮設利用

【職員室】

仮設利用

【普通教室】

大会議室

職員玄関

職員玄関

全面改修範囲を示す 夏休み工事を示す

一部改修のまま（仮設教室）を示す

ＧＬ

４ＦＬ

３ＦＬ

水上梁天端

水下梁天端

２ＦＬ

１ＦＬ

４ＦＬ

３ＦＬ

水上梁天端

水下梁天端

２ＦＬ

１ＦＬ

Ｘ１４Ｘ１３Ｘ１２Ｘ１１Ｘ１０Ｘ９Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４

ＧＬ

４ＦＬ

３ＦＬ

水上梁天端

水下梁天端

２ＦＬ

１ＦＬ

４ＦＬ

３ＦＬ

水上梁天端

水下梁天端

２ＦＬ

１ＦＬ

Ｘ１４Ｘ１３Ｘ１２Ｘ１１Ｘ１０Ｘ９Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

　断面図改修後改修前

A-025

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後

（原図：A2）
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既設のままを示す 一部改修（仮設教室）を示す 簡易改修範囲を示す

凡 例

1/200断 面 図

図書室

廊下

廊下理科準備室

図書室

廊下

廊下理科準備室

書庫

理科準備室調理室 理科準備室

第１音楽室 音楽準備室 図書室

第１美術室すこやか学級１すこやか学級２

書庫

理科準備室調理室 理科準備室

第１音楽室 音楽準備室 図書室

第１美術室すこやか学級３すこやか学級１すこやか学級２

パソコン室

1/200断 面 図

被服室 第２美術室美術準備室被服準備室

第１理科室 第２理科室
第３理科室

第２音楽室

改修完了諸室を示す

既設のままを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁
（小屋裏・天井裏まで施工）

　平１２建告１３９９

耐火間仕切壁：ＲＣ壁
（小屋裏・天井裏まで施工）
令１１４条による防火上主要な間仕切壁

ＬＧＳ壁を示す

ＣＢ壁を示す
耐火中空二重壁①

耐火中空二重壁②

凡 例

第２美術室

パソコン室 パソコン準備室

パソコン準備室
【すこやか学級３】

仮設利用

【すこやか学級】

仮設利用

【普通教室】

仮設利用

【普通教室】

仮設利用

【普通教室】

仮設利用

【普通教室】

仮設利用

【すこやか学級】

仮設利用

【普通教室】

仮設利用
【普通教室】

仮設利用

【第１理科室】

仮設利用

【普通教室】

仮設利用

全面改修範囲を示す 夏休み工事を示す

一部改修のまま（仮設教室）を示す

水下梁天端

水上梁天端

１ＦＬ

２ＦＬ

３ＦＬ

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３

水下梁天端

水上梁天端

１ＦＬ

２ＦＬ

３ＦＬ

ＧＬ

ＧＬ

３ＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ

水上梁天端

水下梁天端

３ＦＬ

２ＦＬ

１ＦＬ

水上梁天端

水下梁天端

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号

1/200

一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜特別教室棟＞

改修前 改修後　断面図

（原図：A2）
A-026

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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※壁：シナベニヤァ５．５　ＯＰ塗

●天井：ＬＧＳ下地
　　　ＰＢァ９　ＯＰ塗　一部有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　ＰＢァ９　ＯＰ塗　一部有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　ＰＢァ９　ＯＰ塗　一部有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

※笠木：金属笠木

※天井：ＬＧＳ下地

※梁型：モルタルコテ押エ　クロス張

●スタイロフォームァ２５

●天井：ＬＧＳ下地
●カーテンボックス：ラワンァ１８　ＯＳ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●モルタルコテ押エ

●床：ビニル床シート張

●壁：シナベニヤァ５．５　ＯＰ塗

※梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●タレ壁見切：木製　１５０×２５
●カーテンボックス：ラワンァ１８　ＯＳ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●ポリエチレンフィルムァ０．２　防水シート
●タテヨコ共φ９＠３００

※床：ビニル床シート張

●天井換気パイプ：塩ビφ５０（防虫網付）１スパン４か所

●天井換気パイプ：塩ビφ５０

※カーテンボックス：ラワンァ１８　ＯＳ塗

※カーテンボックス：ラワンァ１８　ＯＳ塗

　　　ＰＢァ９　ＯＰ塗　一部有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗
●天井：ＬＧＳ下地

※天井：ＬＧＳ下地
　　　ＰＢァ９　ＯＰ塗　一部有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　ＰＢァ９　ＯＰ塗　一部有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗
※天井：ＬＧＳ下地

●天井：ＬＧＳ下地
　　　ＰＢァ９　ＯＰ塗　一部有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

●上框：人造石研出シ

※床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

※床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

※１００×１００　ボルトφ１３

●１００×１００　ボルトφ１３

※タテ樋：硬質塩ビ製　φ１００

●巾木：米栂　１００×１８　ＯＰ塗

●巾木：米栂　１００×１８　ＯＰ塗

※巾木：米栂　１００×１８　ＯＰ塗

※巾木：米栂　１００×１８　ＯＰ塗

※巾木：米栂　１００×１８　ＯＰ塗

●床：ビニル床シート張

※平場：均シモルタル下地ァ２５　塩化ビニル樹脂系シート防水 ●平場：均シモルタル下地ァ２５　塩化ビニル樹脂系シート防水

　　　　アクリルリシン吹付

※立上：塩化ビニル樹脂系シート防水

モルタル下地　一部

モルタル下地　一部

　　　ＰＢァ９　ＯＰ塗　一部有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

立上：モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付

天井換気パイプ：塩ビφ５０（防虫網付）１スパン４か所

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗●犬走り：モルタルコテ押エ

●立上：ウレタン塗膜防水
●笠木：ポリマーセメント系塗布防水

●玄関庇：防水モルタル塗

●平場：ウレタン塗膜防水

●天井：ＬＧＳ下地

●軒裏：モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付

●天端：モルタルコテ押エ

●手摺壁：ベニヤ型枠打放シ　シリコン吹付

●バルコニー床：防水モルタルコテ押エ　目地切

●手摺壁：モルタル刷毛引　吹付タイル

●手摺：□－１００×１００×２．３　ＯＰ塗

●手摺子：□－３８×３８×６　ＯＰ塗

●手摺壁：モルタルコテ押エ

●外壁：モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付

●根回り：モルタル刷毛引

●外壁：モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付

●防水モルタルコテ押エ

●外壁：モルタル刷毛引

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

矩 計 図 １／５０

１年６組

２年５組

３年５組

廊下

廊下

廊下

職員玄関

職員室

●床：人造石研出シ

※バルコニー型　鋳鉄製　φ１００

※ルーフドレン：タテ型　鋳鉄製　φ１００

解体撤去を示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設のままを示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリート壁既設のままを示す

凡 例

改修前

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４

水下梁天端

水上梁天端

４ＦＬ

３ＦＬ

１ＦＬ

２ＦＬ

ＳＬ

ＳＬ

ＳＬ

ＳＬＧＬ

▲

●

※

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修前　矩計図
1/50

A-027

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計 （原図：A2）



パラペット笠木：アルミ製Ｗ２８０ パラペット笠木：アルミ製Ｗ２８０
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　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ 　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

ロックウール吹付ァ３０

天井：ＬＧＳ下地
　　　化粧ＰＢァ９．５張

天井：ＬＧＳ下地
　　　化粧ＰＢァ９．５張

梁型：ＬＧＳ下地
ＰＢァ９．５　ＮＡＤ塗

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付 巾木：ソフト巾木　Ｈ１００

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付
床：複合フローリングァ１２直張巾木：ソフト巾木　Ｈ１００
　　セルフレベリングァ１８

床：ビニル床シートァ２．５張

天井：ＬＧＳ下地
　　　化粧ＰＢァ９．５張

梁型：ＬＧＳ下地
ＰＢァ９．５　ＮＡＤ塗

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）
　　樹脂製ＯＡフロア　Ｈ５０巾木：ソフト巾木　Ｈ１００ 　　　　複層塗材Ｅ吹付
　　セルフレベリング

既設木製枠

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）
　　　　複層塗材Ｅ吹付

外壁：水洗い
　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

仮
設

間
仕

切

根回り：水洗い
床見切：木製　２０×１００

中継用ドレン　鋳鉄製　φ１００

タテ樋：硬質塩化ビニル管（カラー）φ１００

ルーフドレン：タテ引型　鋳鉄製　φ１００ 平場：水洗いの上塩化ビニルシート防水機械的固定工法（Ｓ－Ｍ２）

立上：水洗いの上ウレタン塗膜防水（Ｘ－２）

平場：水洗いの上ウレタン塗膜防水（Ｘ－２）

玄関庇：水洗いの上ウレタン塗膜防水（Ｘ－２）

手摺壁：水洗い上

手摺子：□－３８×３８×６　下地調整（ＲＢ）の上ＤＰ塗り

手摺：□－１００×１００×２．３　下地調整（ＲＢ）の上ＤＰ塗り

バルコニー床：水洗いの上ウレタン塗膜防水（Ｘ－２）

手摺壁：水洗いの上

軒裏：水洗いの上 立上：水洗いの上

外壁：水洗いの上

外壁：水洗いの上

外壁：水洗いの上

外壁：水洗いの上

床：帯電防止置敷ビニル床タイルァ４．０張

立上：水洗いの上ウレタン塗膜防水（Ｘ－２）

壁：下地調整の上ＮＡＤ塗

壁：下地調整の上ＮＡＤ塗

壁：下地調整の上ＮＡＤ塗

立上：水洗いの上塩化ビニルシート防水密着工法（Ｓ－Ｆ２）

1/50矩 計 図

普通教室 廊下

【普通教室】

凡 例

【
１

１
４

条
区

画
】

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す
普通教室 廊下

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ ０１９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ ０１９８

シーリングを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

職員室

【職員室】

仮設利用

職員玄関

水上梁天端

水下梁天端

４ＦＬ

ＳＬ

３ＦＬ

ＳＬ

２ＦＬ

ＳＬ

１ＦＬ

ＳＬＧＬ

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４

▲

（原図：A2）

事 ＜管理教室棟＞
図 面 名 称 縮 尺 1/50

改修後　矩計図項

特 一級建築士　第360917号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号 A-028

前田　祐作記

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

会社 前 野 建 築 設 計株式

改修後
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●手摺壁：ベニヤ板枠打放シ　ノミハツリ仕上
●段鼻：磁器質ノンスリップタイル張

●手摺　：ステンレスパイプφ５０　ＨＬ

●手摺子：ステンレスパイプφ３０　ＨＬ

●踏面：磁器質クリンカー１０８角タイル張

●段鼻：磁器質ノンスリップタイル張

∪

∪
※玄関マット：ゴムマット　真鍮コーナー

Ｄ
　　　　　　　１８５０×６００

●枠のみ既設のまま

1 2 3 4 5 6 7 8
89 910 1011121314151617181920212223

手摺壁：水洗い

∪
玄関マット：ステンレス 細目 グレーチング 手摺壁：水洗い∪
　　　　　　１８５０×６００

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8
89 910 1011121314151617181920212223

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

●踏面：磁器質クリンカー１０８角タイル張

1/50外 部 階 段 平 面 詳 細 図

1/50外 部 階 段 平 面 詳 細 図

改修前

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

±0 教室ＦＬからの高さを示す

解体撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

-130

生徒玄関 生徒玄関

（１階） （２階）

-130

生徒玄関 生徒玄関 小会議室

（１階） （２階） （２階）

改修後

Ｙ４

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

Ｙ４

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

※

●

▲

特 一級建築士　第360917号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

前田　祐作記 （原図：A2）

事 ＜管理教室棟＞
図 面 名 称 縮 尺 1/50

改修前 改修後　外部階段詳細図№１項

A-029
一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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●梁：ベニヤ板枠打放シ　ノミハツリ仕上

●軒裏：モルタル刷毛引　アクリルリシン吹付
●天端：人研　Ｗ１４０

●手摺　：ステンレスパイプφ５０　ＨＬ

●手摺子：ステンレスパイプφ３０　ＨＬ

●巾木：ベニヤ板枠打放シ　シリコン吹付　目地入●段鼻：磁器質ノンスリップタイル張

23
22

21
●踏面：磁器質クリンカー１０８角タイル張 20

19
18

17●手摺壁：ベニヤ板枠打放シ　ノミハツリ仕上
●段裏：ベニヤ板枠打放シ　リシン吹付16

15
14

●梁型：ベニヤ板枠打放シ　シリコン吹付13
12

11
10

9
8

7
6

●梁型：ベニヤ板枠打放シ　シリコン吹付5
4

3 ●段裏：ベニヤ板枠打放シ　リシン吹付
2

1

　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ吹付

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

巾木：水洗い　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

23
22

21
20

19　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ吹付
18

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付 17
16 　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ吹付

15　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付
14

13
　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付12

11
10

　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付 9
8 　　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　複層塗材Ｅ吹付

7
6

5
4

3
2 　　　下地調整塗材（Ｃ－１）　外装薄塗材Ｅ吹付

1

手摺壁：水洗いの上

手摺壁：水洗いの上

梁型：水洗いの上

軒裏：水洗いの上

梁型：水洗いの上

軒裏：水洗いの上

柱型：水洗いの上

梁型：水洗いの上

手摺壁：水洗いの上

軒裏：水洗いの上

梁型：水洗いの上

軒裏：水洗いの上

1/50外 部 階 段 断 面 詳 細 図

1/50外 部 階 段 断 面 詳 細 図

改修前

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

シーリングを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

改修後

３ＦＬ

ＳＬ

２ＦＬ

ＳＬ

１ＦＬ

ＳＬ

Ｘ８ Ｘ７Ｙ４

３ＦＬ

ＳＬ

Ｘ８ Ｘ７Ｙ４

２ＦＬ

ＳＬ

１ＦＬ

ＳＬ

※

●

▲

▲

特 一級建築士　第360917号
設 計 年 月 日 工 事 名 称 図面番号

前田　祐作記 （原図：A2）

事 ＜管理教室棟＞
図 面 名 称 縮 尺 1/50

改修前 改修後　外部階段詳細図№２項

A-030
一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

株式
会社 前 野 建 築 設 計



1001,720 1001,720 1,000 100 1,720 100 1,7201001,720 1001,720 1,000 100 1,720 100 1,720

980

500

1
,3

0
0980

500

1
,3

0
0

75 7575 75

300 9,000 9,000

2
,5

0
0

7,
5
00

1
0,

0
00

3
3
0

1,860701,860701,860701,8601,860701,860701,860701,860

675675 7,650675675 7,650

360 360 360 3608,280 8,280

300 300

6
0

3
90

6106
0

3
90

610
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※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

※５０×３０（杉）

※沓摺：人研※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

●木製額縁：１００×４５

●沓摺：人研

●１００×１００（米栂）
●４５×２５・５０×４５（米栂）

●木製額縁：１００×４５

●５０×３０（杉）

●スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０
●木製額縁：１００×４５

●５０×３０（杉）

●沓摺：人研

※木製額縁：１００×４５

●コンクリート製テレビ台：ァ１６０

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

●掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

●方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

●上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

●掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

●コンクリート製テレビ台：ァ１６０

※掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

※平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

※掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

※掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

（一部加工利用）

※掲示板：Ｗ７８０×Ｈ１０４０

±0±0

３年４組

廊下

改修前

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

すこやか学級４

-20

一時取外シ再取付又は移設する備品類を示す

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

　１階平面詳細図№１（すこやか学級４・３年４組）

（原図：A2）
A-031

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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仮設間仕切

仮設間仕切

仮
設

間
仕

切

（
１

１
４

条
区

画
）

床見切：木製　１００×５０

１１０×２５×２６８０

６０×２５×１７４５　ＳＯＰ塗

１１０×２５×２６８０

８０×２５×２６８０　ＳＯＰ塗

仮設壁見切：木製　６０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

仮設方立：木製

仮設方立：木製

▲黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

Ｗ１０６０×Ｈ１８９０×Ｄ６４０（書庫へ移設）

▲金庫：

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張
（スラブまで）

仮設間仕切

（両面）ＮＡＤ塗　ＧＷァ５０敷込

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張
（両面）ＮＡＤ塗　ＧＷァ５０敷込

（１１４条区画）

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
＋

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
張

（
両

面
）

Ｎ
Ａ

Ｄ
塗

仮
設

間
仕

切
（

天
井

ま
で

）

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
張

（
両

面
）

Ｎ
Ａ

Ｄ
塗

　
Ｇ

Ｗ
ァ

５
０

敷
込 モルタルコテ押エァ３０

モルタルコテ押エァ２０

モルタルコテ押エァ３０

６５０ｋｇ程度×2台

【職員室】

±0

±0

【放送室】

廊下

【校長室】 【応接室】

-20

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

±0±0

仮設利用

仮設利用仮設利用 仮設利用

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

【職員室】

仮設利用

-20

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１１

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

●
Ｆ

●
Ｄ

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

（原図：A2）

（仮設校長室・仮設応接室・仮設職員室・仮設放送室）

　１階平面詳細図№２

A-032

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号
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5
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8,280 8,070360 360 360 570
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100
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●掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

●ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

廊下

-20

３年５組

±0

ダストシュート

±0

資料室
±0

作業室

改修前

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

●上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

●掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

●方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

●上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

※木製額縁：１００×４５ ※木製額縁：１００×４５

※５０×３０（杉）

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５
※４５×２５・５０×４５（米栂）

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※５０×３０（杉）

※沓摺：人研※沓摺：人研※沓摺：人研※沓摺：人研

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

●ゴムマット：Ｗ１６７０×Ｈ５００

●スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０●スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

※木製棚：Ｗ１７００×Ｄ６００×Ｈ１８００

●コンクリート製テレビ台：ァ１６０●コンクリート製テレビ台：ァ１６０

●掲示板：Ｗ７８０×Ｈ１０４０

※木製棚：Ｗ２０００×Ｄ５４０×Ｈ１５００

●方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●掲示板：Ｗ７８０×Ｈ１０４０

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ１１ Ｘ１３ Ｘ１４

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

　１階平面詳細図№３（３年５組・作業室・資料室）

（原図：A2）
A-033

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号
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3,240
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▲上下黒板：Ｗ２７００×Ｈ１８００
▲黒板：Ｗ１０００×Ｈ１２００

木製三方枠：１８０×４５

▲上下ホワイトボード：Ｗ５２００×Ｈ１８００　床面よりＨ７００

仮設床見切：木製　１００×５０

▲ホワイトボード：Ｗ６５０×Ｈ９５０

　　　　　　　　　１０５×４５＠９１０下地
仮設壁：ラワン合板ァ６ モルタルコテ押エｔ２０

▲上部ホワイトボード：Ｗ１８００×Ｈ８５０

モルタルコテ押エｔァ３０

ダストシュート

【職員室】 【職員室】

±0 ±0

【職員室】

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

仮設利用

仮設利用 仮設利用

－２０

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ１１ Ｘ１３ Ｘ１４

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

●
Ｆ

●
Ｄ

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

（原図：A2）

　１階平面詳細図№４（仮設職員室）

A-034

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号
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●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●行事用黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

●ロールスクリーン：Ｌ１８００
※木製棚：Ｗ１８３０×Ｄ４００×Ｈ１５７０

●掲示板：Ｗ１４８０×Ｈ９００

±0

ダストシュート

±0

給食・配膳室

改修前

-20

廊下

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

倉庫

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｙ２

Ｙ４

Ｙ３

Ｘ２Ｘ１ Ｘ３

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

（原図：A2）
A-035

　１階平面詳細図№５（倉庫）一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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仮設方立：木製　１１０×２５×１６００・　

　　　　　８０×２５×１６００　ＳＯＰ塗

ダストシュート

±0

給食・配膳室【相談室２】

±0

【相談室１】

±0

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

-20

廊下

仮設利用 仮設利用

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

仮
設

間
仕

切
（

躯
体

ま
で

）
Ｐ

Ｂ
ァ

１
２

．
５

　
Ｎ

Ａ
Ｄ

塗
　

Ｇ
Ｗ

ァ
５

０
敷

込

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｙ２

Ｙ４

Ｙ３

Ｘ２Ｘ１ Ｘ３

●
Ｆ

●
Ｄ

消

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修後
1/50

（原図：A2）

　１階平面詳細図№６（仮設相談室１・仮設相談室２）

A-036

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後
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手洗い

面台：ポストフォーム

面台：ポストフォーム

手洗い

面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

※ＣＢァ１００ 面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

面台：ポストフォーム

※ＣＢァ１００

※ＣＢァ１００ ※ＣＢァ１００

※手洗：人研

※沓摺：人研Ｗ１７０※沓摺：人研Ｗ１７０

※手洗：人研

※真鍮目地棒 ※真鍮目地棒

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

※手洗：人研

ステンレス目地棒　３×１２ ステンレス目地棒　３×１２

汚垂タイルァ5

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

凡 例

消火器を示す

防火設備を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す

備品家具（撤去）を示す

モルタルカッター切

コンクリートカッター切

家具撤去を示す

仕上・下地共撤去

仕上材撤去

既設のままを示す

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

凡 例

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

-20

女子便所

男子便所

-20

-20

-120

女子便所

-120

男子便所

小荷物専用昇降機 小荷物専用昇降機

ＰＳ

洗面所

屋内消火栓（機械設備工事）

既設教室ＦＬからの高さを示す±0

一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設のままを示す

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

コンクリートカッター切・目荒シを示す

廊下

-20

廊下

-20

ＰＳ

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

コンクリート斫り撤去

床見切：ステンレス製　Ｗ４０

屋内消火栓撤去（機械設備工事）

-20

屋内消火栓新設（機械設備工事）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防

●
Ｄ

●
Ｆ

Ｘ５Ｘ４Ｘ３

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ３

Ｘ５Ｘ４Ｘ３

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ
１Ａ

１Ｂ

２Ａ

２Ｂ

１Ｅ

１Ｄ

１Ｃ

１Ｆ

消

※

●

▲

消

▲

●

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞

改修後
1/50

　１階平面詳細図№７（西男子便所・西女子便所）

（原図：A2）
A-037
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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●排水溝：Ｗ２００

●玄関マット

●上框：人研Ｗ１２０

●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

●上框：人研Ｗ１２０

●５０×３０（杉）

●木製額縁：１００×４５

●４５×２５・５０×４５（米栂）●１００×１００（米栂）●４５×２５・５０×４５（米栂） ●１００×１００（米栂）

●木製額縁：１００×４５

●５０×３０（杉）

●下足入 ●下足入●下足入

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

※木製棚：Ｗ２０００×Ｄ５００×Ｈ１７２０

●下足入：木製　Ｗ３０００×Ｄ６００×Ｈ１６９０

▲下足入：木製　Ｗ３０００×Ｄ６００×Ｈ１６９０

▲下足入：木製　Ｗ３０００×Ｄ６００×Ｈ１６９０

廊下

生徒玄関

改修前

±0

多目的教室２

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

-200

-110

-20

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ２

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

　１階平面詳細図№８（生徒玄関・多目的教室２）

（原図：A2）
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▲薬品庫：Ｗ９００×Ｈ１６００×Ｄ４００

▲薬品庫：Ｗ９１０×Ｈ１８２０×Ｄ４３０

▲ふとん棚：Ｗ１０５０×Ｈ９４０×Ｄ７８０（２台）

▲下足入：木製Ｗ３０００×Ｄ６００×Ｈ１６９０

▲下足入

▲下足入 ▲下足入

●排水溝：Ｗ２００

▲ステンレス流し台：Ｗ１０００×Ｈ８００×Ｄ５５０

▲ガス台：Ｗ６００×Ｈ６４０×Ｄ５５０

既設のまま

▲製氷機：Ｗ４００×Ｈ９５０×Ｄ４５０（新設職員室へ移設）

▲担架：Ｗ３６０×Ｈ２２００×Ｄ２５０（新設保健室へ移設）

※工事竣工直前に担架は２階保健室へ、製氷機は２階職員室へ移設のすること。

廊下

-110

-200

生徒玄関

【保健室】

±0

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

-20

仮設利用

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９
一時取外シ再取付とする備品類を示す（移設含む）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ２

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修後
1/50

（原図：A2）

　１階平面詳細図№９（生徒玄関・仮設保健室）
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※手洗：人研※手洗：人研

※ＣＢァ１００※ＣＢァ１００ ※ＣＢァ１００

方立：ステンレス製Ｗ１６０

方立：ステンレス製Ｗ１６０

※ＣＢァ１００

方立：ステンレス製Ｗ１６０

三方枠：ステンレス製Ｗ１６０

面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製Ｗ１６０

面台：ポストフォーム

（１１４条区画）

仮設間仕切

無収縮モルタル　ｔ２５０

接着系あと施工アンカーＤ１０＠２００Ｓ（四周）
割裂補強筋φ６径１５０＠５０（四周）

配筋：Ｄ１３＠２００Ｗ　タテヨコ共

※手洗：人研

※土間コンクリート撤去のまま

ステンレス目地棒　３×１２

汚垂タイルァ５

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

屋内消火栓（機械設備工事）コンクリートカッター切・目荒シを示す

女子便所

多目的便所

廊下

-20

ＰＳ

多目的便所

-20

廊下

-20

女子便所

-20 -20

男子便所

-120

-100

-20

男子便所

コンクリート壁既設のままを示す
令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

凡 例

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

既設教室ＦＬからの高さを示す±0

一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設のままを示す

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す 消火器を示す

防火設備を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す

備品家具（撤去）を示す

モルタルカッター切

コンクリートカッター切

家具撤去を示す

仕上・下地共撤去

仕上材撤去

既設のままを示す

凡 例

ＰＳ

-220

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

仕上・下地・コンクリート共撤去

-50

コンクリート斫り撤去

床見切：ステンレス製　Ｗ４０

又は、仕上・下地・グラウト共新設範囲を示す
仕上・下地・コンクリート共新設範囲

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

Ｘ１２Ｘ１１Ｘ１０

Ｙ３

Ｙ４

Ｘ１２Ｘ１１Ｘ１０

Ｙ３

Ｙ４

Ｄ

●
Ｄ

●
Ｆ

Ｄ

防

１Ｈ

１Ｊ

▲

●

消

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞

改修後
1/50

　１階平面詳細図№１０

　東男子便所・女子便所

　ＥＶピット

（原図：A2）
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改修前
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株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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●ゴムマット：Ｗ２１００×Ｈ６００

●スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●行事用黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

※木製棚：Ｗ２７２０×Ｄ９１０×Ｈ１８２０

※木製棚：Ｗ２７５０×Ｄ９１０×Ｈ１８２０

ロールスクリーン：Ｌ１８００（備品）

地流し

改修前

職員玄関

廊下

-20

-200

-60

-240

-420

-600

±0

資材倉庫

ダストシュート

凡 例

±0コンクリート壁既設のままを示す 既設のままを示す 仕上・下地共撤去 コンクリートカッター切 教室ＦＬからの高さを示す

コンクリート壁撤去を示す 仕上材撤去 撤去家具を示す モルタルカッター切 解体撤去を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す フローリング既設のまま 備品家具を示す 既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す 仕上・下地・コンクリート共撤去 コンクリート目荒シを示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防 防火設備を示す

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ２

Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４

消

消

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

　１階平面詳細図№１１（職員玄関・資材室）

（原図：A2）
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6
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1,4001,7001,400

足洗場

仮設間仕切

仮
設

間
仕

切

仮設床見切：木製 １００×５０モルタルコテ押エｔ３０

仮設方立：木製　１１０×２５×１６００・　

　　　　　　８０×２５×１６００　ＳＯＰ塗

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
　

Ｎ
Ａ

Ｄ
塗

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

-60

-240

-420

-600

【職員室】

-20

【給湯室】

±0

【印刷室】

±0

【職員玄関】

-200

-20

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

仮設利用

仮設利用 仮設利用

仮設利用

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

地流し

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ２

Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４

●
Ｆ

●
Ｄ

消

消

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

（原図：A2）

　１階平面詳細図№１２（仮設給湯室・仮設印刷室）
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X3通りまで4,500

7,650

12.5+12.512.5+12.5

X3通りまで4,500

7,650

※ガラスケース：Ｗ１５００×Ｄ４５０×Ｈ１８３０

●掲示板：Ｗ１４８０×Ｈ１２００

●コンクリート製テレビ台：ァ１６０

●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※沓摺：人研＋ステンレスレール

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲掲示板：Ｗ３６００×Ｈ１２００ ▲掲示板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

沓摺：ステンレス製　Ｗ１６０

（高さ変更）

（移設）

（移設）

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

±0

廊下

-20

大会議室

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

凡 例

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す 既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す

改修前

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

廊下

-20

【普通教室】

仮設利用

±0

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９
一時取外シ再取付とする備品類を示す（移設含む）

凡 例

改修後

消 消火器を示す

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号
Ｘ１ Ｘ２

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ１ Ｘ２

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

消

※

●

▲

●

▲

消

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

　２階平面詳細図№１（大会議室・普通教室）改修後

（原図：A2）
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※手洗い
※三方枠：木製　１３０×４０

●配管ピット：モルタル塗　Ｗ２５０Ｈ２００

　　　　　Ｈ２０００

※カーテンレール（シングル） ※スチールロッカー：Ｗ９００×Ｄ５１０×Ｈ１７９０

※スチールロッカー：Ｗ９００×Ｄ３８０×Ｈ１８００
※木見切：Ｗ２００ ※木見切：Ｗ２００ ※木見切：Ｗ２００

※木壁見切：Ｗ２００

※間仕切　Ｈ２４００
▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※掲示板：Ｗ１８３５×Ｈ１２００

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●配管用ピット蓋：合板ァ１５

●スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

●天井埋込スクリーン：Ｌ３６００

（機械設備にて撤去）

※アルミ製見切

（機械設備にて撤去）
※手洗い

※屋内消火栓
（機械設備にて撤去）

改修前

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

女子更衣室

廊下

-20

±0±0

±0

±0

共同実施室

放送室

±0

カウンセリングルーム

相談室Ａ

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６Ｘ３Ｘ２

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

消

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№２
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▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００
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強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５

方立：木製

１４０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

壁見切：木製　７０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

壁：木組下地　ラワン合板ァ５張

１６０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

方立：木製

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００
▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

床：モルタル金コテ仕上ァ３０

床：モルタル金コテ仕上ァ３０

（
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体
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ま
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）

廊下
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【普通教室】

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

±0 ±0

【普通教室】

仮設利用 仮設利用

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

-10

一時取外シ再取付とする備品類を示す（移設含む）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６Ｘ３Ｘ２

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

●
Ｆ

●
Ｄ

消

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

（原図：A2）

　２階平面詳細図№３（仮設普通教室）

A-045
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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0
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5
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75 75

370800800 120 3,330

4,500 4,500 300 3,900 300

9,000 4,500
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0
7
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0
0
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,
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0
1
,
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0

1,860 70 1,860 70 1,860 70 1,8601,860 70 1,860 70 1,860 70 1,860

750

13
0

4
60

60
39

0

75 75

1
00

2
5

2
5

5
.
5

670 3,160 670

100

25 25

5.5 5.5

3,
3
20

300 1,4501,830

通路

廊下

-20

-20

※行事黒板：Ｗ１２００×Ｈ９００

※ピクチャーレール：Ｌ６０００

（仮設保健室へ）

（仮設保健室へ）

木組下地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

下
地

保健室

±0

※木壁見切：Ｗ１２０

※沓摺：人研

※ステンレス床見切

▲薬品庫：Ｗ９１０×Ｄ４３０×Ｈ１８２０

▲薬品庫：Ｗ９００×Ｄ４００×Ｈ１６００

▲ふとん棚：Ｗ１０５０×Ｄ７８０×Ｈ９４０（２台）
　（仮設保健室へ）

※掲示棚：Ｗ８００×Ｄ５００×Ｈ７３０

※掲示板：Ｗ５９０×Ｈ９１０

※掲示棚：Ｗ２１５０×Ｄ５００×Ｈ１０００

※掲示棚：Ｗ１４２０×Ｄ５００×Ｈ１０００

※掲示板：Ｗ１４２０×Ｈ９７０
※掲示板：Ｗ１３６０×Ｈ９７０

●掲示板：Ｗ２１００×Ｈ９００

※掲示板：Ｗ４４０×Ｈ９１０

※平面黒板：Ｗ１２００×Ｈ９００

▲連絡黒板：Ｗ３６００×Ｈ９００

▲担架：Ｗ３６０×Ｈ２２００×Ｄ２５０
（仮設保健室へ）

▲ステンレス流し台：Ｗ１０００×Ｈ８００×Ｄ５５０

▲ガス台：Ｗ６００×Ｈ６４０×Ｄ５５０
（仮設保健室へ）

（仮設保健室へ）

※スチールシャッター：Ｗ４０１０×Ｈ２０２０６０００

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修前

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ１

Ｙ３

Ｙ２
消

消

消

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№４（保健室・通路）
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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1
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4
6
0

6
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3
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1,
32

0

9
00

2
,0

3
9

1
,3

2
0

600

670 3,160 670

7
,3

82
4
4

1
,3

83
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5
90

4,500 4,500

100

90

21+21 25

12.5+12.5 12.5+12.5

有
効

開
口

：

有効開口：

▲担架：Ｗ３６０×Ｈ２２００×Ｄ２５０

（仮設保健室から移設）

掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４５０×Ｈ２０００

布団入：Ｗ１５００×Ｄ９００×Ｈ２０００

壁見切：木製７０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

吊りカーテンレール：Ｈ７００

壁見切：木製７０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

壁見切：木製７０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

（
１

１
４

条
区

画
）

仮
設

間
仕

切

吊りカーテンレール：Ｈ７００

キッチン

以上

▲連絡黒板：Ｗ３６００×Ｈ９００

（
両

面
）

Ｎ
Ａ

Ｄ
塗

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
＋

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５

１１４条区画壁

収納棚：Ｗ１８００×Ｄ６５０×Ｈ２７００

収納棚：Ｗ１８００×Ｄ６５０×Ｈ２７００

-20

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

通路

廊下

-20

-20

保健室

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ１

Ｙ３

Ｙ２

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｆ

Ｆ

２

４

Ｄ
８

Ｆ
３

Ｆ
１

消

●

▲

消

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修後
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№５（保健室・通路）

A-047
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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480

（仮設すこやか学級へ）

（仮設すこやか学級へ）

※カウンター棚：Ｈ９００

※行事黒板：Ｗ１２００×Ｈ９００

※行事黒板：Ｗ１２００×Ｈ９００

※面台：人研　Ｗ１６０

※沓摺：木製　Ｗ１６０×５０

※木見切：Ｗ２００

※掲示板：Ｗ１２００×Ｈ９００

※掲示板：Ｗ１２００×Ｈ９００

コンクリート

※掲示クロス張：Ｗ３５９０×Ｈ１７７０

　合板下地

●掲示板：Ｗ１３００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ１２００×Ｈ９００

●人研

※人研
※掲示クロス張：Ｗ８７０×Ｈ１２１０

　合板下地

※木見切：Ｗ２００

※飾り枠ステンレス製（２段）：Ｌ３０００

●掲示板：Ｗ７５０×Ｈ９１０

●カーテンレール（シングル）

ＳＳ

※手洗い
※面台：人研　Ｗ１６０

（機械設備にて撤去）

▲展示棚：Ｗ１８００×Ｈ１９００×Ｄ４５０

▲展示棚：Ｗ１９００×Ｈ１９００×Ｄ５００

▲金庫：Ｗ１０６０×Ｈ１８９０×Ｄ６４０

（仮設校長室へ）

６５０ｋｇ程度×2台

±0

相談室Ｂ

±0

小会議室

校長室

±0

廊下

-20

応接室

±0

改修前

書庫

±0

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｙ１

Ｙ３

Ｙ２

Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１Ｘ８

消

消

消

消

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№６（応接室・小会議室）

A-048
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



700

方立：木製

１４０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

1,115

6,000

60 70 601,830 70 1,830 1,830 70 1,830

1
,
75

0

12.5

65

7575

2
,5

0
0

7,
5
00

1
0,

0
00

1,
2
00

4,500 4,500

1
20

8
00

80
0

675 7,650 675 675 7,650 675

12.5

65

75 75

1,700800500

6,000 3,000

8
00

80
0

15
0

607060 1,830701,8301,830701,830

25

2,600400

3,6851,200

100

1,
9
60

4,500 4,500

9,000

100

25 25

5.5 5.5

90

4
8
0

1
,
85

0

1,370460

2
,
20

0

3,
5
50

3,
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1
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5
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.
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5

（仮設普通教室・応接室兼校長室・書庫・放送室）

書庫

放送室

廊下

-20

壁見切：木製　７０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

-20

-20

Ｗ１９００×Ｈ１９００×Ｄ５００

応接室兼校長室

-20

方立：木製　１１０×２５×２７００・８０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

∪

▲展示棚：

Ｗ１８００×Ｈ１９００×Ｄ４５０

▲展示棚：

（
１

１
４

条
区

画
）

仮
設

間
仕

切

【普通教室】

±0

仮設利用

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

Ｗ１０６０×Ｈ１８９０×Ｄ６４０

▲金庫：

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
＋

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
（

両
面

）
Ｎ

Ａ
Ｄ

塗

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５

Ｐ
Ｂ

ァ
９

．
５

Ｎ
Ａ

Ｄ
塗

（
片

面
）

Ｎ
Ａ

Ｄ
塗

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
２

１
＋

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
２

１

床：モルタル金コテ仕上ァ３０

（両面）ＮＡＤ塗　１１４条区画壁

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）
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●
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Ｆ
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Ｆ
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消

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修後
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№７
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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6
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Ｗ１８００×Ｈ８５０ ▲上下ホワイトボード：Ｗ５２００×Ｈ１８００

（仮設職員室へ）▲黒板：Ｗ１０００×Ｈ１２００（仮設職員室へ）（仮設職員室へ）

▲上部ホワイトボード：

▲上下黒板：Ｗ２７００×Ｈ１８００（仮設職員室へ）

※掲示板：Ｗ１８００×Ｈ１８００

※ホワイトボード：Ｗ１２００×Ｈ９００

※行事黒板：Ｗ１２００×Ｈ９００

※洗面台：（機械設備工事）

※洗面台：（機械設備工事）

※人研＋ステンレスレール

▲黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００（仮設職員室へ）

※木製棚：Ｗ１７４０×Ｈ８６０×Ｄ５００

▲ホワイトボード：Ｗ６５０×Ｈ９５０（仮設職員室へ）

職員室

改修前

+20

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ１２

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｘ１１ Ｘ１３ Ｘ１４

Ｘ１２

消

※
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▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№８（職員室）
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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自立型総合盤（電気設備工事）

方立：ステンレス製　Ｗ１１０　ＨＬ仕上

方立：ステンレス製　Ｗ１１０　ＨＬ仕上

方立：ステンレス製　Ｗ１１０　ＨＬ仕上

ホワイトボード：Ｗ２７００×Ｈ１２００

ホワイトボード：Ｗ２７００×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ２７００×Ｈ１２００

∪

▲製氷機：Ｗ４００×Ｄ４５０×Ｈ９５０

　　　　 　（仮設給湯室から移設）

キッチン
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５
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Ｄ
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Ｂ

ァ
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５
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両
面

）
　

Ｎ
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Ｄ
塗

（木製床組の上合板張）

（木製床組の上合板張）

（木製床組の上合板張）

方立：ステンレス製　Ｗ１１０　ＨＬ仕上

平場部と色替え
スロープ部仕上材

職員室

+15

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

（原図：A2）

　２階平面詳細図№９（職員室）
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※手洗：人研

※沓摺：人研Ｗ１７０

※手洗：人研

※上框：ステンレス

※ＣＢァ１００ ※ＣＢァ１００

※ＣＢァ１００

※ＣＢァ１００

面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

方立：ステンレス製　Ｗ１６０ 面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

面台：ポストフォーム
面台：ポストフォーム

手洗い

面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

面台：ポストフォーム

手洗い

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

※手洗：人研

※屋内消火栓（機械設備工事） 屋内消火栓（機械設備工事）

ステンレス目地棒　３×１２ ステンレス目地棒　３×１２

汚垂タイルァ５

凡 例

±0コンクリート壁既設のままを示す 仕上・下地・コンクリート共撤去 教室ＦＬからの高さを示す

コンクリート壁撤去を示す 仕上・下地共撤去 消火器を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す 家具撤去を示す 防火設備を示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す コンクリートカッター切 解体撤去を示す

既設のままを示す モルタルカッター切 既設のままを示す

仕上材撤去 一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設フローリング研磨 備品家具（撤去）を示す

小荷物専用昇降機

ＰＳ

小荷物専用昇降機
-20

-20

-20

男子便所

女子便所

-20

職員男子便所

職員女子便所

-120

-120

-20

ＰＳ

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

凡 例

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す屋内消火栓（機械設備工事）

既設教室ＦＬからの高さを示す±0

一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設のままを示す

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

コンクリートカッター切・目荒シを示す

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

コンクリート斫り撤去　４００×７００

床見切：ステンレス製　Ｗ４０

-20

廊下
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展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）
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消
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞

改修後
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№１０（西男子便所･西女子便所）
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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92

0

3
90

23,570

▲壁掛け時計（仮設すこやか学級へ）

（仮設すこやか学級へ）

※下足入 ※下足入 ※下足入 ※下足入

※上框：人研Ｗ１２０

※掲示板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲下足入 ▲下足入 ▲下足入

▲下足入：木製Ｗ３０００×Ｄ６００×Ｈ１６９０

▲展示棚：Ｗ１０００×Ｄ６００×Ｈ２４００

Ｗ３００×Ｄ１５０×Ｈ６００

※ウォータクーラ

（１階生徒玄関へ）

改修前

生徒玄関

廊下

-20

-130

教材倉庫Ａ

教材倉庫Ｂ

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

※１００×１００（米栂）

●玄関マット

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ２

消

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№１１（生徒玄関・教材室）
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▲展示棚：Ｗ１０００×Ｄ６００×Ｈ２４００

掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４６０×Ｈ２０００

掲示板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

ホワイトボード：Ｗ３６００×Ｈ１２００
上框：御影石 Ｗ１２０×Ｈ１５０

下足入：木製　Ｗ３０００×Ｄ３００×Ｈ１６５０ 下足入：木製　Ｗ３０００×Ｄ５８５×Ｈ１６５０

方立：ステンレス製

▲壁掛け時計( 電気工事)

既設のまま

１６０×２５×２８２０・８０×２５×２８２０

廊下

-20

-20

小会議室

生徒玄関

-130

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９
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Ｙ２

●
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６

Ｆ
６

Ｆ
６

Ｆ
６

Ｆ
６

４

３

４

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

（原図：A2）

　２階平面詳細図№１２（生徒玄関・小会議室）
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∪

※温水器

※地図掛：Ｌ２２００

※地図掛：Ｌ５０００

※１００×１００ ※敷居：１００×４０

※四周枠：１００×２５

※スチール棚：Ｗ１７５０×Ｄ６００×Ｈ８８０

※木製棚：Ｗ１２００×Ｄ２３０×Ｈ１３００

※人研＋ステンレスレール

※人研＋ステンレスレール

※上部吊戸棚：Ｗ２４００×Ｄ３３０×Ｈ５５０

※ステンレス流し台：Ｗ１２００×Ｄ５５０×Ｈ８００

※調理台：Ｗ６００×Ｄ５５０×Ｈ８００

※ガス台：Ｗ６００×Ｄ５５０×Ｈ６４０

▲製氷機：Ｗ４００×Ｄ４５０×Ｈ９５０

　　　　 （仮設保健室へ移設）

※手洗い
（機械設備工事）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修前

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

+180

印刷室

±0

湯沸室

-20

+180

廊下

-20

職員室

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ２

Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

（原図：A2）

　２階平面詳細図№１３（湯沸室・印刷室）
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（１１４条区画）

仮設間仕切

無収縮モルタル　ｔ２５０
配筋：Ｄ１３＠２００Ｗ　タテヨコ共
接着系あと施工アンカーＤ１０＠２００Ｓ（四周）
割裂補強筋φ６径１５０＠５０（四周）

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５
ＮＡＤ塗

印刷室

ＥＶピット

廊下

-20

職員室

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

-50

+15

モルタル金コテ押エを示す
耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

●
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●
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Ｙ３
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Ｙ２
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１５
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Ｘ10 Ｘ11 Ｘ12

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

（原図：A2）

　２階平面詳細図№１４（ＥＶピット・印刷室）
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6
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100 1,720100 1,7201,0001001,7201001,720

8,280360 360

100 1,720100 1,720

3608,070570

1001,720 7901001,720

※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※沓摺：人研 ※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※５０×３０（杉）
※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※沓摺：人研 ※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５
※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

※５０×３０（杉）

※掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０
※木製額縁：１００×４５

※掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

※コンクリート製テレビ台：ァ１６０ ※コンクリート製テレビ台：ァ１６０

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

※ロールスクリーン：Ｌ１８００ ※ロールスクリーン：Ｌ１８００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

消

±0 ±0

２年２組２年１組

-20

廊下

改修前

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ３

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

　３階平面詳細図№１（２年１組・２年２組）

（原図：A2）
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420420

900

420630

65

1,135 1,1356,730

3
3
0

2,0412,041 2,0392,0391,936 1,936 2,0392,039

8,1607,950

65 65 65
180

12.512.5

70 6060 70 1,6001,600 701,600 1,600

900

12.5 12.5

生徒用ロッカー：Ｗ５６００×Ｄ４６０×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ２７００×Ｈ１２００

生徒用ロッカー：Ｗ５６００×Ｄ４６０×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ２７００×Ｈ１２００

暗線入り曲面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００ 暗線入り曲面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

予定黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００ 予定黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

有効開口： 以上

掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４６０×Ｈ２０００掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４６０×Ｈ２０００

有効開口： 以上

整理棚：Ｗ１２００×Ｄ６００×Ｈ９００ 整理棚：Ｗ１２００×Ｄ６００×Ｈ９００

廊下

-20

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

-20-20

【普通教室】 【普通教室】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ３
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Ｄ

Ｄ

●
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●
Ｄ
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５
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Ｆ
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Ｆ
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Ｆ

Ｄ

Ｄ

８

５

６

４ ４

Ｆ
４

Ｆ
４

消

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

A-058

　３階平面詳細図№２（普通教室）一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計 （原図：A2）
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2,
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1,
50
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※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※沓摺：人研 ※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５
※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※沓摺：人研 ※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５
※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

※５０×３０（杉）

●上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

●方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

●上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

●掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

木組下地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

下
地

木組下地

コ
ン

ク
リ

ー
ト

下
地

●掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

●ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

※コンクリート製テレビ台：ァ１６０

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※ロールスクリーン：Ｌ１８００ ※ロールスクリーン：Ｌ１８００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

※コンクリート製テレビ台：ァ１６０

改修前

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

±0 ±0

多目的教室１

-20

廊下

２年３組

通路

-20

給食保管庫

一時取外シ再取付とする備品類を示す（移設含む）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｘ７Ｘ６Ｘ４ Ｘ８

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修前
1/50

　３階平面詳細図№３（多目的教室１・２年３組・通路）

（原図：A2）
A-059

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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900 900900
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暗線入り曲面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

黒板塗料塗替

方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

黒板塗料塗替

平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

黒板塗料塗替

生徒用ロッカー：Ｗ５６００×Ｄ４６０×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ２７００×Ｈ１２００

ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

ＳＯＰ塗替

掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

ＳＯＰ塗替

予定黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４６０×Ｈ２０００

以上以上有効開口： 以上以上有効開口：

整理棚：Ｗ１２００×Ｄ６００×Ｈ９００

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

給食保管庫

【普通教室】

±0 -20

【普通教室】

通路

-20

廊下

-20

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）
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●
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●
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▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修後
1/50

（原図：A2）
A-060

　３階平面詳細図№４（普通教室・給食保管庫・通路）一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



9,000 9,000

2
,5

0
0

7,
5
00

1
0,

0
00

1,
2
00

3
3
0

675 7,650 675

1,860 70 1,860 70 1,860 70 1,860

6757,650675675

1,860701,860701,860701,860

1
,3

0
0

500

980

1
,3

0
0

500

980

1,860 70 1,860 70 1,860 70 1,860

675 6757,650

100 1,720100 1,7201,0001001,7201001,720

8,280360 360

100 1,720100 1,7201,0001001,7201001,720

8,280360 360

300 300

610 610 3
9
0

6
0

75 525

75 75 75 75 75 75

3
90

6
0

3
90

60

610 610

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００ ▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５ ▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

廊下

±0 ±0

２年４組 多目的教室２

-20

改修前

※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※沓摺：人研 ※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５
※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

※５０×３０（杉）

※掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※沓摺：人研 ※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５
※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

※５０×３０（杉）

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

※コンクリート製テレビ台：ァ１６０

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

※ロールスクリーン：Ｌ１８００ ※ロールスクリーン：Ｌ１８００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００
▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

※コンクリート製テレビ台：ァ１６０

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ９ Ｘ１１Ｘ８

Ｙ１

Ｙ３

Ｙ２

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

　３階平面詳細図№５（２年４組・多目的教室２）

（原図：A2）
A-061

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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有効開口： 有効開口：

暗線入り曲面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

生徒用ロッカー：Ｗ５６００×Ｄ４６０×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ２７００×Ｈ１２００

暗線入り曲面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

生徒用ロッカー：Ｗ５６００×Ｄ４６０×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ２７００×Ｈ１２００

予定黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００ 予定黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４６０×Ｈ２０００ 掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４６０×Ｈ２０００

以上 以上

整理棚：Ｗ１２００×Ｄ６００×Ｈ９００ 整理棚：Ｗ１２００×Ｄ６００×Ｈ９００

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

-20

【普通教室】

-20

【普通教室】

廊下

-20

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）
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Ｆ
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▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞
1/50

改修後

（原図：A2）
A-062

　３階平面詳細図№６（普通教室）一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

±0

２年５組

±0

木製額縁：１００×４５

すこやか学級５

改修前

※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※沓摺：人研 ※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５
※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

※５０×３０（杉）

※木製額縁：１００×４５

※１００×１００（米栂）

※木製額縁：１００×４５

※沓摺：人研※沓摺：人研

※４５×２５・５０×４５（米栂）

※５０×３０（杉）※５０×３０（杉）

※掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

※平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※スクリーンボックス：Ｌ１８００×Ｄ１５０

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

廊下

-20

※コンクリート製テレビ台：ァ１６０

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ１５００×Ｈ７２０

※方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

※掲示板：Ｗ１０４０×Ｈ７８０

※コンクリート製テレビ台：ァ１６０

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ１１ Ｘ１３ Ｘ１４

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

　３階平面詳細図№７（２年５組・すこやか学級５）

（原図：A2）
A-063

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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有効開口：

暗線入り曲面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

生徒用ロッカー：Ｗ５６００×Ｄ４６０×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ２７００×Ｈ１２００

暗線入り曲面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

整理棚：Ｗ１２００×Ｄ６００×Ｈ７８０
生徒用ロッカー：Ｗ５６００×Ｄ４６０×Ｈ１２００

掲示板：Ｗ２７００×Ｈ１２００

予定黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００ 予定黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４６０×Ｈ２０００
掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４６０×Ｈ２０００

以上 有効開口： 以上

整理棚：Ｗ１２００×Ｄ６００×Ｈ９００

廊下

-20

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

-20

【普通教室】

-20

【普通教室】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）
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工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
改修後

（原図：A2）
A-064

＜管理教室棟＞

　３階平面詳細図№８（普通教室）一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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方立：ステンレス製　Ｗ１６０

※沓摺：人研Ｗ１７０ ※沓摺：人研Ｗ１７０

※真鍮目地棒 ※真鍮目地棒

※手洗：人研
※手洗：人研

※ＣＢァ１００

※ＣＢァ１００

※ＣＢァ１００

面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０ 面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

面台：ポストフォーム
面台：ポストフォーム

手洗い

面台：ポストフォーム

手洗い
方立：ステンレス製　Ｗ１６０

※ＣＢァ１００

面台：ポストフォーム

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

※掃除流し：人研

ステンレス目地棒　３×１２ ステンレス目地棒　３×１２

汚垂タイルァ５

凡 例

±0コンクリート壁既設のままを示す 仕上・下地・コンクリート共撤去 教室ＦＬからの高さを示す

コンクリート壁撤去を示す 仕上・下地共撤去 消火器を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す 家具撤去を示す 防火設備を示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す コンクリートカッター切 解体撤去を示す

既設のままを示す モルタルカッター切 既設のままを示す

仕上材撤去 一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設フローリング研磨 備品家具（撤去）を示す

小荷物専用昇降機

ＰＳ

小荷物専用昇降機

男子便所

-120

女子便所

-120

-20

-20

-20

男子便所

女子便所

-20

-20

廊下

-20

廊下

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

凡 例

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す屋内消火栓（機械設備工事）

既設教室ＦＬからの高さを示す±0

一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設のままを示す

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

コンクリートカッター切・目荒シを示す

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

コンクリート斫り撤去　４００×７００

床見切：ステンレス製　Ｗ４０

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）
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仮設間仕切

（１１４条区画）

※ＣＢァ１２０

面台：ポストフォーム
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※流し台：ステンレス製
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※ＣＢァ１００

※ＣＢァ１００

面台：ポストフォーム

※上框：ステンレス

手洗い
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　Ｗ６００×Ｈ８９０×Ｄ５５０
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割裂補強筋φ６径１５０＠５０（四周）

ステンレス目地棒　３×１２
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防火設備を示す
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家具詳細番号を示す
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手洗い
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手洗い
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面台：ポストフォーム

※掃除流し：人研

ステンレス目地棒　３×１２ ステンレス目地棒　３×１２

汚垂タイルァ５
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凡 例
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仮設間仕切

（１１４条区画）
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※流し台：ステンレス製

※戸棚：Ｗ１３００×Ｈ１４０５×Ｄ３４０

面台：ポストフォーム

三方枠：ステンレス製Ｗ１６０

※上框：ステンレス

手洗い

面台：ポストフォーム

※調理台：

方立：ステンレス製Ｗ１６０

面台：ポストフォーム

方立：ステンレス製　Ｗ１６０

面台：ポストフォーム

手洗い

※掃除流し：人研

※温水器

割裂補強筋φ６径１５０＠５０（四周）
接着系あと施工アンカーＤ１０＠２００Ｓ（四周）
配筋：Ｄ１３＠２００Ｗ　タテヨコ共
無収縮モルタル　ｔ２５０

ステンレス目地棒　３×１２

汚垂タイルァ５
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男子便所 女子便所
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男子便所

-120
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湯沸室

廊下
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コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

凡 例

消火器を示す

防火設備を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す

備品家具（撤去）を示す

モルタルカッター切

コンクリートカッター切

家具撤去を示す

仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

既設フローリング研磨

既設のままを示す

女子便所

-120

コンクリート壁既設のままを示す
令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

凡 例

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

既設教室ＦＬからの高さを示す±0

一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設のままを示す

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

コンクリートカッター切・目荒シを示す

-220

-50

大型トイレブース

取り外し後、引き渡し

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

コンクリート斫り撤去　４００×７００

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ４

Ｘ１２ Ｘ１２Ｘ１１ Ｘ１１Ｘ１０ Ｘ１０

防

●
Ｄ

●
Ｆ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

１Ｐ

１Ｍ

１Ｌ

Ｄ
１Ｎ

２Ｃ Ｄ
２Ｃ

消

※

●

▲

▲

●

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前

＜管理教室棟＞
1/50

改修後　４階平面詳細図№２

　東男子便所・東女子便所

　ＥＶピット

（原図：A2）
A-068

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

改修前

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事
株式
会社 前 野 建 築 設 計

改修後
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1,7201001,770 1,7201001,7201001,0001001,7201001,720

X８通りまで9,000X2通りまで9,000

改修前

（上部ピクチャーレール）

ＰＳ

±0

※生徒用裁縫机

※生徒用裁縫机

※生徒用裁縫机 ※生徒用裁縫机

※生徒用裁縫机

※生徒用裁縫机

●モルタル仕上：Ｗ１００

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※仕上台：Ｗ９０３０×Ｈ７５０×Ｄ５００

●木製額縁：１００×４５ ●５０×３０（杉） ●１００×１００（米栂） ●木製額縁：１００×４５ ●木製額縁：１００×４５ ●１００×１００（米栂） ●木製額縁：１００×４５

※教師用机

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

±0

すこやか学級３

廊下

-20

+90

家庭科被服室

※飾棚：Ｗ１２００×Ｈ１５００×Ｄ３００

※上框：１００×１５０

※木見切：Ｗ２００  

※掲示板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

※二方枠：２５×１００

※ホワイトボード：Ｗ１８００×Ｈ９００

※手洗い
（機械設備にて撤去）

（機械設備にて撤去）
※手洗い

※掃除具入

※チリ箱

※木製棚：Ｗ１２００×Ｈ１８００×Ｄ５００

▲上下黒板：Ｗ３６００×Ｈ１８００

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

Ｘ３ Ｘ７Ｘ５

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
改修前

＜特別教室棟＞

　１階平面詳細図№１（すこやか学級３・家庭科被服室）

（原図：A2）
A-069

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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X８通りまで9,000X2通りまで9,000

12.5+12.512.5+12.5

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

ＰＳ

木製額縁：５５×２５

木製額縁：１００×４５ 木製額縁：１００×４５

木製額縁：５５×２５

ステンレスレール

二方枠：木製　１９０×２５　ＳＯＰ塗

床：モルタルコテ押エァ３０

仮
設

間
仕

切
（

１
１

４
条

区
画

）

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

床：モルタルコテ押エァ３０

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

（
両
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０
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２
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＋
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Ｂ
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１
２

．
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廊下

-20

【普通教室】

±0

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

±0

仮設利用±0

【普通教室】

仮設利用

±0

【普通教室】

仮設利用

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

Ｘ３ Ｘ７Ｘ５

●
Ｆ

●
Ｄ

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜特別教室棟＞

改修後

（原図：A2）

　１階平面詳細図№２（仮設普通教室）

A-070

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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600

X6通りまで4,500

Ｗ２０００×Ｈ７５０×Ｄ５００

※木製棚：Ｗ１７５０×Ｈ１７７０×Ｄ４００

※木製棚：

※木製棚：

Ｗ１７００×Ｈ７００×Ｄ７２０

Ｗ１７００×Ｈ７００×Ｄ７５０

※木製棚：Ｗ１８００×Ｈ７５０×Ｄ３７０

※木製棚：Ｗ９００×Ｈ１８００×Ｄ５００

Ｗ４８２０×Ｈ７５０×Ｄ５００

※棚：Ｗ３５８０×Ｄ８４５

※平面黒板：Ｗ１２００×Ｈ９００

※材料用具戸棚：

※収納棚：Ｗ１５００×Ｈ１０００×Ｄ４００

●木製額縁：１００×４５●木製額縁：１００×４５ ●木製額縁：１００×４５
●１００×１００（米栂）

●戸棚：Ｗ１０００×Ｈ１０００×Ｄ３５０

●戸棚：Ｗ１７５０×Ｈ９００×Ｄ３００

●上部掲示板：Ｗ１２００×Ｈ９００

●掲示板：Ｗ１２００×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

●真鍮目地棒

※収納棚：Ｗ４０００×Ｈ２１００×Ｄ７００

※１００×１００

※１００×１００

※方立：

１７０×２５×３０５０

●流し台：人研
●作業台：Ｗ１６００×Ｈ７５０×Ｄ３８０

●戸棚：Ｗ１９３０×Ｈ７５０×Ｄ５００

●掃除具入

※手洗い
（機械設備にて撤去）

※掲示板：Ｗ１２００×Ｈ９００

※掲示板：Ｗ１２００×Ｈ９００

※作品整理棚：Ｗ５０００×Ｄ７００

±0

美術準備室

家庭科準備室

±0 第２美術教室

±0

改修前

廊下

-20

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ７ Ｘ８

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

Ｘ９

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
改修前

＜特別教室棟＞

　１階平面詳細図№３（家庭科準備室・美術準備室・第２美術室）

A-071

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計 （原図：A2）



100 730

（原図：A2）
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100

X6通りまで4,500

１００×２５ 方立：木製　１２０×２０　ＳＯＰ塗

木製額縁：１００×４５ 木製額縁：１００×４５

床：モルタルコテ押エァ３０

床：モルタルコテ押エァ３０

床：モルタルコテ押エァ３０

床：モルタルコテ押エァ３０

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

廊下

-20

【普通教室】

±0

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

【普通教室】

±0

仮設利用 仮設利用

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ７ Ｘ８

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

Ｘ９

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｄ
３

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜特別教室棟＞

改修後　１階平面詳細図№４（仮設普通教室）
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津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※教師実験台

廊下
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第１理科室

±0

　　　Ｗ１６３０×Ｈ７５０×Ｄ５００ 戸棚：Ｗ３６００×Ｈ７５０×Ｄ５００

改修前

※上部テレビ台

※教壇：Ｗ４０００×Ｈ１５０×Ｄ９２０

※観察台：人研

※戸棚：Ｗ３７７０×Ｈ７５０×Ｄ５００

※流し：人研 ※観察台：人研

※生徒実験台

※生徒実験台

※生徒実験台 ※生徒実験台

※生徒実験台

※生徒実験台

●１００×１００（米栂）

●掲示板：Ｗ３６００×Ｈ９００

●ドラフトチャンバー：Ｗ１２００

●木製額縁：１００×４５●１００×１００（米栂）

●整理棚：Ｗ１５００×Ｈ１９００×Ｄ３５０

●上下黒板：Ｗ３６００×Ｈ１８００

●スクリーンボックス：Ｌ１８００

●グラフ黒板：Ｗ１２００×Ｈ１８００

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

●木製額縁：１００×４５

▲掃除具入：Ｗ７００×Ｄ６００

（撤去後配管閉塞すること） （撤去後配管閉塞すること）

（撤去後配管閉塞すること） （撤去後配管閉塞すること）

（撤去後配管閉塞すること） （撤去後配管閉塞すること）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
改修前

＜特別教室棟＞

　２階平面詳細図№１（第１理科室）

（原図：A2）
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



1,615

920
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0
00

木製額縁：１００×４５

木製額縁：５５×２５

ステンレスレール

木製額縁：１００×４５

木製額縁：５５×２５
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1
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X6通りまで4,500

7,650

1,860

X2通りまで4,500

12.5+12.512.5+12.5

（仮設すこやか学級・仮設普通教室）

仮
設

間
仕

切

（
１

１
４

条
区

画
）

仮
設

間
仕

切

▲ロッカー：Ｗ３１８０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

床：モルタルコテ押エァ３０

掃除具入：Ｗ７００×Ｄ６００

（新設２階生徒玄関へ）

▲展示棚：Ｗ１０００×Ｄ６００×Ｈ２４００

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
＋

強
化

Ｐ
Ｂ

ァ
１

２
．

５
（

両
面

）
　

Ｎ
Ａ

Ｄ
塗

　
Ｇ

Ｗ
ァ

５
０

敷
込

（新設応接室兼校長室へ）

▲展示棚：Ｗ１９００×Ｈ１９００×Ｄ５００

（新設応接室兼校長室へ）

▲展示棚：Ｗ１８００×Ｈ１９００×Ｄ４５０

床：モルタルコテ押エァ３０

（一部加工）

廊下
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【普通教室】【すこやか学級】

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

仮設利用 仮設利用

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

●
Ｆ

●
Ｄ

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜特別教室棟＞

改修後

（原図：A2）

　２階平面詳細図№２
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
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会社 前 野 建 築 設 計
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4
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6
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※教師実験台

※戸棚：Ｗ３７５０×Ｈ７５０×Ｄ５００

※観察台：人研

Ｗ１５１０×Ｈ７５０×Ｄ５００

※観察台：人研

※戸棚：Ｗ３７５０×Ｈ７５０×Ｄ５００

※流し：ステンレス

※教壇：Ｈ１５０

●上下グラフ黒板：Ｗ１２００×Ｈ１８００

±0

第２理科室

廊下

-20

※薬品棚：Ｗ９００×Ｈ１７００×Ｄ６００

●木製額縁：１００×４５

●上部スクリーンボックス：Ｌ２７００

●ロールスクリーン：Ｗ２４００×Ｈ１８００

●ドラフトチャンバー：Ｗ１２００

●スクリーンボックス：Ｌ１８００

●上下黒板：Ｗ２７００×Ｈ１８００

●整理棚：Ｗ１０００×Ｈ１９００×Ｄ３５０

※上部テレビ台

●木製額縁：１００×４５
●１００×１００（米栂）

●５０×３０（杉）

※生徒実験台

※生徒実験台

※生徒実験台

※生徒実験台

※生徒実験台

※生徒実験台

改修前

●１００×１００（米栂）

凡 例

コンクリート壁既設のままを示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

コンクリートブロック壁撤去を示す

コンクリート壁撤去を示す

既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

解体撤去を示す

±0 教室ＦＬからの高さを示す仕上・下地共撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上材撤去

フローリング既設のまま

既設のままを示す

撤去家具を示す モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

コンクリート目荒シを示す

●木製額縁：１００×４５

※掲示板：Ｗ３６００×Ｈ９００

（撤去後配管閉塞すること） （撤去後配管閉塞すること）

（撤去後配管閉塞すること） （撤去後配管閉塞すること）

（撤去後配管閉塞すること） （撤去後配管閉塞すること）

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

消 消火器を示す

防火設備を示す防

Ｘ５ Ｘ７

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

消

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
改修前

＜特別教室棟＞

　２階平面詳細図№３（第２理科室・理科準備室）

（原図：A2）
A-075
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計



1,615

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００
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4,
0
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90

7,650

X4通りまで4,500 X8通りまで9,000

12.5+12.5 12.5+12.5

木製額縁：１００×４５

木製額縁：５５×２５

ステンレスレール

仮
設

間
仕

切

木製額縁：５５×２５

木製額縁：１００×４５

床：モルタルコテ押エァ３０

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

床：モルタルコテ押エァ３０

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

仮
設

間
仕

切

（
１

１
４

条
区

画
）

強
化

Ｐ
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ァ
１
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．
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（仮設すこやか学級・仮設普通教室）

4
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1
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6
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0

廊下
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【普通教室】

±0

凡 例

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
コンクリート壁既設のままを示す 既設フローリング研磨範囲を示す

耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

コンクリートブロック壁新設を示す 仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

既設のままを示す 仕上・下地共新設範囲を示す 既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す 備品家具を示す 一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

沓摺：ステンレス製　Ｗ４０

シーリングを示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５

【すこやか学級】

±0

仮設利用 仮設利用
▲上下黒板：Ｗ３６００×Ｈ１８００

（上部ピクチャーレール）

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

Ａ

Ｄ Ｂ

Ｃ

展開記号

改修後

消 消火器（ＡＢＣ粉末１０型）

防 防火設備を示す

特 特定防火設備を示す

特煙 特定防火設備を示す（遮煙）

Ｘ５ Ｘ７

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

●
Ｆ

●
Ｄ

消

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜特別教室棟＞

改修後

（原図：A2）

　２階平面詳細図№４
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仮設方立：木製　１１０×２５×２６８０
　　　　　６０×２５×１７４５　ＳＯＰ塗  

仮設方立：木製　１１０×２５×２６８０

８０×２５×２６８０　ＳＯＰ塗

※掲示板

※掃除具入：Ｗ６００×Ｄ４００×Ｈ２０００

Ｗ１４３０×Ｈ９００
※掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００※平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｄ４００×Ｈ９７５

▲金庫：Ｗ１０６０×Ｈ１８９０×Ｄ６４０（移設）モルタル金コテ押えの上ＮＡＤ塗

【家具撤去跡】 ６５０ｋｇ程度×２台

（一部加工利用）

ＰＢァ１２．５張（両面）ＮＡＤ塗　ＧＷァ５０敷込
仮設間仕切（天井まで）

1/50すこやか４ 改修前

Ａ面 Ｂ面

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ａ面 Ｂ面

仕上凡例

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

壁：
ＬＧＳ下地【仮設間仕切】

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗【仮設間仕切】

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００

※壁の仕様は、すこやか学級【応接室】も同様

1/50

１ＦＬ

１ＦＬ

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

【校長室・応接室】 改修後

Ｘ８ Ｘ９ Ｙ１Ｙ２

Ｘ８ Ｘ９ Ｙ１Ｙ２

●
Ｆ

●
Ｄ

Ａ

Ａ

ＢＢ１

ＢＢ１

※

●

▲

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前
1/50

＜管理教室棟＞

改修後

（原図：A2）

　１階展開図№１

（すこやか学級・仮設校長室・仮設応接室）
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　　　木組下地

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　モルタル下地

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地

Ｗ１５００×Ｈ７２０

Ｗ１５００×Ｈ１２００

●　　コンクリート下地

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００ ●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

※掲示板：Ｗ７８０×Ｈ１０４０

●コンクリート製テレビ台：ァ１６０

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
●天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地　　　　コンクリート下地

　　　　コンクリート下地

　　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　木組下地

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗 ●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

　　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｈ２０００×Ｄ４００

※掲示板：

※上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０
※上部掲示板：

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００ ▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｈ９７５×Ｄ４００

改修前1/50

Ａ面 Ｂ面

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

改修前凡例　（工事内容）

Ｃ面 Ｄ面

３年４組

１ＦＬ

１ＦＬ

一時取外シ再取付とする備品類を示す

既設のままを示す

解体撤去を示す

モルタルカッター切

コンクリートカッター切

備品家具を示す

撤去家具を示す

建具、間仕切壁解体箇所を示す

Ｙ１Ｙ２Ｘ９ Ｘ１１

Ｙ１ Ｙ２Ｘ１１ Ｘ９

▲

●

※

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前
1/50

＜管理教室棟＞

　１階展開図№２（３年４組）

（原図：A2）
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床見切：木製　２０×１００

既設木製枠

床見切：木製　２０×１００

既設木製枠

家具撤去跡補修
モルタル金コテ押え

Ｂ面

ＯＰＥＮ

Ａ面

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

仕上凡例

Ｃ面 Ｄ面

壁：
ＬＧＳ下地【仮設間仕切】

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗【仮設間仕切】

壁：
（両面）

ＬＧＳ下地【仮設間仕切】

ＮＡＤ塗　【仮設間仕切】

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張

壁：

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張

（両面）

ＬＧＳ下地【仮設間仕切】

ＮＡＤ塗　ＧＷァ５０敷込【仮設間仕切】

ＯＰＥＮ

1/50

１ＦＬ

１ＦＬ

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

【職員室】

天井：
既設ＬＧＳ下地
ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗

改修後

Ｙ１Ｙ２Ｘ９ Ｘ１１

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｙ１ Ｙ２Ｘ１１ Ｘ９

Ｃ

Ｃ Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

ＢＢ１

ＢＢ１

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

改修後　１階展開図№３（仮設職員室）

（原図：A2）
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コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

仕上凡例

1/50

Ａ面

壁：
（両面）

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張

ＮＡＤ塗　ＧＷァ５０敷込【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地【仮設間仕切】

Ｂ面 Ｄ面Ｃ面

１ＦＬ

【放送室】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

天井：
既設ＬＧＳ下地

ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗

壁：
既設コンクリート下地

ＮＡＤ塗替（下地調整）

改修後

Ｃ１

Ｘ９

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｙ２ Ｙ２

Ｃ

Ｃ１

Ｘ９

Ｃ

Ｃ１ Ｃ１

Ｃ１

Ｗ１

Ｗ１

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

改修後　１階展開図№４（仮設放送室）

（原図：A2）
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　　　木組下地

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　モルタル下地

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

Ｗ１５００×Ｈ７２０

Ｗ１５００×Ｈ１２００

　　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００ ●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００ ●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

　　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●掲示板：Ｗ７８０×Ｈ１０４０

●上部掲示板：
●上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

●掲示板：
●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

●方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００ ●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｈ２０００×Ｄ４００

●コンクリート製テレビ台：ァ１６０

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　木組下地

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地
　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗 　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｈ９７５×Ｄ４００

Ａ面

1/50 改修前

Ｂ面

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｃ面 Ｄ面

３年５組

１ＦＬ

１ＦＬ

Ｘ９ Ｘ１１ Ｙ２ Ｙ１

Ｘ１１ Ｘ９ Ｙ２Ｙ１

※

●

▲

1/50
改修前

前田　祐作

一級建築士　第360917号
図面番号

縮 尺

特

項

事

記
設 計 年 月 日

図 面 名 称

工 事 名 称

＜管理教室棟＞

　１階展開図№５（３年５組）

（原図：A2）
A-081

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

前 野 建 築 設 計会社
株式
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家具撤去跡補修
モルタル金コテ押え

▲上下ホワイトボード：Ｗ５２００×Ｈ１８００　床面よりＨ７００

木製三方枠：１８０×４５

既設木製枠

ＯＰＥＮ
ＯＰＥＮ

既設木製枠

既設木製枠

仮設床見切：木製　１００×５０

仮設床見切：木製　１００×５０

仮設壁：ラワン合板ァ６
　　　　　　　　　１０５×４５＠９１０下地

Ａ面

1/50

Ｂ面

ＯＰＥＮ

Ｃ面 Ｄ面

ＯＰＥＮ

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

仕上凡例

壁：

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張

（両面）

ＬＧＳ下地【仮設間仕切】

ＮＡＤ塗　ＧＷァ５０敷込【仮設間仕切】

１ＦＬ

１ＦＬ

【職員室】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張

ＮＡＤ塗　【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地【仮設間仕切】

（両面）
壁：

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗【仮設間仕切】

ＬＧＳ下地【仮設間仕切】
壁：

天井：
既設ＬＧＳ下地

ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００ＢＢ１

ＢＢ１

改修後

Ｘ１１ Ｘ１３ Ｙ２ Ｙ１

Ｙ２Ｙ１Ｘ１３ Ｘ１１

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

●

▲

1/50

前田　祐作

一級建築士　第360917号
図面番号

縮 尺

特

項

事

記
設 計 年 月 日

図 面 名 称

工 事 名 称

＜管理教室棟＞

　１階展開図№６（仮設職員室）改修後

（原図：A2）
A-082

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

前 野 建 築 設 計会社
株式
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●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

　　　モルタル下地

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗 ●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００ ●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

Ｗ１５００×Ｈ７２０

　　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●掲示板：Ｗ７８０×Ｈ１０４０

●上部掲示板：
●上部掲示板：Ｗ３６００×Ｈ７２０

●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

●方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００ ●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●掃除具入：Ｗ６００×Ｈ２０００×Ｄ４００

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　木組下地

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●コンクリート製テレビ台：ァ１６０

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　木組下地

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗　　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

●ロッカー：Ｗ６３４０×Ｈ９７５×Ｄ４００

　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
※木製棚：Ｗ１７００×Ｄ６００×Ｈ１８００

改修前1/50

Ａ面

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｃ面 Ｄ面

作業室・資料室

Ｂ面

※木製棚：Ｗ１７００×Ｄ６００×Ｈ１８００

※木製棚：Ｗ２０００×Ｄ５４０×Ｈ１５００

１ＦＬ

１ＦＬ

Ｘ１１ Ｘ９ Ｙ２Ｙ１

Ｘ９ Ｘ１１ Ｙ２ Ｙ１

※

●

▲

1/50
改修前

前田　祐作

一級建築士　第360917号
図面番号

縮 尺

特

項

事

記
設 計 年 月 日

図 面 名 称

工 事 名 称

＜管理教室棟＞

　１階展開図№７（作業室・資料室）

（原図：A2）
A-083

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

前 野 建 築 設 計会社
株式
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既設木製枠

ＯＰＥＮ

既設木製枠

既設木製枠

仮設床見切：木製　１００×５０

仮設床見切：木製　１００×５０

1/50

Ａ面

ＯＰＥＮ

Ｄ面Ｃ面

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

仕上凡例

１ＦＬ

１ＦＬ

Ｂ面

【職員室】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗
天井：

既設ＬＧＳ下地
Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

Ｃ１

改修後

Ｘ９ Ｘ１１

Ｙ１ Ｙ２Ｘ９Ｘ１１

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｙ２ Ｙ１

●

▲

1/50

前田　祐作

一級建築士　第360917号
図面番号

縮 尺

特

項

事

記
設 計 年 月 日

図 面 名 称

工 事 名 称

＜管理教室棟＞

　１階展開図№８（仮設職員室）改修後

（原図：A2）
A-084

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

前 野 建 築 設 計会社
株式
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　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

▲上下黒板：Ｗ２７００×Ｈ１８００

●巾木：米栂　ＯＰ塗●巾木：米栂　ＯＰ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗

●床：ビニル床シート張

　　　モルタル下地

●天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　ＣＢ下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

▲黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００

▲上部ホワイトボード：Ｗ１８００×Ｈ８５０

▲黒板：Ｗ１０００×Ｈ１２００

▲ホワイトボード：Ｗ６５０×Ｈ９５０

●木製戸：既設のまま ●木製戸：既設のまま

仕上凡例

ＯＰＥＮ ＯＰＥＮ ＯＰＥＮ

Ａ面

改修前1/50廊下

1/50

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

Ａ面

ＯＰＥＮ

１ＦＬ

１ＦＬ

壁：
ＬＧＳ下地【仮設間仕切】

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗【仮設間仕切】

【職員室】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

改修後

ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗
天井：

既設ＬＧＳ下地
Ｃ１

Ｃ１Ｃ１

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００ＢＢ１

ＢＢ１ ＢＢ１ ＢＢ１

Ｘ１１ Ｘ１３ Ｘ１４Ｘ１０

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｘ１１ Ｘ１３ Ｘ１４Ｘ１０

Ａ
Ａ

Ａ

Ａ

※

●

▲

●

▲

＜管理教室棟＞

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
改修前 改修後　１階展開図№９（廊下）

（原図：A2）
A-085

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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（倉庫・仮設相談室）

仮設方立：木製　１１０×２５×１６００
８０×２５×１６００　ＳＯＰ塗

※木製棚：Ｗ１８３０×Ｄ４００×Ｈ１５７０

●掲示板：Ｗ１４８０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００ ●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　●ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗
改修前

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

仕上凡例

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

壁：

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００

1/50

Ａ面

1/50

Ａ面

Ｂ面

Ｂ面

※壁の仕様は、机・椅子倉庫【相談室２】も同様

１ＦＬ

１ＦＬ

【相談室１・２】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

倉庫

ＬＧＳ下地【仮設間仕切壁】

床：
カーペット敷き撤去の後

既設フローリング研磨

天井：
ＰＢァ９．５　目透し張　ＥＰ塗
既設ＬＧＳ下地

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗　ＧＷァ５０敷込

改修後

●
Ｆ

●
Ｄ

Ａ

ＢＢ１

Ｘ１ Ｘ２

Ｘ１ Ｘ２

Ｙ４ Ｙ３

ＢＢ１

Ｙ４ Ｙ３

Ａ

ＦＡ

ＦＡＦＡ

Ｃ１

Ｃ１

※

●

▲

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前
1/50

＜管理教室棟＞

改修後

（原図：A2）
A-086

　１階展開図№１０
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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（資材倉庫・仮設給湯室・仮設印刷室）

●掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００

●平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００ ●掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

※換気扇 ※換気扇

仮設方立：木製　１１０×２５×１６００
８０×２５×１６００　ＳＯＰ塗

Ｘ１４通り側外壁：コンクリート壁開口　穴埋めＸ１４通り側外壁：換気扇　新設

●地流し

●地流し

改修前

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

仕上凡例

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

1/50

Ｂ面

Ｂ面

※壁の仕様は、机・椅子倉庫【相談室２】も同様

1/50資材倉庫

Ａ面

Ａ面

壁：

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００

１ＦＬ

１ＦＬ

【給湯室・印刷室】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

ＬＧＳ下地【仮設間仕切壁】

改修後

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｙ４ Ｙ３

ＢＢ１

Ｙ４ Ｙ３

Ａ

Ｘ１Ｘ２

Ｘ１Ｘ２

Ａ

ＢＢ１

※

●

▲

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前
1/50

＜管理教室棟＞

改修後

（原図：A2）

　１階展開図№１１

A-087

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※壁：１００角タイル張

　　　ＣＢァ１００下地

※床：モザイクタイル張　モルタル下地

　　　軽量コンクリート　

　　　アスファルト防水

　　　均シモルタルァ２５

※天井：石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

　　　（アスベスト含有）

　　　　ＬＧＳ下地
　　　　ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

※壁：１００角タイル張

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：１００角タイル張

　　　モルタル下地

※手洗：人研

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地 　　　ＣＢァ１００下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※床：人造石研出シ張　真鍮目地

●　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

※壁：１００角タイル張 ●　　コンクリート下地

※壁：１００角タイル張

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※床：コンクリート土間　ｔ１２０

※床：コンクリート土間　ｔ１２０※床：コンクリート土間　ｔ１２０

※床：コンクリート土間　ｔ１２０

※床：コンクリート土間　ｔ１２０

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※壁：１００角タイル張

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

改修前1/50

１ＦＬ

Ｃ面

Ｂ面

１ＦＬ

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｄ面

Ａ面 Ａ面

西女子便所

Ｘ１１Ｘ１２

Ｙ３Ｙ４

Ｙ３ Ｙ４

Ｘ４Ｘ４Ｘ３

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

改修前 　１階展開図№１２（西女子便所）

（原図：A2）
A-088
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一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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手洗い

面台：ポストフォーム

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

ステンレス目地棒

ステンレス目地棒

面台壁：ＮＡＤ塗

面台：ポストフォーム

1/50

１ＦＬ

Ａ面 Ａ面

ＯＰＥＮ

Ｂ面

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

ＯＰＥＮ

Ｃ面 Ｄ面

１ＦＬ

西女子便所

ＰＳ

Ｃ２

Ｃ２
Ｃ２

Ｃ２

仕上凡例

ビニル床シートァ２．５張

トイレ用防滑性ノーワックス

モルタル金コテ押エァ２８

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

土間コンクリート　ァ１５０床：

既設コンクリート下地

壁： 耐水ＰＢァ１２．５（ＧＬ工法）

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

ＧＷァ５０

ＬＧＳ下地

壁：
耐水ＰＢァ１２．５＋耐水ＰＢァ１２．５（両面）

壁：

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

ＬＧＳ下地

強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１（片面）

化粧ＰＢァ９．５張

ＬＧＳ下地
天井：

ＧＷァ５０

ＬＧＳ下地

壁：
耐水ＰＢァ１２．５＋耐水ＰＢァ１２．５（両面）

ＮＡＤ塗

既設仕上下地調整の上　ＮＡＤ塗壁：

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００

巾木：同材巻上　Ｈ２００

壁：
既設コンクリート下地

Ｄ１０＠２００シングル

防湿ポリエチレンフィルム　ァ０．１５

再生切込砕石　ァ１００

ＮＡＤ塗替（下地調整）

Ｆ１３ Ｆ１３ Ｆ１３

Ｆ１３

Ｆ１３

改修後

Ｘ４Ｘ３ Ｘ４ Ｙ３Ｙ４

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｘ４ Ｘ３ Ｙ４Ｙ３

ＢＢ４ＢＢ４

ＢＢ４ ＢＢ４

Ｗ１３Ｗ１３

Ｗ１４

Ｗ１５

Ｗ１３

Ｄ
２Ａ

Ｄ
１Ａ

Ｗ１
Ｗ１３

ＢＢ１

ＢＢ１

Ｗ１６

Ｗ１３

Ｗ１Ｄ
１Ｂ

Ｗ１４

Ｗ１５

Ｗ１３

Ｃ２

Ｗ１６

Ｗ１２

ＢＢ１

ＢＢ４

Ｗ１

Ｆ１３

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

改修後 　１階展開図№１３（西女子便所）

（原図：A2）
A-089

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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　　　ＣＢァ１００下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：１００角タイル張 ※床：人造石研出シ張　真鍮目地

●　　コンクリート下地

※床：モザイクタイル張　モルタル下地

　　　軽量コンクリート　

　　　アスファルト防水

　　　均シモルタルァ２５

※天井：石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地

　　　（アスベスト含有）

※壁：１００角タイル張

　　　モルタル下地

※壁：１００角タイル張

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※手洗：人研※手洗：人研

　　　コンクリート下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※床：コンクリート土間　ｔ１２０

※床：コンクリート土間　ｔ１２０

※床：コンクリート土間　ｔ１２０

※床：コンクリート土間　ｔ１２０
※床：コンクリート土間　ｔ１２０

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

改修前1/50

Ａ面 Ｂ面

１ＦＬ

１ＦＬ

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｄ面Ｃ面

Ａ面

西男子便所

Ｙ３Ｙ４

Ｙ３ Ｙ４

Ｘ５Ｘ４

Ｘ４Ｘ５

Ｘ４ Ｘ５

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前
1/50

＜管理教室棟＞

　１階展開図№１４（西男子便所）

（原図：A2）
A-090

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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ＯＰＥＮ

ＯＰＥＮ ＯＰＥＮ

方立：ステンレス製　Ｗ１６０ 方立：ステンレス製　Ｗ１６０

二方枠：ステンレス製　Ｗ１６０

手洗い

面台：ポストフォーム

面台：ポストフォーム

ステンレス目地棒

ステンレス目地棒

1/50

Ａ面

１ＦＬ

西男子便所

１ＦＬ

Ｃ面

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面

Ｄ面

Ｃ２ Ｃ２
Ｃ２

Ｃ２
Ｃ２

仕上凡例

ビニル床シートァ２．５張

トイレ用防滑性ノーワックス

モルタル金コテ押エァ２８

壁：

面台壁：抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

面台壁：ＮＡＤ塗

壁：

壁：

壁：

面台壁：抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

土間コンクリートァ１５０

Ｄ１０＠２００シングル

防湿ポリエチレンフィルムァ０．１５

再生切込砕石ァ１００

床：

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００

巾木：同材巻上　Ｈ２００

壁：
既設コンクリート下地

天井：

ＬＧＳ下地

ＰＢァ１２．５　ＮＡＤ塗

化粧ＰＢァ９．５張

ＧＷァ５０

ＬＧＳ下地

ＮＡＤ塗

ＬＧＳ下地

既設コンクリート下地

耐水ＰＢァ１２．５（ＧＬ工法）

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

ＧＷァ５０

ＬＧＳ下地

耐水ＰＢァ１２．５＋耐水ＰＢァ１２．５（両面）

耐水ＰＢァ１２．５＋耐水ＰＢァ１２．５（両面）

ＮＡＤ塗替（下地調整）

改修後

Ｘ５Ｘ４

Ｘ５ Ｘ４

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｘ４ Ｘ５ Ｙ３Ｙ４ Ｘ５
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ＢＢ１ ＢＢ４
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ＢＢ４ ＢＢ４

ＢＢ１

Ｗ４Ｗ１

Ｗ１６
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Ｗ１４

Ｗ１３

Ｄ

Ｄ
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１Ｅ

Ｄ
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Ｗ１６
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Ｗ１４

Ｗ１３

ＢＢ１

ＢＢ４

Ｗ１

Ｆ１３ Ｆ１３ Ｆ１３

Ｆ１３

Ｆ１３

Ｆ１３

Ｆ１３

Ｗ１６

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

　１階展開図№１５（西男子便所）改修後

（原図：A2）
A-091

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※壁：１００角タイル張

※手洗：人研

●　　ＣＢァ１００下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　ＣＢァ１００下地

　　　モルタル下地

※壁：１００角タイル張

※壁：１００角タイル張

　　　コンクリート下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

●　　コンクリート下地

※壁：１００角タイル張

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：１００角タイル張

　　　ＣＢァ１００下地
●　　コンクリート下地

※床：人造石研出シ張　真鍮目地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　ＣＢァ１００下地

※床：モザイクタイル張　モルタル下地

　　　軽量コンクリート　

　　　アスファルト防水

　　　均シモルタルァ２５

※天井：石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

　　　（アスベスト含有）

　　　　ＬＧＳ下地
　　　　ＬＧＳ下地

※天井：ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

●柱：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＥＰ塗

改修前1/50東女子便所

Ａ面

１ＦＬ

Ｃ面

Ａ面 Ｂ面

１ＦＬ

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｄ面

Ｘ１１ Ｘ１２

Ｘ１１Ｘ１２

Ｘ１１ Ｙ３Ｙ４

Ｙ３ Ｙ４

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

　１階展開図№１６（東女子便所）改修前

（原図：A2）
A-092

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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※手洗：人研 ※手洗：人研

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：１００角タイル張

※壁：１００角タイル張

　　　コンクリート下地

※壁：１００角タイル張

　　　モルタル下地

　　　コンクリート下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※床：人造石研出シ張　真鍮目地

●　　コンクリート下地

※床：モザイクタイル張　モルタル下地

　　　軽量コンクリート　

　　　アスファルト防水

　　　均シモルタルァ２５

　　　ＣＢァ１００下地

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地

※天井：石綿板ァ４　目スカシ　ＥＰ塗

　　　（アスベスト含有）

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

　　　コンクリート下地

　　　　コンクリート下地

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

改修前1/50東男子便所

Ａ面 Ａ面 Ｂ面

１ＦＬ

１ＦＬ

Ｃ面

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｄ面

Ｘ５ Ｘ４ Ｘ４Ｘ５ Ｙ３Ｙ４

Ｘ４ Ｘ５ Ｙ３ Ｙ４

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

　１階展開図№１７（東男子便所）

（原図：A2）

改修前

A-093

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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ＯＰＥＮ

ステンレス目地棒

方立：ステンレス製Ｗ１６０
方立：ステンレス製Ｗ１６０

ＯＰＥＮ ＯＰＥＮ

方立：ステンレス製Ｗ１６０

方立：ステンレス製Ｗ１６０

方立：ステンレス製Ｗ１６０

1/50東女子便所

１ＦＬ

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

1/50東男子便所

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

Ａ面

１ＦＬ

Ｃ面Ｂ面 仕上凡例

巾木：同材巻上　Ｈ２００

壁：
既設コンクリート下地

既設コンクリート下地

壁： 耐水ＰＢァ１２．５（ＧＬ工法）

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

ＧＷァ５０

ＬＧＳ下地

壁：
耐水ＰＢァ１２．５＋耐水ＰＢァ１２．５（両面）

壁：

抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張

ＬＧＳ下地

強化ＰＢァ２１＋強化ＰＢァ２１（片面）

化粧ＰＢァ９．５張

ＬＧＳ下地
天井：

既設仕上下地調整の上　ＮＡＤ塗壁：

Ｄ面

面台壁：抗菌メラミン不燃化粧板ァ３張 面台：ポストフォーム

面台：ポストフォーム

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

ＮＡＤ塗替（下地調整）

ビニル床シートァ２．５張

トイレ用防滑性ノーワックス

モルタル金コテ押エァ２８

床：

土間コンクリートァ１５０

Ｄ１０＠２００シングル

防湿ポリエチレンフィルムァ０．１５

再生切込砕石ァ１００

改修後

Ｘ１１ Ｘ１１ Ｙ３

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｙ４ Ｙ４

ＢＢ４ ＢＢ４ ＢＢ４

Ｗ１ Ｗ１３Ｗ１４ Ｗ１４ Ｗ１４ Ｗ１４

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｘ１２

ＢＢ４

Ｗ１３
Ｗ１３

Ｗ１３

Ｗ１３

ＢＢ４

Ｗ１４ Ｗ１４ Ｗ１４

Ｗ１５

Ｃ２ Ｃ２ Ｃ２

Ｙ３Ｙ４

Ｙ４

ＢＢ４

Ｗ１

Ｗ１５

Ｗ１３

Ｗ１４

Ｃ２

Ｗ１２

Ｗ１５ Ｗ１４

Ｄ

Ｄ

１Ｊ

１Ｈ

Ｆ１３ Ｆ１３ Ｆ１３

Ｆ１３ Ｆ１３ Ｆ１３ Ｆ１３

Ｆ１３

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

改修後 　１階展開図№１８（東男子・東女子便所）

（原図：A2）
A-094

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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Ｗ１４８０×Ｈ１２００

　　　　ＬＧＳ下地

　　　　一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

※ガラスケース：Ｗ１５００×Ｄ４５０×Ｈ１８３０

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　ＬＧＳ下地

　　　一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　木組下地

　　　モルタル下地

　　　モルタル下地 　　　モルタル下地

●　　コンクリート下地

　　　モルタル下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●ＣＢ

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

●天井：有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗
●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

●天井：有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗
●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●コンクリート製テレビ台：ァ１６０

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

●平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００
●掲示板：

▲掲示板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

　　　コンクリート下地

　　　　コンクリート下地

　　　　コンクリート下地

※アコーディオンカーテン受材　[－５０×３０　Ｌ＝４３００

　　　コンクリート下地

（高さ変更）

改修前

２ＦＬ

Ｃ面 Ｄ面

1/50大会議室

２ＦＬ

Ａ面 Ｂ面

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３Ｘ１Ｘ２

Ｘ１ Ｘ２ Ｙ１Ｙ２Ｙ３

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前
1/50

　２階展開図№１（大会議室）

＜管理教室棟＞

（原図：A2）
A-095

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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▲掃除具入：Ｗ６００×Ｈ２０００×Ｄ４００

▲掲示板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｈ９７５×Ｄ４００

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

仕上凡例

２ＦＬ

Ａ面 Ｂ面

２ＦＬ

Ｃ面 Ｄ面

1/50

壁： 耐火中空２重壁①

【普通教室】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

改修後

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｘ１ Ｘ２ Ｙ１Ｙ２Ｙ３

Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３Ｘ１Ｘ２

Ｗ２Ａ

Ｗ２Ａ

ＢＢ１

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００ＢＢ１

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

改修後

（原図：A2）

　２階展開図№２（仮設普通教室）

A-096

一級建築士　第117489号　前　野　初　像　　　　　一級建築士　第320204号　前　野　将　輝

一級建築士事務所　三重県知事登録　第1-699号
津市立久居中学校大規模改造(第一期)工事

株式
会社 前 野 建 築 設 計
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　　　木組下地

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００ ※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

※壁：有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　木組下地

※壁：有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

●壁：有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　木組下地

　　　ロックウールァ５０

　　　ロックウールァ５０ 　　　ロックウールァ５０

※床：フェルト　ジュータン敷

　　　木組下地

　　　　ＬＧＳ下地　

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

※壁：有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　木組下地

※壁：有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　木組下地　　　木組下地

※カーテンレールＳ

　　　ロックウールァ５０　　　ロックウールァ５０　　　ロックウールァ５０

※天井：ウズシオ不燃ボードァ９張（アスベスト含有）

※床：フェルト　ジュータン敷

●配管ピット：モルタル塗　Ｗ２５０×Ｈ２００

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗
　　　木組下地

　　　ロックウールァ５０
※天井：ウズシオ不燃ボードァ９張（アスベスト含有）

　　　　ＬＧＳ下地　

●壁：有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

●壁：有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●　　モルタル下地　ビニル系タイル

●排水用ピット：合板ァ１５

●　　モルタル下地

●排水用ピット：　　　　　　　　合板ァ１５

●配管ピット：モルタル塗　Ｗ２５０×Ｈ２００

２ＦＬ

改修前放送室 1/50

Ａ面

ＯＰＥＮ

Ｂ面 Ｂ面 Ｃ面

ＯＰＥＮ

２ＦＬ

Ｄ面

1/50カウンセリングルーム

Ａ面

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｂ面

Ｘ２ Ｙ２ Ｙ２ Ｘ２

Ｙ２ Ｘ２ Ｙ１

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前
1/50

＜管理教室棟＞

　２階展開図№３（放送室・カウンセリングルーム）

（原図：A2）
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　　　木組下地

　　　木組下地

　　　モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地　

　　　モルタル下地

　　　木組下地

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

　　　木組下地

●壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

※天井：ウズシオ不燃ボードァ９張（アスベスト含有）

※床：フェルト　ジュータン敷

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　ロックウールァ５０

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

　　　モルタル下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００
●　　モルタル下地　ビニル系タイル

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●壁：有孔シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗 ●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　コンクリート下地

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

　　　　ＬＧＳ下地

　　　コンクリート下地

※天井：有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地　

　　　　一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

　　　　一部有孔ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

※天井：ＰＢァ９　ＯＰ塗

２ＦＬ

女子更衣室 1/50

Ａ面

改修前

２ＦＬ

1/50カウンセリングルーム

Ｃ面 Ｄ面

２ＦＬ

Ｄ面Ｃ面Ｂ面

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

●ＣＢ

●ＣＢ

Ｘ２ Ｙ１

Ｙ１Ｙ２ Ｙ１ Ｙ２

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

1/50
＜管理教室棟＞

　２階展開図№４（カウンセリングルーム・女子更衣室）改修前

（原図：A2）
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20

140
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200

3
,
05

0

2,
7
00

壁：木組下地　ラワン合板ァ５張

床：モルタル押エァ３０

方立：木製

１６０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

方立：木製

１４０×２５×２７００　ＳＯＰ塗

床：モルタル押エァ３０

床：モルタル押エァ３０壁：モルタル押エァ２０

▲平面黒板：Ｗ３６００×Ｈ１２００

▲方眼黒板：Ｗ１５００×Ｈ１２００

▲平面黒板：Ｗ２７００×Ｈ９００ ▲掲示板：Ｗ２２８０×Ｈ９００

▲掲示板：Ｗ１４３０×Ｈ９００　⇒　Ｗ９７０×Ｈ９００
（一部加工利用）

（一部加工利用）
▲ロッカー：Ｗ６３４０×Ｈ９７５×Ｄ４００ ⇒ Ｗ５８８０×Ｈ９７５×Ｄ４００

▲掃除具入：Ｗ６００×Ｈ２０００×Ｄ４００

コンクリート壁既設のままを示す

コンクリートブロック壁新設を示す

既設のままを示す

仕上材新設範囲を示す

既設フローリング研磨範囲を示す

仕上・下地・コンクリート共新設範囲を示す

仕上・下地共新設範囲を示す

備品家具を示す

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）
耐火間仕切壁：ＲＣ壁　平１２建告１３９９

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

令１１４条による防火上主要な間仕切壁（小屋裏・天井裏まで施工）

耐火中空二重壁①：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７４

耐火中空二重壁②：ＦＰ０６０ＮＰ－０１７５
既設のままを示す

一時取外シ再取付とする備品類を示す

シーリングを示す

凡 例改修後凡例　（工事内容）

家具詳細番号を示す

各部詳細番号を示す

屋内消火栓（機械設備工事）

±0 既設教室ＦＬからの高さを示す

仕上凡例

1/50

Ｃ面

Ｂ面

Ｄ面

天井：
ＬＧＳ下地

化粧ＰＢァ９．５張

Ａ面

２ＦＬ

２ＦＬ

巾木：ソフト巾木　Ｈ１００

壁：
ＮＡＤ塗【仮設間仕切】

壁：

強化ＰＢァ１２．５＋強化ＰＢァ１２．５張

天井：一部再取付

●ＣＢ

ＬＧＳ下地

（両面）【仮設間仕切】

耐火中空二重壁③：ＦＰ０６０ＮＰ ０１８９

【普通教室】 改修後

●
Ｆ

●
Ｄ

Ｘ２ Ｘ４

Ｘ２Ｘ４

Ｙ２ Ｙ１

Ｙ１ Ｙ２

Ｃ２

Ｂ

ＢＢ１

Ｃ１

ＢＢ１

Ｃ２

Ｃ２

Ｂ

●

▲

1/50

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

＜管理教室棟＞

改修後

（原図：A2）

　２階展開図№５（仮設普通教室）
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※床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

　　　モルタル下地

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

※巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

●壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　モルタル下地

　　　　ＬＧＳ下地

　　　　一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗※壁：シナベニヤ５．５　ＯＰ塗

　　　木組下地 　　　　ＬＧＳ下地

　　　　一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●床：ナラフローリングブロックァ１５　ＯＳＷ塗

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

　　　木組下地

　　　コンクリート下地

●壁：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

●巾木：米栂　ＯＰ塗　Ｈ＝１００

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●ＣＢ ●ＣＢ

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

●柱型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　コンクリート下地

　　　　コンクリート下地

　　　　コンクリート下地

　　　木組下地

　　　木組下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

※天井：有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗 ●天井：有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地

　　　　一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

●天井：有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗

　　　　コンクリート下地

●梁型：モルタルコテ押エ　ＡＶＰ塗

　　　　ＬＧＳ下地

　　　　一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

●天井：有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗
　　　　ＬＧＳ下地

　　　　一部ＰＢァ９目スカシ　ＯＰ塗

※天井：有孔ＰＢァ９　ＯＰ塗 改修前

２ＦＬ

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面

２ＦＬ

Ｄ面

1/50共同実施室

２ＦＬ

Ａ面

1/50相談室Ａ

コンクリートブロック壁撤去を示すコンクリート壁既設のままを示す

コンクリート壁撤去を示す 建具、間仕切壁解体箇所を示す

既設のままを示す

仕上材撤去

仕上・下地・コンクリート共撤去

仕上・下地共撤去

撤去家具を示す

備品家具を示す

コンクリートカッター切

モルタルカッター切

解体撤去を示す

既設のままを示す

改修前凡例　（工事内容）

一時取外シ再取付とする備品類を示す

Ｘ４ Ｙ１Ｙ２ Ｘ４

Ｙ１ Ｙ２ Ｘ７

※

●

▲

工 事 名 称

図 面 名 称

設 計 年 月 日
記

事

項

特

縮 尺

図面番号
一級建築士　第360917号

前田　祐作

改修前
1/50

＜管理教室棟＞

　２階展開図№６（相談室Ａ・共同実施室）

（原図：A2）
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